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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

「渋谷区子ども・子育て支援事業計画」の進行管理と、2020年度を始期とする５年間の「第２

期渋谷区子ども・子育て支援事業計画」の策定の基礎資料として、調査を実施するものです。 

 

２ 調査対象 

渋谷区在住の就学前の子どもの保護者を無作為抽出 

 

３ 調査期間 

平成 31年１月 31日から平成 31年２月 18日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収及びインターネットによる調査 

 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回答数 有効回答率 

4,000 通 1,945 通 48.6％ 

※有効回答数 1,945 通のうちインターネット回答は 510 通となっています。 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 

・回答者数が１桁の場合、回答件数による表記としています。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 家族の状況について 

問１ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。 

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

「２歳（平成 27 年４月～平成 28 年３月）」の

割合が 18.4％と最も高く、次いで「０歳（平成 29

年４月～平成 30年３月）」の割合が 17.8％、「１

歳（平成 28 年４月～平成 29 年３月）」の割合が

17.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。お２人以上のお

子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

（ア）きょうだい数 

 

「２人」の割合が 37.5％と最も高く、次いで

「１人」の割合が 35.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,945 ％

平成30年４月以降生まれ

０歳（平成29年４月～平成30年
３月）

１歳（平成28年４月～平成29年
３月）

２歳（平成27年４月～平成28年
３月）

３歳（平成26年４月～平成27年

３月）

４歳（平成25年４月～平成26年
３月）

５歳（平成24年４月～平成25年
３月）

無回答

0.3

17.8

17.5

18.4

16.9

14.6

12.5

2.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,945 ％

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

35.5

37.5

8.1

1.6

0.5

16.8

0 20 40 60 80 100
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳（平成 29年４月～平成 30年３月）で「１人」の割

合が、３歳（平成 26 年４月～平成 27 年３月）、４歳（平成 25 年４月～平成 26 年３月）で「２

人」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

１
人 

２
人 

３
人 

４
人 

５
人
以
上 

無
回
答 

平成 30 年４月以降生まれ 6  33.3  33.3  － 16.7  16.7  － 

０歳（平成 29 年４月～平成 30 年３月） 346  46.8  26.3  3.8  2.0  － 21.1  

１歳（平成 28 年４月～平成 29 年３月） 341  39.0  36.7  8.5  0.9  － 15.0  

２歳（平成 27 年４月～平成 28 年３月） 358  36.9  36.3  8.4  1.1  0.6  16.8  

３歳（平成 26 年４月～平成 27 年３月） 328  32.0  41.2  9.5  0.3  0.6  16.5  

４歳（平成 25 年４月～平成 26 年３月） 284  25.4  44.7  13.0  3.2  0.4  13.4  

５歳（平成 24 年４月～平成 25 年３月） 244  32.0  39.8  6.6  2.9  1.2  17.6  

 

 

 

 

 

（イ）末子の年齢 

 

「４歳（平成 25 年４月～平成 26 年３月）」の

割合が 16.3％と最も高く、次いで「平成 30年４

月以降生まれ」の割合が 13.9％、「１歳（平成 28

年４月～平成 29 年３月）」、「２歳（平成 27 年４

月～平成 28年３月）」「３歳（平成 26年４月～平

成 27年３月）」の割合が 13.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 928 ％

平成30年４月以降生まれ

０歳（平成29年４月～平成30年
３月）

１歳（平成28年４月～平成29年
３月）

２歳（平成27年４月～平成28年
３月）

３歳（平成26年４月～平成27年

３月）

４歳（平成25年４月～平成26年
３月）

５歳（平成24年４月～平成25年
３月）

無回答

13.9

11.5

13.5

13.5

13.5

16.3

10.9

7.0

0 20 40 60 80 100
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳（平成 29年４月～平成 30年３月）で「０歳（平成

29年４月～平成 30年３月）」の割合が、４歳（平成 25年４月～平成 26年３月）で「４歳（平成

25年４月～平成 26年３月）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

平
成
30
年
４
月
以
降 

生
ま
れ 

０
歳
（
平
成
29
年
４
月
～

平
成
30
年
３
月
） 

１
歳
（
平
成
28
年
４
月
～

平
成
29
年
３
月
） 

２
歳
（
平
成
27
年
４
月
～

平
成
28
年
３
月
） 

３
歳
（
平
成
26
年
４
月
～

平
成
27
年
３
月
） 

４
歳
（
平
成
25
年
４
月
～

平
成
26
年
３
月
） 

５
歳
（
平
成
24
年
４
月
～

平
成
25
年
３
月
） 

無
回
答 

平成 30 年４月以降生まれ 4  100.0  － － － － － － － 

０歳（平成 29 年４月～ 
平成 30 年３月） 

111  3.6  89.2  － 2.7  0.9  0.9  － 2.7  

１歳（平成 28 年４月～ 
平成 29 年３月） 

157  19.1  0.6  76.4  － － 0.6  － 3.2  

２歳（平成 27 年４月～ 
平成 28 年３月） 

166  19.9  1.2  － 70.5  0.6  － 1.2  6.6  

３歳（平成 26 年４月～ 
平成 27 年３月） 

169  23.1  － 0.6  0.6  70.4  0.6  － 4.7  

４歳（平成 25 年４月～ 
平成 26 年３月） 

174  4.6  1.1  1.7  0.6  － 83.9  0.6  7.5  

５歳（平成 24 年４月～ 
平成 25 年３月） 

123  8.1  0.8  0.8  1.6  1.6  － 78.9  8.1  

 

問３ あなたは現在どちらにお住まいですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「地区Ⅱ」の割合が 24.4％と最も高く、次いで、

「地区Ⅲ」の割合が 24.3％、「地区Ⅴ」の割合が

19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

地区 居住地域 

地区Ⅰ 代々木、千駄ヶ谷 

地区Ⅱ 幡ヶ谷、本町、笹塚 

地区Ⅲ 西原、初台、大山町、元代々木町、上原、富ヶ谷 

地区Ⅳ 宇田川町、円山町、猿楽町、鶯谷町、桜丘町、渋谷、松濤、神宮前、神山町、 

神泉町、神南、代々木神園町、道玄坂、南平台町、鉢山町 

地区Ⅴ 東、代官山町、恵比寿、恵比寿西、恵比寿南、広尾 

  

回答者数 = 1,945 ％

地区Ⅰ

地区Ⅱ

地区Ⅲ

地区Ⅳ

地区Ⅴ

無回答

17.3

24.4

24.3

14.1

19.5

0.5

0 20 40 60 80 100
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問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係

でお答えください。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「母親」の割合が 88.9％、「父親」の割合が

10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳（平成 29 年４月～平成 30 年３月）、２歳（平成 27

年４月～平成 28年３月）で「母親」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

母 

親 

父 

親 

そ
の
他 

無
回
答 

平成 30 年４月以降生まれ 6  83.3  16.7  － － 

０歳（平成 29 年４月～平成 30 年３月） 346  90.8  9.0  － 0.3  

１歳（平成 28 年４月～平成 29 年３月） 341  89.1  10.9  － － 

２歳（平成 27 年４月～平成 28 年３月） 358  91.1  8.1  0.6  0.3  

３歳（平成 26 年４月～平成 27 年３月） 328  87.2  12.8  － － 

４歳（平成 25 年４月～平成 26 年３月） 284  85.6  13.7  － 0.7  

５歳（平成 24 年４月～平成 25 年３月） 244  88.1  11.9  － － 

 

 

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「配偶者がいる」の割合が 95.3％、「配偶者は

いない」の割合が 4.7％となっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 1,945 ％

母　親

父　親

その他

無回答

88.9

10.8

0.1

0.2

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,945 ％

配偶者がいる

配偶者はいない

無回答

95.3

4.7

0.1

0 20 40 60 80 100
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問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。

お子さんからみた関係で当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「父母ともに」の割合が 56.8％と最も高く、次

いで「主に母親」の割合が 42.1％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

  

％

父母ともに

主に母親

主に父親

主に祖父母

その他

無回答

56.8

42.1

0.6

0.2

0.2

0.3

0.0

54.1

44.8

0.3

0.3

0.4

0.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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２ 子育て環境について 

問７ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。 

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる」の割合が 55.9％と最も高く、

次いで「いずれもいない」の割合が 24.5％、「緊

急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえ

る友人・知人がいる」の割合が 15.5％となってい

ます。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳（平成 29 年４月～平成 30 年３月）、１歳（平成 28

年４月～平成 29 年３月）で「いずれもいない」の割合が、５歳（平成 24 年４月～平成 25 年３

月）で「緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」の割合が高くな

っています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

日
常
的
に
祖
父
母
等
の
親
族
に 

み
て
も
ら
え
る 

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の
際
に 

は
祖
父
母
等
の
親
族
に
み
て 

も
ら
え
る 

日
常
的
に
子
ど
も
を
み
て 

も
ら
え
る
友
人
・
知
人
が
い
る 

緊
急
時
も
し
く
は
用
事
の
際
に 

は
子
ど
も
を
み
て
も
ら
え
る 

友
人
・
知
人
が
い
る 

い
ず
れ
も
い
な
い 

無
回
答 

平成 30 年４月以降生まれ 6  － 33.3  － 16.7  50.0  16.7  

０歳（平成 29 年４月～ 
平成 30 年３月） 

346  11.0  56.1  2.3  9.8  27.5  3.5  

１歳（平成 28 年４月～ 
平成 29 年３月） 

341  10.0  57.2  0.9  8.8  27.9  3.2  

２歳（平成 27 年４月～ 
平成 28 年３月） 

358  8.7  58.7  3.4  14.0  24.0  2.5  

３歳（平成 26 年４月～ 
平成 27 年３月） 

328  10.4  56.7  0.9  17.1  23.5  4.3  

４歳（平成 25 年４月～ 
平成 26 年３月） 

284  15.8  51.4  2.8  20.8  22.9  2.8  

５歳（平成 24 年４月～ 
平成 25 年３月） 

244  14.3  56.1  4.1  26.2  18.0  2.5  

 

  

％

日常的に祖父母等の親族にみ

てもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖
父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる
友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子
どもをみてもらえる友人・知人
がいる

いずれもいない

無回答

11.5

55.9

2.3

15.5

24.5

3.2

13.8

57.9

1.7

12.9

24.5

1.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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問７－１ 問７で「１.日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」または「２. 緊急時も

しくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」に○をつけた方にうか

がいます。 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配

である」の割合が 37.7％と最も高く、次いで「祖

父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大

きく心配である」の割合が 35.6％、「祖父母等の

親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配

することなく、安心して子どもをみてもらえる」

の割合が 34.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７－２ 問７で「３. 日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる」または「４. 

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる」に○

をつけた方にうかがいます。 

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的

制約を心配することなく、安心して子どもをみて

もらえる」の割合が 36.9％と最も高く、次いで

「自分たち親の立場として、負担をかけているこ

とが心苦しい」の割合が 35.7％、「友人・知人の

時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」

の割合が 33.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,265 ％

祖父母等の親族の身体的・精
神的な負担や時間的制約を心
配することなく、安心して子ども
をみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担
が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約
や精神的な負担が大きく心配で
ある

自分たち親の立場として、負担
をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふ
さわしい環境であるか、不安が
ある

その他

無回答

34.2

37.7

35.6

27.8

6.4

7.0

0.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 328 ％

友人・知人の身体的・精神的な
負担や時間的制約を心配する
ことなく、安心して子どもをみて
もらえる

友人・知人の身体的負担が大き
く心配である

友人・知人の時間的制約や精
神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、負担
をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発育にとってふ
さわしい環境であるか、不安が
ある

その他

無回答

36.9

12.5

33.2

35.7

4.0

7.9

2.1

0 20 40 60 80 100
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問８ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はい

ますか。また、相談できる場所はありますか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

「いる／ある」の割合が 91.1％、「いない／な

い」の割合が 7.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

問８－１ 問８で「１.いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）

ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「友人や知人」の割合が 78.7％と最も高く、次

いで「祖父母等の親族」の割合が 75.2％、「保育

所・認定こども園等の保育士」の割合が 39.6％と

なっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「保育所・認定

こども園等の保育士」の割合が増加しています。

一方、「子育て支援施設（子育て支援センター・子

育てひろば等）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（子育て支援セ
ンター・子育てひろば等）

保健所・保健相談所

子ども家庭支援センター

保育所・認定こども園等の保育
士

幼稚園教諭

かかりつけの医師

民生委員・児童委員、主任児童
委員

子ども発達相談センター

渋谷区の子育て関連担当窓口

その他

無回答

75.2

78.7

10.2

15.6

2.3

1.5

39.6

12.1

21.5

0.1

2.7

0.7

7.2

0.2

0.0

80.1

77.3

9.2

24.1

6.5

1.8

26.4

9.1

25.6

0.0

-

1.7

5.6

0.1

0 20 40 60 80 100

％

いる／ある

いない／ない

無回答

91.1

7.8

1.2

0.0

92.1

6.6

1.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)

平成30年度調査

(回答者数 = 1,771)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,021)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳（平成 29年４月～平成 30年３月）で「祖父母等の

親族」「子育て支援施設（子育て支援センター・子育てひろば等）」の割合が高くなっています。

また、１歳（平成 28年４月～平成 29年３月）で「保育所・認定こども園等の保育士」の割合が

高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

祖
父
母
等
の
親
族 

友
人
や
知
人 

近
所
の
人 

子
育
て
支
援
施
設
（
子
育
て
支
援 

セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
ひ
ろ
ば
等
） 

保
健
所
・
保
健
相
談
所 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
等
の 

保
育
士 

幼
稚
園
教
諭 

か
か
り
つ
け
の
医
師 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、 

主
任
児
童
委
員 

子
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー 

渋
谷
区
の
子
育
て
関
連
担
当
窓
口 

そ
の
他 

無
回
答 

平成30年４月
以降生まれ 

5  60.0  80.0  20.0  20.0  － － 60.0  40.0  60.0  － － － － － 

０歳 
（平成29年４月～
平成30年３月） 

316  82.9  77.8  8.2  30.7  1.6  1.9  38.6  1.3  29.4  － 0.9  0.6  6.3  0.3  

１歳 
（平成28年４月～
平成29年３月） 

316  73.7  75.3  8.5  21.2  4.4  2.2  47.2  3.2  23.4  － 3.2  0.6  7.3  0.3  

２歳 
（平成27年４月～
平成28年３月） 

330  77.3  73.6  10.6  14.2  2.7  1.5  41.8  7.9  18.2  － 3.3  0.6  6.7  － 

３歳 
（平成26年４月～
平成27年３月） 

294  74.1  82.3  9.5  10.5  1.7  1.4  42.2  18.0  19.7  － 2.7  1.7  7.8  － 

４歳 
（平成25年４月～
平成26年３月） 

258  73.3  80.6  14.0  7.4  1.2  0.4  32.9  25.6  17.8  － 3.1  0.4  7.4  － 

５歳 
（平成24年４月～
平成25年３月） 

219  67.6  84.9  11.4  4.6  1.4  1.4  32.9  21.9  19.2  0.5  2.3  0.5  7.3  0.5  

 

 

問９ 問８で「１. いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

相談の頻度はどのくらいですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「月１回程度」の割合が 46.2％と最も高く、次

いで「年２回程度」の割合が 22.0％、「年１回程

度」の割合が 15.9％となっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 1,771 ％

年１回程度

年２回程度

月１回程度

毎週

無回答

15.9

22.0

46.2

15.1

0.7

0 20 40 60 80 100
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問 10 問８で「１. いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

相談の内容はどのようなものですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「子どものこと」の割合が 97.6％と最も高く、

次いで「自分のこと」の割合が 28.1％、「家庭の

こと」の割合が 24.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 問８で「１. いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

相談の結果、悩みは解決しましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「した」の割合が 88.5％、「しなかった」の割

合が 9.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,771 ％

子どものこと

自分のこと

保育園のこと（入園相談含む）

家庭のこと

その他

無回答

97.6

28.1

20.3

24.4

2.0

0.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,771 ％

した

しなかった

無回答

88.5

9.5

2.0

0 20 40 60 80 100
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３ 保護者の就労状況について 

問 13 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうか

がいます。 

（１）母親 

 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介

護休業中ではない」の割合が 47.5％と最も高く、

次いで「以前は就労していたが、現在は就労して

いない」の割合が 27.5％、「パート・アルバイト

等で就労しており、産休・育休・介護休業中では

ない」の割合が 12.2％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「フルタイムで

就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

の割合が増加しています。一方、「フルタイムで

就労しているが、産休・育休・介護休業中である」

「以前は就労していたが、現在は就労していない」

の割合が減少しています。 

 

 

 

（１）－１ （１）で「１.フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」～「４. パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護

休業中である」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（休憩時間、残業時間

を含む）」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、も

っとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の

方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記入

ください。数字は一枠に一字。１時間未満は四捨五入。） 

（ア）１週当たり就労日数 

 

「５日」の割合が 78.7％と最も高くなっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイムで就労しており、産
休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労して
おり、産休・育休・介護休業中で
はない

パート・アルバイト等で就労して
いるが、産休・育休・介護休業
中である

以前は就労していたが、現在は
就労していない

これまで就労したことがない

無回答

47.5

9.4

12.2

0.8

27.5

1.5

1.1

28.0

20.1

10.8

1.8

35.7

2.6

1.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,941)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

2.3

2.2

4.1

4.1

78.7

7.4

0.8

0.4

0.0

1.9

1.7

4.0

5.6

76.9

8.2

0.5

1.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,355)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,334)
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（イ）１日当たり就労時間（休憩時間、残業時間を含む） 

 

「８時間」の割合が 40.4％と最も高く、次いで

「９時間」の割合が 16.1％、「７時間」の割合が

13.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間

11時間

12時間

13時間

14時間

15時間

16時間以上

無回答

0.4

1.0

1.8

3.0

3.4

8.9

13.4

40.4

16.1

7.8

1.1

1.0

0.2

0.1

0.4

0.0

1.3

0.0

0.2

1.0

1.3

3.2

3.7

8.5

12.4

38.1

13.2

10.6

1.8

2.6

0.4

0.5

0.1

0.0

2.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,355)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,334)
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（１）－２ （１）で「１. フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中では

ない」～「４. パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介

護休業中である」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、も

っとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の

方は、休業に入る前の状況についてお答えください。時間は、必ず（例）

０８時～１８時のように、２４時間制でおおよその時刻をお答えくださ

い。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

（ア）家を出る時刻 

 

「８時台」の割合が 47.9％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 26.4％、「７時台」の割合が

13.9％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

５時より前

５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

0.0

0.4

1.5

13.9

47.9

26.4

4.6

0.7

0.4

0.0

0.2

0.1

0.3

0.0

0.0

0.1

0.0

0.1

3.1

0.0

0.0

0.2

1.3

13.3

44.1

23.5

6.1

1.6

0.8

0.4

0.3

0.3

0.1

0.0

0.1

0.1

0.1

0.0

7.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,355)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,334)
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（イ）帰宅時刻 

 

「18 時台」の割合が 37.0％と最も高く、次い

で「19時台」の割合が 26.9％、「17時台」の割合

が 13.6％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「18時台」の割

合が増加しています。一方、「20時台」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

午前１時台

午前２時台

午前３時台

午前４時台

無回答

0.0

0.1

0.1

0.1

0.2

0.1

0.3

0.7

0.9

1.8

1.6

3.5

13.6

37.0

26.9

5.5

2.7

0.8

0.3

0.3

0.1

0.1

0.0

0.1

3.2

0.0

0.1

0.1

0.0

0.0

0.0

0.1

0.1

0.5

0.6

1.6

1.0

2.8

9.4

30.7

25.1

11.2

4.9

1.9

0.7

0.8

0.4

0.1

0.0

0.0

7.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,355)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,334)
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（２）父親 

 

「フルタイムで就労しており、産休・育休・介

護休業中ではない」の割合が 93.7％と最も高く、

次いで「フルタイムで就労しているが、産休・育

休・介護休業中である」の割合が 0.7％、「パート・

アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない」「以前は就労していたが、現在

は就労していない」の割合が 0.6％となっていま

す。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

（２）－１ （２）で「１.フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」～「４. パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護

休業中である」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（休憩時間、残業時間

を含む）」をお答えください。就労日数や就労時間が一定でない場合は、も

っとも多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、

休業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記入くださ

い。数字は一枠に一字。１時間未満は四捨五入。） 

（ア）１週当たり就労日数 

 

「５日」の割合が 71.6％と最も高く、次いで

「６日」の割合が 21.2％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「５日」の割合

が増加しています。一方、「６日」の割合が減少し

ています。 

 

 

 

 

 

  

％

フルタイムで就労しており、産
休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、
産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労して
おり、産休・育休・介護休業中で
はない

パート・アルバイト等で就労して
いるが、産休・育休・介護休業
中である

以前は就労していたが、現在は
就労していない

これまで就労したことがない

無回答

93.7

0.7

0.6

0.0

0.6

0.1

4.3

88.7

0.4

1.9

0.0

1.2

0.1

7.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,858)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

0.2

0.1

0.4

0.6

71.6

21.2

4.9

1.0

0.0

0.2

0.2

0.8

0.7

65.6

26.6

4.6

1.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,765)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,998)
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（イ）１日当たり就労時間（休憩時間、残業時間を含む） 

 

「10時間～11時間未満」の割合が 27.3％と最

も高く、次いで「８時間～９時間未満」の割合が

17.3％、「12時間～13時間未満」の割合が 16.3％

となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「９時間～10時

間未満」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間～11時間未満

11時間～12時間未満

12時間～13時間未満

13時間～14時間未満

14時間～15時間未満

15時間～16時間未満

16時間～17時間未満

17時間～18時間未満

18時間～19時間未満

19時間～20時間未満

20時間以上

無回答

0.5

0.0

0.2

0.3

1.3

17.3

15.4

27.3

7.8

16.3

4.3

3.2

2.0

1.0

0.2

0.2

0.1

0.3

2.3

0.0

0.0

0.0

0.4

0.6

1.0

13.6

10.2

25.3

8.3

18.4

7.2

5.9

3.9

1.6

0.6

0.3

0.0

0.4

2.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,765)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,998)
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（２）－２ （２）で「１.フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」～「４. パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護

休業中である」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、も

っとも多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、

休業に入る前の状況についてお答えください。時間は、必ず（例）０８時

～１８時のように、２４時間制でおおよその時刻をお答えください（□内

に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）。 

（ア）家を出る時刻 

 

「８時台」の割合が 35.5％と最も高く、次いで

「９時台」の割合が 25.3％、「７時台」の割合が

18.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

１時台

２時台

３時台

４時台

５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答

0.0

0.0

0.0

0.1

1.0

5.2

18.5

35.5

25.3

7.1

2.0

0.6

0.5

0.5

0.2

0.1

0.2

0.1

0.2

0.0

0.1

0.3

2.6

0.0

0.1

0.2

0.1

0.3

0.7

4.1

18.0

34.6

21.2

7.5

1.7

1.0

0.8

0.6

0.6

0.1

0.3

0.2

0.2

0.1

0.1

0.4

7.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,765)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,998)
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（イ）帰宅時刻 

 

「20 時台」の割合が 19.9％と最も高く、次い

で「21時台」の割合が 16.4％、「19時台」の割合

が 15.7％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

５時台

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時台

午前１時台

午前２時台

午前３時台

午前４時台

無回答

0.1

0.2

0.2

0.2

0.2

0.3

0.3

0.5

0.1

0.0

0.1

0.2

1.5

7.1

15.7

19.9

16.4

15.2

8.7

6.8

1.3

0.7

0.2

0.7

3.6

0.0

0.5

0.1

0.2

0.3

0.1

0.2

0.3

0.1

0.1

0.3

0.0

0.2

0.9

4.4

11.8

15.6

18.1

14.6

9.2

9.2

3.3

2.0

0.4

0.3

8.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,765)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,998)
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問 14 問 13の（１）または（２）で「３.パート・アルバイト等で就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない」「４.パート・アルバイト等で就労しているが、

産休・育休・介護休業中である」（パート・アルバイト等で就労している）に○

をつけた方にうかがいます。 

フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

（１）母親 

「パート・アルバイト等の就労を続けることを

希望」の割合が 50.2％と最も高く、次いで「フル

タイムへの転換希望はあるが、実現できる見込み

はない」の割合が 25.9％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「パート・アル

バイト等の就労を続けることを希望」の割合が増

加しています。 

 

 

（２）父親 

「パート・アルバイト等の就労を続けることを

希望」の割合が 36.4％と最も高く、次いで「フル

タイムへの転換希望があり、実現できる見込みが

ある」の割合が 27.3％、「フルタイムへの転換希

望はあるが、実現できる見込みはない」の割合が

18.2％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「フルタイムへ

の転換希望があり、実現できる見込みがある」「パ

ート・アルバイト等の就労を続けることを希望」

の割合が増加しています。 

 

問 15 問 13の（１）または（２）で「５.以前は就労していたが、現在は就労していない」 

または「６.これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。 

就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号それぞれ１つに○を

つけ、該当する□内には数字をご記入ください（数字は一枠に一字）。 

（１）母親 

「１年より先、一番下の子どもが（  ）歳に

なったころに就労したい」の割合が 41.7％と最も

高く、次いで「子育てや家事などに専念したい（就

労の予定はない）」の割合が 28.5％、「すぐにでも、

もしくは１年以内に就労したい」の割合が 22.2％

となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「すぐにでも、

もしくは１年以内に就労したい」の割合が増加し

ています。 

※「 歳」の内訳はＰ21（ア）就労希望時の末子の年齢に該当します。  

％

フルタイムへの転換希望があ

り、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はある

が、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子

育てや家事に専念したい

無回答

9.2

25.9

50.2

4.0

10.8

0.0

9.0

21.9

40.6

2.5

25.9

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 251)

平成25年度調査

(回答者数 = 278)

％

フルタイムへの転換希望があ
り、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はある
が、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を
続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子
育てや家事に専念したい

無回答

27.3

18.2

36.4

0.0

18.2

0.0

12.2

14.6

17.1

0.0

56.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 11)

平成25年度調査

(回答者数 = 41)

％

子育てや家事などに専念したい
（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが
（　　）歳になったころに就労した
い

すぐにでも、もしくは１年以内に
就労したい

無回答

28.5

41.7

22.2

7.6

0.0

30.6

44.8

15.1

9.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 564)

平成25年度調査

(回答者数 = 839)
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（ア）就労時希望時の末子の年齢 

 

「７歳」の割合が 26.4％と最も高く、次いで

「６歳」の割合が 16.2％、「３歳」の割合が 14.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）希望する就労形態 

 

「フルタイム」の割合が 21.6％、「パートタイ

ム、アルバイト等」の割合が 76.0％となっていま

す。 

 

パートタイム、アルバイト等 

（ア）１週当たり希望就労日数 

 

「３日」の割合が 49.5％と最も高く、次いで

「４日」の割合が 20.0％、「２日」の割合が 17.9％

となっています。 

 

 

 

  

回答者数 = 235 ％

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳

11歳

12歳

13歳

14歳

15歳以上

無回答

1.3

0.9

14.0

12.3

4.3

16.2

26.4

6.8

0.9

9.4

0.4

3.4

2.6

0.0

0.4

0.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 125 ％

フルタイム

パートタイム、アルバイト等

無回答

21.6

76.0

2.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 95 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

無回答

1.1

17.9

49.5

20.0

10.5

0.0

0.0

1.1

0 20 40 60 80 100
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（イ）１日当たり希望就労時間 

 

「５時間」の割合が 34.7％と最も高く、次いで

「４時間」の割合が 26.3％、「６時間」の割合が

14.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）父親 

 

「子育てや家事などに専念したい（就労の予定は

ない）」の割合が 38.5％と最も高くなっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「子育てや家事

などに専念したい（就労の予定はない）」の割合

が増加しています。一方、「すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい」の割合が減少しています。 

 

（ア）就労時希望時の未子の年齢 

 

「10歳」が 1件となっています。 

 

（イ）希望する就労形態 

 

「フルタイム」が 1件となっています。 

 

パートタイム、アルバイト等 

（ア）１週当たり希望就労日数 

 

有効回答がありませんでした。 

 

（イ）１日当たり希望就労時間 

 

有効回答がありませんでした。  

回答者数 = 95 ％

１時間

２時間

３時間

４時間

５時間

６時間

７時間

８時間

９時間

10時間以上

無回答

0.0

0.0

9.5

26.3

34.7

14.7

2.1

8.4

0.0

0.0

4.2

0 20 40 60 80 100

％

子育てや家事などに専念したい
（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが
（　　）歳になったころに就労した
い

すぐにでも、もしくは１年以内に
就労したい

無回答

38.5

7.7

7.7

46.2

0.0

20.7

3.4

58.6

17.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 13)

平成25年度調査

(回答者数 = 29)
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４ 平日の定期的な教育･保育事業の利用状況について 

問 16 あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所・認定こども園などの「定期的な教育・

保育の事業」を利用されていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「利用している」の割合が 80.6％、「利用して

いない」の割合が 19.3％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「利用している」

の割合が増加しています。一方、「利用していな

い」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

利用している

利用していない

無回答

80.6

19.3

0.1

0.0

46.0

53.5

0.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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問 16－１ 問 16-1～問 16-4は、問 16で「１.利用している」に○をつけた方にうかが

います。 

あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。

年間を通じて「定期的に」利用している事業をお答えください。 

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「認可保育所〔区立・私立保育園〕（国が定める

最低基準に適合した施設で東京都の認可を受け

た施設）」の割合が 43.0％と最も高く、次いで「幼

稚園（通常の就園時間の利用）」の割合が 21.8％、

「認定こども園〔長時間利用〕（幼稚園と保育施

設の機能を併せ持つ施設において、保育所の時間

帯で保育・幼児教育を受ける枠）」の割合が 14.6％

となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「区立・私立保

育室、認証保育所（区が助成、運営する認可外保

育施設）」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

幼稚園（通常の就園時間の利
用）

幼稚園の預かり保育（通常の就
園時間を延長して預かる事業の

うち定期的な利用のみ）

認可保育所〔区立・私立保育
園〕（国が定める最低基準に適

合した施設で東京都の認可を
受けた施設）

認定こども園〔長時間利用〕（幼
稚園と保育施設の機能を併せ
持つ施設において、保育所の時

間帯で保育・幼児教育を受ける
枠）

認定こども園〔中・短時間利用〕
（幼稚園と保育施設の機能を併

せ持つ施設において、幼稚園の
時間帯で幼児教育を受ける枠）

区立・私立保育室、認証保育所

（区が助成、運営する認可外保
育施設）

小規模保育事業（国が定める最

低基準に適合した施設で区市
町村の認可を受けた定員が概
ね６～19人のもの）

事業所内保育施設（企業が主
に従業員用に運営する施設）

居宅訪問型保育（ベビーシッ

ターのような保育者が子どもの
家庭で保育する事業）

家庭的保育（保育者の家庭等
で子どもを保育する事業）

ファミリー・サポート・センター
（地域住民が子どもを預かる事
業）

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

21.8

6.0

43.0

14.6

1.7

8.9

1.0

1.5

2.6

0.3

1.0

4.7

3.6

0.3

20.9

5.6

40.2

10.5

1.3

3.4

-

1.4

4.2

0.6

2.1

4.5

5.4

0.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、１歳（平成 28 年４月～平成 29 年３月）、２歳（平成 27

年４月～平成 28年３月）で「認可保育所〔区立・私立保育園〕（国が定める最低基準に適合した

施設で東京都の認可を受けた施設）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就
園
時
間
の
利
用
） 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
（
通
常
の
就
園
時
間
を
延
長
し
て
預
か
る 

事
業
の
う
ち
定
期
的
な
利
用
の
み
） 

認
可
保
育
所
〔
区
立
・
私
立
保
育
園
〕（
国
が
定
め
る
最
低
基
準
に 

適
合
し
た
施
設
で
東
京
都
の
認
可
を
受
け
た
施
設
） 

認
定
こ
ど
も
園
〔
長
時
間
利
用
〕（
幼
稚
園
と
保
育
施
設
の
機
能
を
併
せ 

持
つ
施
設
に
お
い
て
、
保
育
所
の
時
間
帯
で
保
育
・
幼
児
教
育
を
受
け
る
枠
） 

認
定
こ
ど
も
園
〔
中
・
短
時
間
利
用
〕（
幼
稚
園
と
保
育
施
設
の
機
能
を 

併
せ
持
つ
施
設
に
お
い
て
、
幼
稚
園
の
時
間
帯
で
幼
児
教
育
を
受
け
る
枠
） 

区
立
・
私
立
保
育
室
、
認
証
保
育
所
（
区
が
助
成
、
運
営
す
る
認
可
外
保
育

施
設
） 

小
規
模
保
育
事
業
（
国
が
定
め
る
最
低
基
準
に
適
合
し
た
施
設
で 

区
市
町
村
の
認
可
を
受
け
た
定
員
が
概
ね
６
～
19
人
の
も
の
） 

事
業
所
内
保
育
施
設
（
企
業
が
主
に
従
業
員
用
に
運
営
す
る
施
設
） 

居
宅
訪
問
型
保
育
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
よ
う
な
保
育
者
が
子
ど
も
の 

家
庭
で
保
育
す
る
事
業
） 

家
庭
的
保
育
（
保
育
者
の
家
庭
等
で
子
ど
も
を
保
育
す
る
事
業
） 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

（
地
域
住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

そ
の
他 

無
回
答 

平成 30 年４月 
以降生まれ 

2  － － 50.0  － － － － 50.0  － － － － － － 

０歳 
（平成 29 年４月 
～平成 30 年３月） 

175  1.1  － 43.4  12.0  0.6  21.7  2.9  5.7  3.4  － 2.9  8.0  2.3  0.6  

１歳 
（平成 28 年４月 
～平成 29 年３月） 

245  0.8  － 49.8  17.1  0.4  18.0  1.2  2.0  2.4  － － 6.1  5.7  － 

２歳 
（平成 27 年４月 
～平成 28 年３月） 

274  5.8  2.2  49.3  17.5  1.1  10.6  1.1  1.5  1.5  0.7  1.5  7.3  6.6  0.4  

３歳 
（平成 26 年４月 
～平成 27 年３月） 

316  31.3  5.4  41.1  15.2  1.9  4.1  1.3  － 3.2  － 0.3  4.7  2.8  0.6  

４歳 
（平成 25 年４月 
～平成 26 年３月） 

279  40.5  15.8  39.1  13.3  2.5  1.1  0.4  1.1  3.9  0.4  1.4  2.5  1.8  － 

５歳 
（平成 24 年４月 
～平成 25 年３月） 

243  41.6  10.3  33.7  13.2  3.3  4.5  － － 0.8  0.4  0.8  1.2  2.5  － 
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問 16－２ 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用し

ていますか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり

何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）かを、□内に具体的な数字で

ご記入ください（数字は一枠に一字）。時間は、必ず（例）０９時～１８時の

ように２４時間制でおおよその時刻をご記入ください。 

（１）現在 

（ア）１週当たり日数 

 

「５日」の割合が 87.4％と最も高くなっていま

す。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１日あたり利用時間 

 

「10 時間以上」の割合が 26.5％と最も高く、

次いで「９時間～10時間未満」の割合が 23.5％、

「５時間～６時間未満」の割合が 16.3％となって

います。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間以上

無回答

2.4

5.0

16.3

3.2

7.3

14.6

23.5

26.5

1.2

0.0

4.0

4.0

15.5

3.7

5.5

14.5

24.3

26.2

2.6

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

1.8

2.0

1.7

2.6

87.4

3.8

0.7

0.0

3.0

2.4

1.4

3.4

83.3

4.7

2.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)
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（ウ）利用開始時刻 

 

「９時台」の割合が 60.7％と最も高く、次いで

「８時台」の割合が 29.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）利用終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 35.7％と最も高く、次い

で「15時より前」の割合が 23.3％、「17時台」の

割合が 18.6％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

23.3

3.0

8.0

18.6

35.7

9.2

0.8

0.0

1.6

0.0

22.1

2.9

7.1

18.2

35.8

8.7

1.8

0.3

3.1

0 20 40 60 80 100

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時～13時台

14時～15時台

16時以降

無回答

0.2

3.3

29.5

60.7

4.0

0.4

0.3

0.2

1.5

0.0

0.0

3.1

28.1

57.9

5.2

1.2

1.2

0.4

3.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)



 

28 

（２）希望 

（ア）１週当たり日数 

 

「５日」の割合が 71.0％と最も高くなっていま

す。 

平成 25年度調査と比較すると、「５日」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１日あたり利用時間 

 

「10 時間以上」の割合が 27.4％と最も高く、

次いで「９時間～10時間未満」の割合が 19.8％、

「８時間～９時間未満」の割合が 13.3％となって

います。 

平成 25年度調査と比較すると、「９時間～10時

間未満」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

４時間未満

４時間～５時間未満

５時間～６時間未満

６時間～７時間未満

７時間～８時間未満

８時間～９時間未満

９時間～10時間未満

10時間以上

無回答

1.0

1.5

5.4

7.4

8.5

13.3

19.8

27.4

15.8

0.0

1.9

0.7

4.2

7.9

5.8

10.5

14.2

30.5

24.3

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日以上

無回答

0.4

1.0

1.6

1.7

71.0

8.4

15.9

0.0

0.9

1.7

1.3

2.4

61.2

8.8

23.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)
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（ウ）利用開始時刻 

 

「９時台」の割合が 46.9％と最も高く、次いで

「８時台」の割合が 28.1％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「９時台」の割

合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エ）利用終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 26.1％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 16.0％、「19時台」の割合

が 12.4％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

７時より前

７時台

８時台

９時台

10時台

11時～13時台

14時～15時台

16時以降

無回答

0.2

4.6

28.1

46.9

2.8

0.4

0.3

0.7

16.0

0.0

0.4

4.1

24.9

41.4

3.6

0.6

0.3

0.1

24.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)

％

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答

7.7

7.5

9.2

16.0

26.1

12.4

3.9

1.1

16.0

0.0

5.8

7.1

7.4

12.4

21.5

12.8

6.3

1.9

24.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)
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問 16－３ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所についてうかがいます。 

「１.渋谷区内」「２.他の市区町村」のいずれかに○をつけてください。 

「渋谷区内」の割合が 88.5％、「他の市区町村」

の割合が 10.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

問 16－４ 平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由についてうかがいます。 

主な理由として当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「子育て（教育を含む）をしている方が現在就

労している」の割合が 71.6％と最も高く、次いで

「子どもの教育や発達のため」の割合が 54.3％と

なっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「子どもの教育

や発達のため」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

渋谷区内

他の市区町村

無回答

88.5

10.8

0.8

0.0

87.4

11.6

1.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)

％

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている
方が現在就労している

子育て（教育を含む）をしている
方が就労予定がある／求職中
である

子育て（教育を含む）をしている
方が家族・親族などを介護して
いる

子育て（教育を含む）をしている
方が病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている
方が学生である

その他

無回答

54.3

71.6

1.7

0.8

0.7

0.3

1.8

1.3

44.4

71.4

2.2

0.7

1.3

0.6

3.0

1.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、４歳（平成 25 年４月～平成 26 年３月）、５歳（平成 24

年４月～平成 25年３月）で「子どもの教育や発達のため」の割合が、０歳（平成 29年４月～平

成 30年３月）で「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」の割合が高くなって

います。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

子
ど
も
の
教
育
や
発
達
の
た
め 

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を
し
て

い
る
方
が
現
在
就
労
し
て
い
る 

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を
し
て

い
る
方
が
就
労
予
定
が
あ
る
／

求
職
中
で
あ
る 

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を
し
て

い
る
方
が
家
族
・
親
族
な
ど
を

介
護
し
て
い
る 

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を
し
て

い
る
方
が
病
気
や
障
害
が
あ
る 

子
育
て
（
教
育
を
含
む
）
を
し
て

い
る
方
が
学
生
で
あ
る 

そ
の
他 

無
回
答 

平成 30 年４月以降生まれ 2  50.0  100.0  － － － － － － 

０歳（平成 29 年４月～ 
平成 30 年３月） 

175  40.0  90.3  1.7  － － 0.6  2.3  1.1  

１歳（平成 28 年４月～ 
平成 29 年３月） 

245  41.2  84.9  4.5  0.4  0.4  0.4  3.3  1.2  

２歳（平成 27 年４月～ 
平成 28 年３月） 

274  47.1  78.8  1.1  0.7  0.4  － 2.9  1.1  

３歳（平成 26 年４月～ 
平成 27 年３月） 

316  61.7  65.8  0.6  0.9  1.9  － 1.3  1.9  

４歳（平成 25 年４月～ 
平成 26 年３月） 

279  63.4  60.6  1.1  1.8  0.7  0.7  1.1  2.2  

５歳（平成 24 年４月～ 
平成 25 年３月） 

243  65.8  57.2  1.6  0.4  0.4  0.4  － － 
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問 16－５ 問 16で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。 

理由としてもっとも当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「（子どもの教育や発達のため、子どもの母親

か父親が就労していないなどの理由で）利用する

必要がない」の割合が 37.0％と最も高く、次いで

「子どもがまだ小さいため（   歳くらいにな

ったら利用しようと考えている）」の割合が

32.4％、「利用したいが、保育・教育の事業に空き

がない」の割合が 31.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 376 ％

（子どもの教育や発達のため、
子どもの母親か父親が就労し
ていないなどの理由で）利用す
る必要がない

子どもの祖父母や親戚の人が
みている

近所の人や父母の友人・知人
がみている

利用したいが、保育・教育の事
業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で
事業を利用できない

使用したいが、延長・夜間等の
時間帯の条件が合わない

利用したいが、教育・保育の内
容や場所など、納得できる事業
がない

子どもがまだ小さいため（
歳くらいになったら利用しようと
考えている）

その他

無回答

37.0

5.9

0.3

31.9

4.0

2.7

6.9

32.4

14.6

1.1

0 20 40 60 80 100
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳（平成 29年４月～平成 30年３月）で「利用したい

が、保育・教育の事業に空きがない」「子どもがまだ小さいため（   歳くらいになったら利用

しようと考えている）」の割合が、３歳（平成 26年４月～平成 27年３月）で「（子どもの教育や

発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない」の割合

が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

（
子
ど
も
の
教
育
や
発
達
の
た
め
、
子
ど
も
の

母
親
か
父
親
が
就
労
し
て
い
な
い
な
ど
の
理

由
で
）
利
用
す
る
必
要
が
な
い 

子
ど
も
の
祖
父
母
や
親
戚
の
人
が
み
て
い
る 

近
所
の
人
や
父
母
の
友
人
・
知
人
が
み
て
い
る 

利
用
し
た
い
が
、
保
育
・
教
育
の
事
業
に
空
き

が
な
い 

利
用
し
た
い
が
、
経
済
的
な
理
由
で
事
業
を
利

用
で
き
な
い 

使
用
し
た
い
が
、
延
長
・
夜
間
等
の
時
間
帯
の

条
件
が
合
わ
な
い 

利
用
し
た
い
が
、
教
育
・
保
育
の
内
容
や
場
所

な
ど
、
納
得
で
き
る
事
業
が
な
い 

子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
た
め
（ 

 
 

歳
く
ら

い
に
な
っ
た
ら
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
） 

そ
の
他 

無
回
答 

平成 30 年４月 
以降生まれ 

4  － － － － － － － 100.0  － － 

０歳（平成 29 年４月
～平成 30 年３月） 

171  32.7  5.3  0.6  38.0  1.8  2.3  4.7  35.7  14.6  1.2  

１歳（平成 28 年４月
～平成 29 年３月） 

96  43.8  6.3  － 30.2  9.4  3.1  9.4  27.1  9.4  1.0  

２歳（平成 27 年４月
～平成 28 年３月） 

83  41.0  6.0  － 19.3  3.6  1.2  8.4  33.7  20.5  1.2  

３歳（平成 26 年４月
～平成 27 年３月） 

12  50.0  16.7  － 33.3  － － 16.7  16.7  25.0  － 

４歳（平成 25 年４月
～平成 26 年３月） 

5  － － － 60.0  － － － 20.0  20.0  － 

５歳（平成 24 年４月
～平成 25 年３月） 

1  － － － － － 100.0  － － － － 

 

利用希望時の子どもの年齢 

 

「３歳」の割合が 50.8％と最も高く、次いで

「４歳」の割合が 14.8％、「１歳」、「２歳」の割

合が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 122 ％

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６歳

７歳

８歳

９歳

10歳以上

無回答

13.9

13.9

50.8

14.8

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

5.7

0 20 40 60 80 100
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問 17 すべての方にうかがいます。 

現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の

教育・保育の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業について、次の

①、②のそれぞれについて、下の点線枠の中から、当てはまる番号すべてを記入

してください。 

①「幼児教育・保育の無償化」が 2019年 10 月から予定されていますが、現行どおりの費

用負担がある場合、平日に「定期的に」利用したいと考える施設等をお答えください。 

「認可保育所〔区立・私立保育園〕（国が定める

最低基準に適合した施設で東京都の認可を受け

た施設）」の割合が 50.9％と最も高く、次いで「認

定こども園〔長時間利用〕（幼稚園と保育施設の

機能を併せ持つ施設において、保育所の時間帯で

保育・幼児教育を受ける枠）」の割合が 41.7％、

「幼稚園（通常の就園時間の利用）」の割合が

41.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「幼稚園（通常

の就園時間の利用）」「認可保育所〔区立・私立保

育園〕（国が定める最低基準に適合した施設で東

京都の認可を受けた施設）」「居宅訪問型保育（ベ

ビーシッターのような保育者が子どもの家庭で

保育する事業）」「ファミリー・サポート・センタ

ー（地域住民が子どもを預かる事業）」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育（通常の就園

時間を延長して預かる事業のうち

定期的な利用のみ）

認可保育所〔区立・私立保育園〕

（国が定める最低基準に適合した

施設で東京都の認可を受けた施

設）

認定こども園〔長時間利用〕（幼稚

園と保育施設の機能を併せ持つ施

設において、保育所の時間帯で保

育・幼児教育を受ける枠）

認定こども園〔中・短時間利用〕

（幼稚園と保育施設の機能を併せ

持つ施設において、幼稚園の時間

帯で幼児教育を受ける枠）

区立・私立保育室、認証保育所

（区が助成、運営する認可外保育

施設）

小規模保育事業（国が定める最低

基準に適合した施設で区市町村の

認可を受けた定員が概ね６～19人

のもの）

事業所内保育施設（企業が主に従

業員用に運営する施設）

居宅訪問型保育（ベビーシッター

のような保育者が子どもの家庭で

保育する事業）

家庭的保育（保育者の家庭等で子

どもを保育する事業）

ファミリー・サポート・センター（地

域住民が子どもを預かる事業）

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

41.4

33.3

50.9

41.7

12.8

14.3

4.0

4.5

8.5

3.8

8.6

4.2

1.4

4.6

46.9

31.0

56.6

43.7

15.6

17.3

-

9.0

14.5

6.7

17.2

2.6

2.5

1.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳（平成 29年４月～平成 30年３月）で「認可保育所

〔区立・私立保育園〕（国が定める最低基準に適合した施設で東京都の認可を受けた施設）」「認定

こども園〔長時間利用〕（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設において、保育所の時間帯で保

育・幼児教育を受ける枠）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就
園
時
間
の
利
用
） 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
（
通
常
の
就
園
時
間
を
延
長
し
て
預
か
る 

事
業
の
う
ち
定
期
的
な
利
用
の
み
） 

認
可
保
育
所
〔
区
立
・
私
立
保
育
園
〕（
国
が
定
め
る
最
低
基
準
に 

適
合
し
た
施
設
で
東
京
都
の
認
可
を
受
け
た
施
設
） 

認
定
こ
ど
も
園
〔
長
時
間
利
用
〕（
幼
稚
園
と
保
育
施
設
の
機
能
を
併
せ 

持
つ
施
設
に
お
い
て
、
保
育
所
の
時
間
帯
で
保
育
・
幼
児
教
育
を
受
け
る
枠
） 

認
定
こ
ど
も
園
〔
中
・
短
時
間
利
用
〕（
幼
稚
園
と
保
育
施
設
の
機
能
を 

併
せ
持
つ
施
設
に
お
い
て
、
幼
稚
園
の
時
間
帯
で
幼
児
教
育
を
受
け
る
枠
） 

区
立
・
私
立
保
育
室
、
認
証
保
育
所
（
区
が
助
成
、
運
営
す
る
認
可
外
保
育

施
設
） 

小
規
模
保
育
事
業
（
国
が
定
め
る
最
低
基
準
に
適
合
し
た
施
設
で 

区
市
町
村
の
認
可
を
受
け
た
定
員
が
概
ね
６
～
19
人
の
も
の
） 

事
業
所
内
保
育
施
設
（
企
業
が
主
に
従
業
員
用
に
運
営
す
る
施
設
） 

居
宅
訪
問
型
保
育
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
よ
う
な
保
育
者
が
子
ど
も
の 

家
庭
で
保
育
す
る
事
業
） 

家
庭
的
保
育
（
保
育
者
の
家
庭
等
で
子
ど
も
を
保
育
す
る
事
業
） 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

（
地
域
住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

そ
の
他 

無
回
答 

平成 30 年４月 
以降生まれ 

6  50.0  50.0  50.0  50.0  － 33.3  － － 16.7  16.7  16.7  － － － 

０歳 
（平成 29 年４月 
～平成 30 年３月） 

346  38.2  32.7  65.0  58.4  20.2  27.7  10.4  11.3  11.3  5.2  11.0  5.5  0.6  3.5  

１歳 
（平成 28 年４月 
～平成 29 年３月） 

341  38.7  34.6  56.6  48.7  12.9  17.0  3.8  4.1  9.7  3.8  9.1  5.3  2.1  3.2  

２歳 
（平成 27 年４月 
～平成 28 年３月） 

358  43.9  37.2  50.6  42.5  15.9  11.5  3.1  2.2  6.4  3.9  8.7  4.2  1.1  3.4  

３歳 
（平成 26 年４月 
～平成 27 年３月） 

328  40.9  34.5  45.4  34.8  8.8  10.4  1.5  4.0  9.1  1.5  6.4  4.3  1.2  6.1  

４歳 
（平成 25 年４月 
～平成 26 年３月） 

284  44.4  31.0  43.3  32.4  9.2  7.0  2.1  2.1  6.7  3.2  6.7  2.8  1.8  2.8  

５歳 
（平成 24 年４月 
～平成 25 年３月） 

244  44.3  29.5  38.1  29.9  6.6  8.6  2.0  1.2  6.6  3.7  8.6  2.0  2.5  8.2  
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、現在は就労していないで「幼稚園（通常の就園時間の

利用）」の割合が、フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中であるで「認可保育所

〔区立・私立保育園〕（国が定める最低基準に適合した施設で東京都の認可を受けた施設）」の割

合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就
園
時
間
の
利
用
） 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
（
通
常
の
就
園
時
間
を
延
長
し
て
預
か
る 

事
業
の
う
ち
定
期
的
な
利
用
の
み
） 

認
可
保
育
所
〔
区
立
・
私
立
保
育
園
〕（
国
が
定
め
る
最
低
基
準
に 

適
合
し
た
施
設
で
東
京
都
の
認
可
を
受
け
た
施
設
） 

認
定
こ
ど
も
園
〔
長
時
間
利
用
〕（
幼
稚
園
と
保
育
施
設
の
機
能
を
併
せ 

持
つ
施
設
に
お
い
て
、
保
育
所
の
時
間
帯
で
保
育
・
幼
児
教
育
を
受
け
る
枠
） 

認
定
こ
ど
も
園
〔
中
・
短
時
間
利
用
〕（
幼
稚
園
と
保
育
施
設
の
機
能
を 

併
せ
持
つ
施
設
に
お
い
て
、
幼
稚
園
の
時
間
帯
で
幼
児
教
育
を
受
け
る
枠
） 

区
立
・
私
立
保
育
室
、
認
証
保
育
所
（
区
が
助
成
、
運
営
す
る
認
可
外
保
育
施

設
） 

小
規
模
保
育
事
業
（
国
が
定
め
る
最
低
基
準
に
適
合
し
た
施
設
で 

区
市
町
村
の
認
可
を
受
け
た
定
員
が
概
ね
６
～
19
人
の
も
の
） 

事
業
所
内
保
育
施
設
（
企
業
が
主
に
従
業
員
用
に
運
営
す
る
施
設
） 

居
宅
訪
問
型
保
育
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
よ
う
な
保
育
者
が
子
ど
も
の 

家
庭
で
保
育
す
る
事
業
） 

家
庭
的
保
育
（
保
育
者
の
家
庭
等
で
子
ど
も
を
保
育
す
る
事
業
） 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

（
地
域
住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

そ
の
他 

無
回
答 

フルタイムで就労してお
り、産休・育休・介護休業
中ではない 

922  16.5  21.0  70.1  53.1  6.2  14.1  3.0  4.6  8.8  4.2  9.5  3.7  1.3  4.4  

フルタイムで就労してい
るが、産休・育休・介護
休業中である 

182  26.9  28.6  75.3  67.0  15.4  28.6  9.3  8.8  8.8  2.7  8.2  5.5  1.1  1.6  

パート・アルバイト等で就
労しており、産休・育休・
介護休業中ではない 

236  53.0  44.1  39.4  35.6  19.5  18.6  5.5  4.2  7.6  5.1  6.4  6.8  3.0  5.5  

パート・アルバイト等で就
労しているが、産休・育
休・介護休業中である 

15  33.3  26.7  66.7  53.3  26.7  33.3  － 6.7  6.7  － 6.7  － － 6.7  

現在は就労していない 564  81.9 50.7 16.1 17.2 19.9 8.2 3.5 3.0 8.5 3.0 8.3 3.9 1.1 4.8 
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②「幼児教育・保育の無償化」が 2019年 10月から予定されていますが、費用負担が無

償化または軽減された場合、平日に「定期的に」利用したいと考える施設等をお答

えください。 

「認可保育所〔区立・私立保育園〕（国が定める

最低基準に適合した施設で東京都の認可を受け

た施設）」の割合が 48.4％と最も高く、次いで「認

定こども園〔長時間利用〕（幼稚園と保育施設の

機能を併せ持つ施設において、保育所の時間帯で

保育・幼児教育を受ける枠）」の割合が 42.4％、

「幼稚園（通常の就園時間の利用）」の割合が

41.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,945 ％

幼稚園（通常の就園時間の利

用）

幼稚園の預かり保育（通常の就

園時間を延長して預かる事業の

うち定期的な利用のみ）

認可保育所〔区立・私立保育

園〕（国が定める最低基準に適

合した施設で東京都の認可を

受けた施設）

認定こども園〔長時間利用〕（幼

稚園と保育施設の機能を併せ

持つ施設において、保育所の時

間帯で保育・幼児教育を受ける

枠）

認定こども園〔中・短時間利用〕

（幼稚園と保育施設の機能を併

せ持つ施設において、幼稚園の

時間帯で幼児教育を受ける枠）

区立・私立保育室、認証保育所

（区が助成、運営する認可外保

育施設）

小規模保育事業（国が定める最

低基準に適合した施設で区市

町村の認可を受けた定員が概

ね６～19人のもの）

事業所内保育施設（企業が主

に従業員用に運営する施設）

居宅訪問型保育（ベビーシッ

ターのような保育者が子どもの

家庭で保育する事業）

家庭的保育（保育者の家庭等

で子どもを保育する事業）

ファミリー・サポート・センター

（地域住民が子どもを預かる事

業）

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

41.8

39.1

48.4

42.4

14.1

14.8

5.1

6.4

19.9

9.0

14.1

7.7

2.0

6.4

0 20 40 60 80 100
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳（平成 29年４月～平成 30年３月）で「認可保育所

〔区立・私立保育園〕（国が定める最低基準に適合した施設で東京都の認可を受けた施設）」「認定

こども園〔長時間利用〕（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設において、保育所の時間帯で保

育・幼児教育を受ける枠）」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就
園
時
間
の
利
用
） 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
（
通
常
の
就
園
時
間
を
延
長
し
て
預
か
る 

事
業
の
う
ち
定
期
的
な
利
用
の
み
） 

認
可
保
育
所
〔
区
立
・
私
立
保
育
園
〕（
国
が
定
め
る
最
低
基
準
に
適
合 

し
た
施
設
で
東
京
都
の
認
可
を
受
け
た
施
設
） 

認
定
こ
ど
も
園
〔
長
時
間
利
用
〕（
幼
稚
園
と
保
育
施
設
の
機
能
を
併
せ 

持
つ
施
設
に
お
い
て
、
保
育
所
の
時
間
帯
で
保
育
・
幼
児
教
育
を
受
け
る
枠
） 

認
定
こ
ど
も
園
〔
中
・
短
時
間
利
用
〕（
幼
稚
園
と
保
育
施
設
の
機
能
を
併
せ 

持
つ
施
設
に
お
い
て
、
幼
稚
園
の
時
間
帯
で
幼
児
教
育
を
受
け
る
枠
） 

区
立
・
私
立
保
育
室
、
認
証
保
育
所 

（
区
が
助
成
、
運
営
す
る
認
可
外
保
育
施
設
） 

小
規
模
保
育
事
業
（
国
が
定
め
る
最
低
基
準
に
適
合
し
た
施
設
で 

区
市
町
村
の
認
可
を
受
け
た
定
員
が
概
ね
６
～
19
人
の
も
の
） 

事
業
所
内
保
育
施
設
（
企
業
が
主
に
従
業
員
用
に
運
営
す
る
施
設
） 

居
宅
訪
問
型
保
育
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
よ
う
な
保
育
者
が
子
ど
も
の 

家
庭
で
保
育
す
る
事
業
） 

家
庭
的
保
育
（
保
育
者
の
家
庭
等
で
子
ど
も
を
保
育
す
る
事
業
） 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

（
地
域
住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

そ
の
他 

無
回
答 

平成 30 年４月 
以降生まれ 

6  50.0  50.0  50.0  50.0  － 33.3  － 16.7  33.3  16.7  16.7  － － － 

０歳 
（平成 29 年４月 
～平成30年３月） 

346  41.0  39.9  65.0  60.4  22.5  28.0  10.7  11.8  21.7  10.1  15.3  11.0  1.2  5.2  

１歳 
（平成 28 年４月 
～平成29年３月） 

341  41.1  42.2  53.4  48.1  15.8  17.6  6.2  7.0  23.2  8.5  13.2  9.1  2.9  5.6  

２歳 
（平成 27 年４月 
～平成28年３月） 

358  43.6  45.3  45.5  42.5  14.8  11.2  4.2  5.0  19.3  10.6  16.8  8.7  0.8  3.9  

３歳 
（平成 26 年４月 
～平成27年３月） 

328  41.8  39.3  44.8  36.9  11.0  11.6  2.7  4.9  18.9  6.1  11.6  7.0  1.5  6.7  

４歳 
（平成 25 年４月 
～平成26年３月） 

284  41.5  33.8  41.2  32.7  9.9  8.1  3.9  4.6  19.0  10.6  14.4  4.2  2.5  6.0  

５歳 
（平成 24 年４月 
～平成25年３月） 

244  41.4  32.4  34.8  29.9  7.4  7.4  1.2  2.9  15.2  6.6  11.5  4.1  4.1  11.5  
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業

中であるで「認可保育所〔区立・私立保育園〕（国が定める最低基準に適合した施設で東京都の認

可を受けた施設）」の割合が、現在は就労していないで「幼稚園（通常の就園時間の利用）」の割

合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
（
通
常
の
就
園
時
間
の
利
用
） 

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
（
通
常
の
就
園
時
間
を
延
長
し
て
預
か
る 

事
業
の
う
ち
定
期
的
な
利
用
の
み
） 

認
可
保
育
所
〔
区
立
・
私
立
保
育
園
〕（
国
が
定
め
る
最
低
基
準
に
適
合 

し
た
施
設
で
東
京
都
の
認
可
を
受
け
た
施
設
） 

認
定
こ
ど
も
園
〔
長
時
間
利
用
〕（
幼
稚
園
と
保
育
施
設
の
機
能
を
併
せ 

持
つ
施
設
に
お
い
て
、
保
育
所
の
時
間
帯
で
保
育
・
幼
児
教
育
を
受
け
る
枠
） 

認
定
こ
ど
も
園
〔
中
・
短
時
間
利
用
〕（
幼
稚
園
と
保
育
施
設
の
機
能
を
併
せ 

持
つ
施
設
に
お
い
て
、
幼
稚
園
の
時
間
帯
で
幼
児
教
育
を
受
け
る
枠
） 

区
立
・
私
立
保
育
室
、
認
証
保
育
所 

（
区
が
助
成
、
運
営
す
る
認
可
外
保
育
施
設
） 

小
規
模
保
育
事
業
（
国
が
定
め
る
最
低
基
準
に
適
合
し
た
施
設
で 

区
市
町
村
の
認
可
を
受
け
た
定
員
が
概
ね
６
～
19
人
の
も
の
） 

事
業
所
内
保
育
施
設
（
企
業
が
主
に
従
業
員
用
に
運
営
す
る
施
設
） 

居
宅
訪
問
型
保
育
（
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
よ
う
な
保
育
者
が
子
ど
も
の 

家
庭
で
保
育
す
る
事
業
） 

家
庭
的
保
育
（
保
育
者
の
家
庭
等
で
子
ど
も
を
保
育
す
る
事
業
） 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

（
地
域
住
民
が
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
） 

そ
の
他
の
認
可
外
の
保
育
施
設 

そ
の
他 

無
回
答 

フルタイムで就労してお
り、産休・育休・介護休業
中ではない 

922  19.4  26.9  64.6  52.1  6.9  14.0  3.6  6.1  20.3  9.4  15.3  7.3  1.8  6.0  

フルタイムで就労してい
るが、産休・育休・介護休
業中である 

182  32.4  34.1  72.5  65.9  17.0  29.1  8.8  9.9  19.8  6.0  13.2  12.1  2.2  3.3  

パート・アルバイト等で就
労しており、産休・育休・
介護休業中ではない 

236  52.1  49.6  39.8  37.3  21.2  17.8  8.1  7.2  19.5  10.2  11.4  7.6  3.4  7.6  

パート・アルバイト等で就
労しているが、産休・育
休・介護休業中である 

15  33.3  26.7  66.7  60.0  33.3  33.3  － 6.7  13.3  6.7  13.3  6.7  － － 

現在は就労していない 564  77.3 56.9 17.4 20.9 21.6 9.9 5.5 5.7 19.7 8.9 13.5 7.3 1.6 7.3 

 

問 17－１ 問 17①で「１．幼稚園」または「２．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、か

つ問 17②で３～13※のいずれかにも◯をつけた方にうかがいます。 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を

強く希望しますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「はい」の割合が 70.8％、「いいえ」の割合が

24.7％となっています。 

 

 

※３～13 とは、Ｐ37 の問 17②の「認可保育所〔区立・私立保

育園〕（国が定める最低基準に適合した施設で東京都の認可

を受けた施設）」から「その他」に該当します。  

回答者数 = 777 ％

はい

いいえ

無回答

70.8

24.7

4.5

0 20 40 60 80 100
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問 17－２ お子さんが利用する施設を選ぶときに、どのようなことを重視しますか。 

当てはまる番号３つまで○をつけてください。 

「家から近い」の割合が 63.5％と最も高く、次

いで「教育・保育の方針や内容が充実している」

の割合が 39.6％、「給食がある」の割合が 25.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17－３ 教育・保育事業を利用したい場所についてうかがいます。 

「１.渋谷区内」「２.他の市区町村」のいずれかに○をつけてください。 

「渋谷区内」の割合が 90.1％、「他の市区町村」

の割合が 3.3％となっています。 

 

 

  

回答者数 = 1,945 ％

家から近い

職場に近い

最寄駅に近い

職場への通勤に便利

保育時間

費用が安い

親族の勧め

友人・知人の勧め

送迎バスがある

公立であること

私立であること

地域で評判が良い

給食がある

大規模で施設の設備が充実し

ている

しつけがしっかりしている

教育・保育の方針や内容が充

実している

病気や障害に対する理解があ

る

その他

無回答

63.5

3.3

3.0

9.6

22.1

6.3

0.7

1.9

2.3

2.8

0.8

18.5

25.8

4.2

8.6

39.6

2.4

2.8

22.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,945 ％

渋谷区内

他の市区町村

無回答

90.1

3.3

6.6

0 20 40 60 80 100
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５ 子育て支援事業の利用状況について 

問 18 あて名のお子さんは、現在、「地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごし

たり、相談をしたり、情報提供を受けたりする場で、「子育て支援センター」「子

育てひろば」等と呼ばれています）」を利用していますか。 

次の中から、利用されているものすべてに○をつけてください。また、おおよそ

の利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

「利用していない」の割合が 55.2％と最も高く、

次いで「子育て支援センター（親子が集まって過ご

したり、相談をする場）」の割合が 28.2％、「かぞく

のアトリエ」の割合が 11.7％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「その他渋谷区

で実施している類似の事業」の割合が増加してい

ます。一方、「子育て支援センター（親子が集まっ

て過ごしたり、相談をする場）」の割合が減少し

ています。 

また、「利用していない」の人の約９割は、教育・

保育事業を定期的に利用しています。 

 

 
 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳（平成 29年４月～平成 30年３月）で「子育て支援

センター（親子が集まって過ごしたり、相談をする場）」の割合が、５歳（平成 24年４月～平成

25年３月）で「利用していない」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
親
子
が
集
ま
っ
て
過
ご
し
た
り
、

相
談
を
す
る
場
） 

認
定
こ
ど
も
園
や
私
立
保
育
園
で 

実
施
し
て
い
る
子
育
て
ひ
ろ
ば 

ひ
が
し
健
康
プ
ラ
ザ
や 

中
央
図
書
館
で
実
施
し
て
い
る 

子
育
て
ひ
ろ
ば 

か
ぞ
く
の
ア
ト
リ
エ 

そ
の
他
渋
谷
区
で
実
施
し
て
い
る 

類
似
の
事
業 

利
用
し
て
い
な
い 

無
回
答 

平成30年４月以降生まれ 6  33.3  － － － － 66.7  － 

０歳（平成 29 年４月～ 
平成 30 年３月） 

346  53.5  12.7  9.0  16.5  7.5  35.8  4.3  

１歳（平成 28 年４月～ 
平成 29 年３月） 

341  39.9  7.0  5.6  13.8  9.4  46.3  5.0  

２歳（平成 27 年４月～ 
平成 28 年３月） 

358  30.4  8.7  8.9  13.4  12.8  54.7  4.2  

３歳（平成 26 年４月～ 
平成 27 年３月） 

328  18.3  2.4  6.4  7.6  10.1  64.0  5.2  

４歳（平成 25 年４月～ 
平成 26 年３月） 

284  9.2  2.5  4.9  10.2  13.0  65.1  7.4  

５歳（平成 24 年４月～ 
平成 25 年３月） 

244  10.2  2.0  1.2  7.4  7.0  71.3  7.8  
  

％

子育て支援センター（親子が集
まって過ごしたり、相談をする
場）

認定こども園や私立保育園で
実施している子育てひろば

ひがし健康プラザや中央図書
館で実施している子育てひろば

かぞくのアトリエ

その他渋谷区で実施している類
似の事業

利用していない

無回答

28.2

6.2

6.2

11.7

10.1

55.2

5.6

38.0

6.0

7.5

7.9

3.7

51.1

4.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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１．子育て支援センター 

（ア）週あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 15.7％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１か月あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 46.6％と最も高く、次いで

「２回」の割合が 11.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．認定こども園や私立保育園で実施している子育てひろば 

（ア）週あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 19.0％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 549 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

15.7

6.7

5.8

2.0

0.7

0.4

0.0

68.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 549 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

46.6

11.8

7.8

1.6

0.4

0.7

2.6

28.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 121 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

19.0

3.3

0.8

0.8

0.8

0.0

0.0

75.2

0 20 40 60 80 100
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（イ）１か月あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 44.6％と最も高く、次いで

「２回」の割合が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ひがし健康プラザや中央図書館で実施している子育てひろば 

（ア）週あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 17.5％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１か月あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 46.7％と最も高く、次いで

「２回」の割合が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 121 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

44.6

13.2

4.1

1.7

0.8

0.0

0.0

35.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 120 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

17.5

5.8

0.8

1.7

0.8

0.0

0.0

73.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 120 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

46.7

10.8

2.5

0.0

0.0

0.0

0.8

39.2

0 20 40 60 80 100
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４．かぞくのアトリエ 

（ア）週あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 3.9％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１か月あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 72.4％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．その他渋谷区で実施している類似の事業 

（ア）週あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 16.2％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 228 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

3.9

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

95.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 228 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

72.4

6.1

1.8

0.9

0.0

0.0

0.4

18.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 197 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

16.2

7.1

1.5

0.0

0.5

0.0

0.0

74.6

0 20 40 60 80 100
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（イ）１か月あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 39.1％と最も高く、次いで

「２回」の割合が 18.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 問 18のような子育て支援センター等について、今は利用していないが、できれ

ば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。 

当てはまる番号一つに○をつけて、おおよその利用回数（頻度）を□内に数字で

ご記入ください（数字は一枠に一字）。 

「新たに利用したり、利用日数を増やしたいと

は思わない」の割合が 48.4％と最も高く、次いで

「利用していないが、今後利用したい」の割合が

28.5％、「すでに利用しているが、今後利用日数

を増やしたい」の割合が 17.8％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「新たに利用し

たり、利用日数を増やしたいとは思わない」の割

合が増加しています。一方、「利用していないが、

今後利用したい」「すでに利用しているが、今後

利用日数を増やしたい」の割合が減少しています。 

 

 

  

回答者数 = 197 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

39.1

18.3

3.6

5.6

0.5

1.5

2.0

29.4

0 20 40 60 80 100

％

利用していないが、今後利用し
たい

すでに利用しているが、今後利
用日数を増やしたい

新たに利用したり、利用日数を
増やしたいとは思わない

無回答

28.5

17.8

48.4

5.3

0.0

33.9

24.5

35.5

6.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、５歳（平成 24年４月～平成 25年３月）で「新たに利用

したり、利用日数を増やしたいとは思わない」の割合が、０歳（平成 29年４月～平成 30年３月）

で「すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

利
用
し
て
い
な
い
が
、
今
後
利
用 

し
た
い 

す
で
に
利
用
し
て
い
る
が
、
今
後 

利
用
日
数
を
増
や
し
た
い 

新
た
に
利
用
し
た
り
、
利
用
日
数
を 

増
や
し
た
い
と
は
思
わ
な
い 

無
回
答 

平成 30 年４月以降生まれ 6  66.7  33.3  － － 

０歳（平成 29 年４月～平成 30 年３月） 346  24.6  31.8  38.7  4.9  

１歳（平成 28 年４月～平成 29 年３月） 341  30.8  24.3  41.3  3.5  

２歳（平成 27 年４月～平成 28 年３月） 358  28.5  16.8  50.8  3.9  

３歳（平成 26 年４月～平成 27 年３月） 328  32.3  10.4  50.3  7.0  

４歳（平成 25 年４月～平成 26 年３月） 284  28.9  11.6  52.8  6.7  

５歳（平成 24 年４月～平成 25 年３月） 244  23.4  8.2  61.9  6.6  

 

 

 

１．利用していないが、今後利用したい 

（ア）週あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 23.8％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 555 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

23.8

3.2

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

71.5

0 20 40 60 80 100
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（イ）１か月あたりでの利用回数 

 

「１回」の割合が 48.3％と最も高く、次いで

「２回」の割合が 24.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

（ア）週あたりでの増やしたい利用回数 

 

「１回」の割合が 28.6％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）１か月あたりでの増やしたい利用回数 

 

「２回」の割合が 22.5％と最も高く、次いで

「１回」の割合が 17.6％、「３回」の割合が 12.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 555 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

48.3

24.1

6.5

4.7

0.9

0.0

1.4

14.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 346 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回

無回答

28.6

6.9

4.3

0.6

1.4

0.3

0.0

57.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 346 ％

１回

２回

３回

４回

５回

６回

７回以上

無回答

17.6

22.5

12.7

9.0

1.7

0.9

3.8

31.8

0 20 40 60 80 100
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問 20 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利

用したいと思うものをお答えください。①～⑩の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれ

について、「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけてください。 

Ａ 知っている 

『①パパ・ママ入門学級』で「はい」の割合が、『②産後ケア（宿泊型）』で「いいえ」の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,945

①パパ・ママ入門学級

②産後ケア（宿泊型）

③母乳相談

④ひよこママの時間

⑤育児学級

⑥子ども家庭支援センター

⑦子ども発達相談センター

⑧にこにこママ

⑨渋谷スポーツ共育プラザ＆
　 ラボ“すぽっと”

⑩渋谷区LINE公式アカウント

79.3

35.9

72.4

51.0

69.6

46.5

55.4

42.6

39.4

48.3

16.0

58.7

22.6

43.6

25.8

48.4

39.5

52.3

54.9

47.0

4.6

5.3

5.0

5.4

4.6

5.1

5.1

5.1

5.7

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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Ｂ これまでに利用したことがある 

『⑤育児学級』で「はい」の割合が、『②産後ケア（宿泊型）』で「いいえ」の割合が高くなっ

ています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,945

①パパ・ママ入門学級

②産後ケア（宿泊型）

③母乳相談

④ひよこママの時間

⑤育児学級

⑥子ども家庭支援センター

⑦子ども発達相談センター

⑧にこにこママ

⑨渋谷スポーツ共育プラザ＆
　 ラボ“すぽっと”

⑩渋谷区LINE公式アカウント

46.1

2.2

29.7

18.7

46.2

11.6

11.5

13.0

13.7

36.2

42.0

81.9

56.5

67.1

41.2

74.1

74.1

72.7

71.8

50.3

11.9

16.0

13.8

14.2

12.6

14.3

14.4

14.3

14.6

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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Ｃ 今後利用したい 

『⑨渋谷スポーツ共育プラザ＆ラボ“すぽっと”』で「はい」の割合が、『①パパ・ママ入門学

級』『②産後ケア（宿泊型）』『④ひよこママの時間』で「いいえ」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,945

①パパ・ママ入門学級

②産後ケア（宿泊型）

③母乳相談

④ひよこママの時間

⑤育児学級

⑥子ども家庭支援センター

⑦子ども発達相談センター

⑧にこにこママ

⑨渋谷スポーツ共育プラザ＆
　 ラボ“すぽっと”

⑩渋谷区LINE公式アカウント

16.4

22.5

23.9

20.1

26.1

34.9

34.9

27.6

68.4

49.4

65.5

60.8

58.7

62.8

56.6

48.3

48.5

55.4

17.7

34.6

18.1

16.7

17.4

17.2

17.3

16.9

16.6

17.0

13.9

16.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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６ 土曜・休日や年末年始の定期的な教育・保育事業の利用希望について 

問 21 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日、年末・年始に、定期的な教

育・保育の事業の利用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。 

希望がある場合は、利用したい時間帯又は利用したい期間をご記入下さい。 

時間帯は、(例)０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください（数字は一

枠に一字）。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

土曜日では、「利用する必要はない」の割合が

57.3％と最も高く、次いで「月に１～２回は利用

したい」の割合が 32.1％となっています。 

日曜・祝日では、「利用する必要はない」の割合

が 73.3％と最も高く、次いで「月に１～２回は利

用したい」の割合が 22.4％となっています。 

 

 

 

（ア）利用開始時刻 

 

土曜日では、「９時台」の割合が 52.9％と最も

高く、次いで「８時台」の割合が 20.7％、「10時

台」の割合が 15.8％となっています。 

日曜・祝日では、「９時台」の割合が 50.8％と

最も高く、次いで「10 時台」の割合が 21.5％、

「８時台」の割合が 18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.1

0.1

4.2

20.7

52.9

15.8

1.6

0.9

1.4

0.4

0.1

0.2

0.5

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.2

4.3

18.0

50.8

21.5

1.2

0.4

1.0

0.4

0.2

0.2

0.4

0.0

0.0

1.4

0 20 40 60 80 100

％

利用する必要はない

ほぼ毎週利用したい

月に１～２回は利用したい

無回答

57.3

9.4

32.1

1.2

0.0

73.3

3.0

22.4

1.3

0 20 40 60 80 100

土曜日

(回答者数 = 1,945)

日曜・祝日

(回答者数 = 1,945)

土曜日

(回答者数 = 806)

日曜・祝日

(回答者数 = 494)
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（イ）利用終了時刻 

 

土曜日では、「18時台」の割合が 31.8％と最も

高く、次いで「17時台」の割合が 24.8％、「16時

台」の割合が 10.2％となっています。 

日曜・祝日では、「18時台」の割合が 32.8％と

最も高く、次いで「17 時台」の割合が 25.3％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末／年始 

 

「利用する必要はない」の割合が 85.1％、「利

用したい」の割合が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

  

％

11時より前

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

1.5

0.5

4.7

2.7

4.6

7.9

10.2

24.8

31.8

6.9

2.2

0.2

0.5

0.0

0.2

1.1

0.0

1.8

0.4

5.1

2.4

2.6

7.7

9.7

25.3

32.8

6.9

1.8

1.0

0.4

0.0

0.4

1.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,945 ％

利用する必要はない

利用したい

無回答

85.1

13.0

1.9

0 20 40 60 80 100

土曜日

(回答者数 = 806)

日曜・祝日

(回答者数 = 494)
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（ア）開始日 

 

「2018年12月29日」の割合が82.2％と最も高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）終了日 

 

「2019年1月3日」の割合が37.9％と最も高く、

次いで「2018年12月30日」の割合が24.9％、「2018

年12月31日」の割合が17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21－１ 問 21の（１）もしくは（２）※で、「３.月に１～２回は利用したい」に○を

つけた方にうかがいます。 

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

「月に数回仕事が入るため」の割合が 53.7％と

最も高く、次いで「平日に済ませられない用事を

まとめて済ませるため」の割合が 50.6％、「リフ

レッシュのため」の割合が 45.4％となっていま

す。 

 

※（１）もしくは（２）とは、Ｐ51 の土曜日もしくは日曜・祝

日に該当します。  

回答者数 = 253 ％

2018年12月29日

2018年12月30日

2018年12月31日

2019年1月1日

2019年1月2日

2019年1月3日

無回答

8.3

24.9

17.8

0.8

1.6

37.9

8.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 253 ％

2018年12月29日

2018年12月30日

2018年12月31日

2019年1月1日

2019年1月2日

2019年1月3日

無回答

82.2

4.0

2.0

1.2

0.4

0.4

9.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 711 ％

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をま
とめて済ませるため

親族の介護や手伝いが必要な
ため

リフレッシュのため

その他

無回答

53.7

50.6

3.8

45.4

11.4

1.7

0 20 40 60 80 100



 

54 

問 22 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育

の事業の利用を希望しますか。希望がある場合は、利用したい時間帯を、(例) 

０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

「休みの期間中、週に数日利用したい」の割合

が 58.9％と最も高く、次いで「利用する必要はな

い」の割合が 25.8％、「休みの期間中、ほぼ毎日

利用したい」の割合が 12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（ア）利用開始時刻 

 

「９時台」の割合が 72.6％と最も高く、次いで

「10時台」の割合が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 353 ％

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日利用
したい

休みの期間中、週に数日利用し
たい

無回答

25.8

12.5

58.9

2.8

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 252 ％

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.0

1.2

8.3

72.6

13.9

0.4

0.4

1.2

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

0 20 40 60 80 100
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（イ）利用終了時刻 

 

「15 時台」の割合が 26.6％と最も高く、次い

で「14時台」の割合が 19.8％、「16時台」、「17時

台」の割合が 16.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22－１ 問 22で、「３. 週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

毎日ではなく、たまに利用したい理由はなんですか。当てはまる番号すべて

に○をつけてください。 

「買い物等の用事をまとめて済ませるため」の

割合が 65.4％と最も高く、次いで「リフレッシュ

のため」の割合が 63.0％、「週に数回仕事が入る

ため」の割合が 32.7％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 252 ％

11時より前

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

2.8

0.0

0.0

1.6

19.8

26.6

16.3

16.3

11.1

4.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 208 ％

週に数回仕事が入るため

買い物等の用事をまとめて済ま
せるため

親等親族の介護や手伝いが必
要なため

リフレッシュのため

その他

無回答

32.7

65.4

4.8

63.0

19.7

1.0

0 20 40 60 80 100
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７ 病気の際の対応について 

問 23 平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方にうかがいます。 

直近１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで事業が利用できなかったことは

ありますか。いずれかに○をつけてください。 

「あった」の割合が 80.3％、「なかった」の割

合が 16.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、５歳（平成 24年４月～平成 25年３月）で「あった」の

割合が低くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

平成 30 年４月以降生まれ 2  100.0  － － 

０歳（平成 29 年４月～平成 30 年３月） 175  84.6  10.3  5.1  

１歳（平成 28 年４月～平成 29 年３月） 245  86.1  12.2  1.6  

２歳（平成 27 年４月～平成 28 年３月） 274  80.3  14.2  5.5  

３歳（平成 26 年４月～平成 27 年３月） 316  80.7  18.0  1.3  

４歳（平成 25 年４月～平成 26 年３月） 279  82.1  15.4  2.5  

５歳（平成 24 年４月～平成 25 年３月） 243  69.5  25.9  4.5  

 

 

 

  

％

あった

なかった

無回答

80.3

16.5

3.3

0.0

80.4

17.0

2.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,568)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,009)
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【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中

ではないで「あった」の割合が、これまで就労したことがないで「なかった」の割合が高くなっ

ています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

あ
っ
た 

な
か
っ
た 

無
回
答 

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 904  88.9  10.0  1.1  

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 101  79.2  14.9  5.9  

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護 
休業中ではない 

212  80.2  16.5  3.3  

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護 
休業中である 

8  100.0  － － 

以前は就労していたが、現在は就労していない 303  57.4  34.3  8.3  

これまで就労したことがない 21  42.9  42.9  14.3  

 

 

問 23－１ あて名のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用

できなかった場合に、直近１年間に行った対処方法として当てはまる記号す

べてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字でご記入ください（半日程度

の対応の場合も１日とカウントしてください。数字は一枠に一字）。 

「母親が休んだ」の割合が 78.6％と最も高く、

次いで「父親が休んだ」の割合が 42.9％、「（同居

者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」

の割合が 31.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「父親が休んだ」

の割合が増加しています。一方、「（同居者を含む）

親族・知人に子どもをみてもらった」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

父親が休んだ

母親が休んだ

父親又は母親のうち就労してい

ない方が子どもをみた

（同居者を含む）親族・知人に子

どもをみてもらった

病児・病後児の保育施設を利用

した

ベビーシッターを利用した

子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

42.9

78.6

18.2

31.4

6.5

10.4

1.9

1.9

0.5

0.0

36.9

76.8

18.1

36.9

3.5

10.6

1.0

4.1

0.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,259)

平成25年度調査

(回答者数 = 811)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、０歳（平成 29年４月～平成 30年３月）で「父親が休ん

だ」「母親が休んだ」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

父
親
が
休
ん
だ 

母
親
が
休
ん
だ 

父
親
又
は
母
親
の
う
ち
就
労
し

て
い
な
い
方
が
子
ど
も
を
み
た 

（
同
居
者
を
含
む
）
親
族
・
知
人

に
子
ど
も
を
み
て
も
ら
っ
た 

病
児
・
病
後
児
の
保
育
施
設
を 

利
用
し
た 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
た 

子
ど
も
だ
け
で
留
守
番
を
さ
せ

た そ
の
他 

無
回
答 

平成 30 年４月以降生まれ 2  100.0  50.0  － － － － － － － 

０歳 
（平成 29 年４月～平成 30 年３月） 

148  58.1  92.6  5.4  38.5  11.5  14.2  0.7  3.4  － 

１歳 
（平成 28 年４月～平成 29 年３月） 

211  51.7  89.1  11.4  37.0  15.6  13.3  1.4  0.9  0.5  

２歳 
（平成 27 年４月～平成 28 年３月） 

220  46.8  87.3  9.1  34.1  5.5  9.5  0.5  0.9  0.9  

３歳 
（平成 26 年４月～平成 27 年３月） 

255  36.5  69.4  27.1  22.4  2.4  11.4  2.0  2.7  － 

４歳 
（平成 25 年４月～平成 26 年３月） 

229  39.3  68.6  27.1  33.2  3.5  7.4  3.9  1.7  0.9  

５歳 
（平成 24 年４月～平成 25 年３月） 

169  29.6  69.2  25.4  26.0  3.6  7.1  2.4  1.2  0.6  

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中

ではないで「母親が休んだ」の割合が、以前は就労していたが、現在は就労していないで「父親

又は母親のうち就労していない方が子どもをみた」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

父
親
が
休
ん
だ 

母
親
が
休
ん
だ 

父
親
又
は
母
親
の
う
ち
就
労
し

て
い
な
い
方
が
子
ど
も
を
み
た 

（
同
居
者
を
含
む
）
親
族
・
知
人

に
子
ど
も
を
み
て
も
ら
っ
た 

病
児
・
病
後
児
の
保
育
施
設
を

利
用
し
た 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
利
用
し
た 

子
ど
も
だ
け
で
留
守
番
を
さ
せ

た そ
の
他 

無
回
答 

フルタイムで就労しており、産休・育
休・介護休業中ではない 

804  54.1  92.2  3.2  39.2  9.1  13.2  1.6  1.9  0.5  

フルタイムで就労しているが、産休・
育休・介護休業中である 

80  45.0  86.3  17.5  20.0  6.3  10.0  － － － 

パート・アルバイト等で就労しており、
産休・育休・介護休業中ではない 

170  24.1  82.4  18.8  25.3  1.8  4.7  2.9  3.5  1.2  

パート・アルバイト等で就労している
が、産休・育休・介護休業中である 

8  25.0  75.0  37.5  12.5  12.5  12.5  － － － 

以前は就労していたが、現在は就労
していない 

174  8.6  14.9  82.2  9.2  － 3.4  2.9  0.6  － 

これまで就労したことがない 9  33.3  － 88.9  － － － － － － 
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１年間の対処方法 

『キ．子どもだけで留守番をさせた』で「２日」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

８
日 

９
日 

10
日 

11
日
～
14
日 

15
日
～
21
日 

22
日
～
30
日 

31
日
以
上 

無
回
答 

ア．父親が休んだ 540  20.4  20.2  19.1  3.1  17.4  0.4  3.5  0.9  - 8.9  0.6  1.9  0.2  0.2  3.3  

イ．母親が休んだ 989  7.2  10.6  11.0  4.3  20.2  1.9  6.9  2.5  0.1  17.7  1.7  8.6  1.9  1.6  3.6  

ウ．父親又は母親の
うち就労していない
方が子どもをみた 

229  6.6  9.2  12.2  3.9  16.2  4.4  7.4  1.3  - 17.9  3.1  9.2  2.2  1.3  5.2  

エ．（同居者を含む）
親族・知人に子ど
もをみてもらった 

395  13.7  20.3  16.7  1.8  17.5  2.0  5.8  0.8  0.3  10.6  0.8  4.3  1.5  0.8  3.3  

オ．病児・病後児の
保育施設を利用し
た 

82  26.8  15.9  17.1  6.1  15.9  3.7  1.2  2.4  - 6.1  - 1.2  - - 3.7  

カ．ベビーシッターを
利用した 

131  20.6  16.0  20.6  5.3  11.5  2.3  3.1  1.5  0.8  6.1  0.8  2.3  0.8  - 8.4  

キ．子どもだけで留
守番をさせた 

24  25.0  37.5  20.8  - - - - - - - - - 4.2  4.2  8.3  

ク．その他 24  - - 8.3  8.3  33.3  - 8.3  4.2  - 12.5  - 8.3  4.2  4.2  8.3  

 

 

問 23－２ 問 23-1で「ア.」｢イ.｣※のいずれかに回答した方にうかがいます。 

その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われま

したか。当てはまる番号１つに○をつけ、日数についても□内に数字でご記入

ください（数字は一枠に一字）。なお、病児・病後児のための事業等の利用に

は、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」の割合が 52.7％、「利用したいとは思わない」

の割合が 46.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

※「ア.」｢イ.｣とは、Ｐ57 の「父親が休んだ」「母親が休んだ」に該当します。 

  

％

できれば病児・病後児保育施設

等を利用したい

利用したいとは思わない

無回答

52.7

46.2

1.2

0.0

56.6

41.2

2.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,029)

平成25年度調査

(回答者数 = 643)
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【子どもの年齢別】 

子どもの年齢別でみると、他に比べ、３歳（平成 26年４月～平成 27年３月）で「３日」の割

合が、０歳（平成 29 年４月～平成 30 年３月）、２歳（平成 27 年４月～平成 28 年３月）で「10

日」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

８
日 

９
日 

10
日 

11
日
～
14
日 

15
日
～
21
日 

22
日
～
30
日 

31
日
以
上 

無
回
答 

平成 30 年４月
以降生まれ 

1  － － － － 100.0  － － － － － － － － － － 

０歳 
（平成29年４月～
平成 30 年３月） 

90  5.6  10.0  14.4  1.1  22.2  2.2  5.6  2.2  － 22.2  1.1  2.2  3.3  1.1  6.7  

１歳 
（平成28年４月～
平成 29 年３月） 

116  6.0  11.2  13.8  4.3  20.7  2.6  6.9  1.7  － 16.4  0.9  5.2  1.7  － 8.6  

２歳 
（平成27年４月～
平成 28 年３月） 

106  6.6  10.4  14.2  3.8  21.7  3.8  3.8  1.9  － 20.8  2.8  2.8  － － 7.5  

３歳 
（平成26年４月～
平成 27 年３月） 

88  4.5  12.5  25.0  － 17.0  － 11.4  1.1  － 13.6  4.5  1.1  － － 9.1  

４歳 
（平成25年４月～
平成 26 年３月） 

76  5.3  18.4  22.4  6.6  18.4  1.3  6.6  － － 13.2  2.6  － － － 5.3  

５歳 
（平成24年４月～
平成 25 年３月） 

54  11.1  16.7  11.1  3.7  18.5  3.7  7.4  － － 16.7  1.9  － － － 9.3  

 

利用希望日数 

 

「５日」の割合が 20.3％と最も高く、次いで

「10日」の割合が 17.2％、「３日」の割合が 16.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 542 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日

11日～14日

15日～21日

22日～30日

31日以上

無回答

6.3

12.5

16.8

3.1

20.3

2.4

6.6

1.3

0.0

17.2

2.4

2.2

0.9

0.2

7.7

0 20 40 60 80 100
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問 23－３ 問 23-2で「１.できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけ

た方にうかがいます。 

上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思

われますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「小児科に併設した施設で子どもを保育する

事業」の割合が 79.3％と最も高く、次いで「他の

施設（例：幼稚園・保育所・認定こども園等）に

併設した施設で子どもを保育する事業」の割合が

64.4％、「ベビーシッターが自宅で子どもを保育

し、利用料の一部を助成する事業」の割合が

45.9％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

問 23－４ 問 23-2で「２. 利用したいと思わない」に○をつけた方に伺います。 

そう思われる理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」

の割合が 60.6％と最も高く、次いで「親が仕事を

休んで対応する」の割合が 51.4％、「利便性（立

地や利用可能時間、日数など）がよくない」の割

合が 30.9％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「利用方法や制

度がわからない」の割合が増加しています。一方、

「利便性（立地や利用可能時間、日数など）がよ

くない」の割合が減少しています。 

 

問 23－５ 問 23-1で「エ.」から｢ク.｣※のいずれかに回答した方にうかがいます。 

その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われました

か。当てはまる番号１つに○をつけ、「エ」から「ク」の日数のうち仕事を休

んで看たかった日数についても数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

「できれば仕事を休んで看たい」の割合が

50.8％、「休んで看ることは非常に難しい」の割

合が 41.3％となっています。 

 

 

 

※「エ.」から｢ク.｣とは、Ｐ57 の「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」から「その他」に該当します。  

％

病児・病後児を他人に看てもら

うのは不安

利便性（立地や利用可能時間、
日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用方法や制度がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

60.6

30.9

25.9

20.6

51.4

23.8

1.7

0.0

56.6

37.0

28.7

9.4

46.8

21.1

1.9

0 20 40 60 80 100

％

他の施設（例：幼稚園・保育所・
認定こども園等）に併設した施
設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子ども
を保育する事業

ベビーシッターが自宅で子ども

を保育し、利用料の一部を助成
する事業

地域住民等が子育て家庭等の

身近な場所で保育する事業

その他

無回答

64.4

79.3

45.9

15.5

2.0

1.3

63.5

78.6

42.3

15.4

3.3

1.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 543 ％

できれば仕事を休んで看たい

休んで看ることは非常に難しい

無回答

50.8

41.3

7.9

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 542)

平成25年度調査

(回答者数 = 364)

平成30年度調査

(回答者数 = 475)

平成25年度調査

(回答者数 = 265)
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仕事を休んで看たい日数 

 

「３日」の割合が 19.2％と最も高く、次いで

「２日」の割合が 18.8％、「５日」の割合が 14.1％

となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「１日」の割合

が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23－６ 問 23-5で「２.休んで看ることは非常に難しい」に○をつけた方にうかがいます。 

そう思われる理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「子どもの看護を理由に休みがとれない」の割

合が 35.7％と最も高く、次いで「休暇日数が足り

ないので休めない」の割合が 22.8％、「自営業な

ので休めない」の割合が 20.1％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「休暇日数が足

りないので休めない」の割合が増加しています。

一方、「子どもの看護を理由に休みがとれない」

の割合が減少しています。 

 

 

  

％

子どもの看護を理由に休みがと
れない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので休め
ない

その他

無回答

35.7

20.1

22.8

42.9

3.1

0.0

49.5

22.6

14.0

36.6

1.6

0 20 40 60 80 100

％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日

11日～14日

15日～21日

22日～30日

31日以上

無回答

13.4

18.8

19.2

2.9

14.1

1.4

2.5

1.4

0.7

10.1

0.7

2.5

0.4

0.4

11.2

0.0

6.5

14.8

18.7

3.2

15.5

1.9

5.2

2.6

0.6

10.3

0.6

3.9

0.6

1.3

14.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 276)

平成25年度調査

(回答者数 = 155)

平成30年度調査

(回答者数 = 224)

平成25年度調査

(回答者数 = 186)
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８ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問 24 あて名のお子さんについて、平日の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親

の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。 

ある場合は、当てはまる番号すべてに○をつけ、直近１年間の利用日数（おおよ

そ）も□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

「利用していない」の割合が 66.5％と最も高

く、次いで「一時保育」の割合が 12.3％、「ベビ

ーシッター」の割合が 10.0％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用している事業 

『３．ファミリー・サポート・センター』で「１日」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

８
日 

９
日 

10
日 

11
日
～
14
日 

15
日
～
21
日 

22
日
～
30
日 

31
日
以
上 

無
回
答 

１.一時保育 240  12.5  8.8  10.0  3.3  7.9  0.8  1.7  2.1  0.4  11.7  0.8  10.4  5.4  21.7  2.5  

２.幼稚園の預
かり保育 

169  4.1  6.5  7.1  1.8  7.1  1.8  2.4  1.8  - 16.6  2.4  14.2  6.5  22.5  5.3  

３ .ファミリー・
サポート・セ
ンター 

78  19.2  16.7  14.1  - 10.3  2.6  2.6  1.3  - 9.0  2.6  1.3  5.1  10.3  5.1  

４.夜間養護等
事業：トワイ
ライトステイ 

4  - - - - 25.0  - - - - - - - - - 75.0  

５.にこにこママ 44  13.6  13.6  4.5  4.5  15.9  - - - - 20.5  2.3  11.4  2.3  - 11.4  

６.ベビーシッタ
ー 

194  8.2  13.4  10.8  3.1  10.3  3.1  1.5  2.1  - 14.4  1.5  5.2  5.7  11.9  8.8  

７.その他 57  15.8  12.3  7.0  5.3  8.8  7.0  1.8  - - 10.5  1.8  - 5.3  8.8  15.8  

  

％

一時保育

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

夜間養護等事業：トワイライトス
テイ　　渋谷区では未実施です

にこにこママ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

12.3

8.7

4.0

0.2

2.3

10.0

2.9

66.5

1.7

0.0

11.7

4.7

3.5

0.1

5.3

7.7

3.8

70.2

2.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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問 24－１ 問 24で「８．利用していない」と回答した方にうかがいます。 

現在利用していない理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

「特に利用する必要がない」の割合が 57.8％と

最も高く、次いで「普段利用していない預け先に

不安がある」の割合が 26.8％、「利用料がかかる・

高い」の割合が 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護

休業中ではないで「特に利用する必要がない」の割合が、フルタイムで就労しており、産休・育休・

介護休業中ではないで「普段利用していない預け先に不安がある」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

特
に
利
用
す
る
必
要
が
な
い 

利
用
し
た
い
事
業
が
地
域
に
な
い 

普
段
利
用
し
て
い
な
い 

預
け
先
に
不
安
が
あ
る 

事
業
の
利
便
性
（
立
地
や
利
用
可
能

時
間
・
日
数
な
ど
）
が
よ
く
な
い 

利
用
料
が
か
か
る
・
高
い 

利
用
料
が
わ
か
ら
な
い 

自
分
が
事
業
の
対
象
者
に
な
る
の

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い 

事
業
の
利
用
方
法
（
手
続
き
等
）
が

わ
か
ら
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

フルタイムで就労しており、産休・育
休・介護休業中ではない 

722  53.9  6.4  28.7  16.2  19.0  8.3  10.5  18.6  10.5  1.0  

フルタイムで就労しているが、産休・
育休・介護休業中である 

120  60.8  1.7  24.2  13.3  15.8  8.3  10.0  20.0  9.2  0.8  

パート・アルバイト等で就労してお
り、産休・育休・介護休業中ではない 

146  65.8  4.8  24.0  8.2  21.2  10.3  8.2  17.8  9.6  0.7  

パート・アルバイト等で就労している
が、産休・育休・介護休業中である 

10  50.0  － 20.0  － 40.0  20.0  20.0  10.0  10.0  － 

以前は就労していたが、現在は就労
していない 

264  62.5  4.9  26.1  10.6  17.4  7.2  11.7  16.3  12.5  0.4  

これまで就労したことがない 16  62.5  － 18.8  6.3  25.0  25.0  6.3  18.8  6.3  6.3  
  

回答者数 = 1,293 ％

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

普段利用していない預け先に不
安がある

事業の利便性（立地や利用可
能時間・日数など）がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるの
かどうかわからない

事業の利用方法（手続き等）が
わからない

その他

無回答

57.8

5.4

26.8

13.6

18.7

8.7

10.7

18.3

10.5

0.9

0 20 40 60 80 100
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問 25 あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何

日くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について当て

はまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な日数をご記入ください（利用したい

日数の合計と、目的別の内訳の日数を□内に数字でご記入ください。 

数字は一枠に一字）。なお事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

「利用したい」の割合が 65.1％、「利用する必

要はない」の割合が 30.3％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

利用したい理由 

 

「私用（買物、子ども＜兄弟姉妹を含む＞や親

の習い事等）、リフレッシュ目的」の割合が 78.5％

と最も高く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、子ど

も（兄弟姉妹を含む）や親の通院  等」の割合が

61.0％、「不定期の就労」の割合が 34.3％となっ

ています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

利用したい合計日数 

 

「31 日以上」の割合が 13.3％と最も高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

私用（買物、子ども＜兄弟姉妹
を含む＞や親の習い事等）、リ
フレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども
（兄弟姉妹を含む）や親の通院

等

不定期の就労

その他

無回答

78.5

61.0

34.3

5.5

2.6

76.4

65.0

34.2

8.0

3.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,267 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日

11日～14日

15日～21日

22日～30日

31日以上

無回答

0.5

1.2

0.9

0.9

3.4

1.9

0.7

0.6

0.5

8.2

6.3

8.8

7.7

13.3

45.1

0 20 40 60 80 100

％

利用したい

利用する必要はない

無回答

65.1

30.3

4.6

0.0

65.3

29.9

4.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)

平成30年度調査

(回答者数 = 1,267)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,434)
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ア．私用（買物、子ども＜兄弟姉妹を含む＞や親の習い事等）、リフレッシュ目的の日数 

 

「11 日～14 日」の割合が 17.0％と最も高く、

次いで「10日」の割合が 16.0％、「５日」の割合

が 13.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 995 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日

11日～14日

15日～21日

22日～30日

31日以上

無回答

3.5

4.1

7.9

2.9

13.6

4.4

1.5

0.4

0.2

16.0

17.0

7.7

9.0

10.2

1.5

0 20 40 60 80 100
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イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等の日数 

 

「５日」の割合が 22.6％と最も高く、次いで

「10日」の割合が 15.8％、「３日」の割合が 11.1％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 773 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日

11日～14日

15日～21日

22日～30日

31日以上

無回答

3.9

10.9

11.1

3.0

22.6

6.9

3.2

0.9

0.0

15.8

8.8

4.9

4.1

1.8

2.1

0 20 40 60 80 100
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ウ．不定期の就労の日数 

 

「10 日」の割合が 15.6％と最も高く、次いで

「31日以上」の割合が 14.9％、「５日」の割合が

14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 435 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日

11日～14日

15日～21日

22日～30日

31日以上

無回答

2.3

6.0

9.0

1.8

14.0

3.9

2.8

0.7

0.0

15.6

6.7

8.5

8.7

14.9

5.1

0 20 40 60 80 100
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エ．その他の日数 

 

「10 日」の割合が 18.6％と最も高く、次いで

「２日」、「５日」の割合が 10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25－１ 問 25で「１.利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 25の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと

思われますか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「大規模施設で子どもを保育する事業（例：幼稚

園・保育所・認定こども園等）」の割合が 77.5％と

最も高く、次いで「小規模施設で子どもを保育する

事業（例：子育て支援センター＜一時預かり事業＞

等）」の割合が 67.8％、「地域住民等が送迎し家庭

内で保育する事業（例：ファミリー・サポート・セ

ンター等）」の割合が 25.7％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「大規模施設で

子どもを保育する事業（例：幼稚園・保育所・認

定こども園等）」の割合が増加しています。一方、

「地域住民等が送迎し家庭内で保育する事業

（例：ファミリー・サポート・センター等）」の割

合が減少しています。 

  

回答者数 = 70 ％

１日

２日

３日

４日

５日

６日

７日

８日

９日

10日

11日～14日

15日～21日

22日～30日

31日以上

無回答

5.7

10.0

7.1

7.1

10.0

2.9

1.4

1.4

0.0

18.6

4.3

4.3

8.6

5.7

12.9

0 20 40 60 80 100

％

大規模施設で子どもを保育する
事業（例：幼稚園・保育所・認定
こども園等）

小規模施設で子どもを保育する
事業（例：子育て支援センター

（一時預かり事業）等）

地域住民等が送迎し家庭内で
保育する事業（例：ファミリー・サ

ポート・センター等）

その他

無回答

77.5

67.8

25.7

5.1

1.6

65.8

71.2

35.6

4.9

2.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,267)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,434)



 

70 

問 26 直近１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あ

て名のお子さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはあり

ましたか（預け先が見つからなかった場合も含みます）。あった場合は、直近１

年間の対処方法として当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内

に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

「あった」の割合が 25.6％、「なかった」の割

合が 71.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

対処方法 

「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」

の割合が 81.9％と最も高く、次いで「子どもを同

行させた」の割合が 27.5％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

あった

なかった

無回答

25.6

71.2

3.2

0.0

20.9

73.9

5.2

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)

％

（同居者を含む）親族・知人にみ
てもらった

短期入所生活援助事業（ショー
トステイ）を利用した（児童養護
施設等で一定期間、子どもを保
護する事業）

短期入所生活援助事業以外の
保育事業（認可外保育施設、ベ
ビーシッター等）を利用した

子どもを同行させた

子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

81.9

1.0

3.6

27.5

1.2

4.2

0.0

81.0

3.3

3.5

28.3

1.3

3.7

0.4

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 498)

平成25年度調査

(回答者数 = 459)
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１年間の対処方法 

『ウ．短期入所生活援助事業以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用し

た』で「１泊」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
泊 

２
泊 

３
泊 

４
泊 

５
泊 

６
泊 

７
泊 

８
泊 

９
泊 

10
泊 

11
泊
～
14
泊 

15
泊
～
21
泊 

22
泊
～
30
泊 

31
泊
以
上 

無
回
答 

ア ． （ 同 居 者 を 含
む）親族・知人
にみてもらった 

408  25.0  13.7  11.8  5.4  11.5  1.0  3.4  1.5  - 7.4  2.5  4.4  1.2  2.9  8.3  

イ．短期入所生活
援助事業（ショ
ートステイ）を利
用した 

5  - 40.0  - - - - - - - 20.0  - 20.0  - - 20.0  

ウ．イ以外の保育
事業（認可外保
育施設、ベビー
シッター等）を利
用した 

18  33.3  22.2  - 5.6  16.7  - - - - 11.1  - - - - 11.1  

エ．子どもを同行さ
せた 

137  29.2  24.1  15.3  5.8  8.8  0.7  2.9  0.7  - 4.4  - 1.5  1.5  - 5.1  

オ．子どもだけで留
守番をさせた 

6  33.3  - - - 16.7  - - - - - - - - - 50.0  

カ．その他 21  4.8  38.1  4.8  - 14.3  - - 4.8  - 4.8  - - - 4.8  23.8  

 

 

問 26－１ 問 26で「１.あった ア.(同居者を含む)親族・知人にみてもらった」と答え

た方にうかがいます。 

その場合の困難度はどの程度でしたか。当てはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

「困難」の割合が 66.4％と最も高く、次いで

「特に困難ではない」の割合が 31.4％となってい

ます。 

平成 25年度調査と比較すると、「特に困難では

ない」の割合が増加しています。 

  

％

困難

特に困難ではない

無回答

66.4

31.4

2.2

0.0

71.2

24.7

4.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 408)

平成25年度調査

(回答者数 = 372)
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９ 小学校就学後の放課後の過ごし方について 

問 27 あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平

日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記

入ください。また、「放課後クラブ」の場合には、利用を希望する時間も□内に

数字でご記入ください。時間は必ず（例）１８時のように２４時間制でご記入く

ださい（数字は一枠に一字）。 

小学校低学年（１～３年生） 

 

「放課後クラブ（区立小学校内）」の割合が

71.5％と最も高く、次いで「習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾など）」の割合が 62.6％、

「自宅」の割合が 37.9％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「放課後クラブ

（区立小学校内）」の割合が増加しています。一

方、「公園・図書館（地域住民等による保育）」「ま

だ先のことで考えられない」の割合が減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

放課後の過ごさせ方別週当たり日数 

『８. かぞくのアトリエ、渋谷スポーツ共育プラザ＆ラボ“すぽっと”』で「１日」の割合が高

くなっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

１．自宅 738  20.5  32.1  22.0  6.8  14.0  0.3  0.4  4.1  

２．祖父母宅や友人・知人宅 281  53.0  24.6  7.8  1.4  7.5  0.7  - 5.0  

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、 
学習塾など） 

1218  27.3  44.0  20.6  4.2  2.1  - - 1.9  

４．放課後クラブ（区立小学校内） 1390  11.9  16.6  20.7  7.7  39.6  1.2  - 2.3  

５．ファミリー・サポート・センター 64  60.9  7.8  6.3  - 14.1  1.6  - 9.4  

６．公園・図書館（地域住民等による保育） 321  44.9  29.9  12.5  0.3  5.6  - - 6.9  

７．代官山ティーンズ・クリエイティブ、 
フレンズ本町 

160  61.9  19.4  7.5  0.6  4.4  - - 6.3  

８. かぞくのアトリエ、渋谷スポーツ共育 
プラザ＆ラボ“すぽっと” 

178  71.3  14.0  4.5  1.1  3.4  - - 5.6  

９．こどもテーブル 73  60.3  9.6  9.6  2.7  8.2  - - 9.6  

10．その他 68  13.2  13.2  19.1  5.9  41.2  1.5  - 5.9  
  

％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク
ラブ、学習塾など）

放課後クラブ（区立小学校内）

ファミリー・サポート・センター

公園・図書館（地域住民等によ
る保育）

代官山ティーンズ・クリエイティ
ブ、フレンズ本町

かぞくのアトリエ、渋谷スポーツ
共育プラザ＆ラボ“すぽっと”

こどもテーブル

その他

まだ先のことで考えられない

無回答

37.9

14.4

62.6

71.5

3.3

16.5

8.2

9.2

3.8

3.5

7.1

3.3

0.0

37.8

18.9

58.4

60.5

4.5

29.5

-

-

-

1.6

14.4

5.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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放課後クラブ（区立小学校内）の利用終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 37.1％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 25.0％、「19時台」の割合

が 21.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後

（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。

当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を数字でご記入くだ

さい。また、「放課後クラブ」の場合には利用を希望する時間も□内に数字でご

記入ください。時間は、必ず（例）１８時のように２４時間制でご記入ください

（数字は一枠に一字）。 

小学校高学年（４～６年生） 

 

「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習

塾など）」の割合が 74.0％と最も高く、次いで「自

宅」の割合が 49.9％、「放課後クラブ」の割合が

47.8％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「自宅」「習い

事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」

の割合が増加しています。一方、「公園・図書館」

「まだ先のことで考えられない」の割合が減少し

ています。 

 

 

  

回答者数 = 1,390 ％

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

0.1

1.0

6.9

25.0

37.1

21.8

2.8

0.4

0.1

0.0

0.1

4.7

0 20 40 60 80 100

％

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカーク
ラブ、学習塾など）

放課後クラブ

公園・図書館

代官山ティーンズ・クリエイティ
ブ、フレンズ本町

こどもテーブル

その他

まだ先のことで考えられない

無回答

49.9

15.7

74.0

47.8

20.5

10.5

3.9

2.3

13.5

3.3

0.0

38.3

19.1

63.7

46.7

29.2

-

-

1.3

21.7

5.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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放課後の過ごさせ方別週当たり日数 

『２．祖父母宅や友人・知人宅』で「１日」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
件
） 

１
日 

２
日 

３
日 

４
日 

５
日 

６
日 

７
日 

無
回
答 

１．自宅 971  24.7  34.1  18.1  3.4  13.6  0.3  0.4  5.4  

２．祖父母宅や友人・知人宅 306  49.0  27.1  10.1  0.7  7.8  0.7  - 4.6  

３．習い事（ピアノ教室、サッカ
ークラブ、学習塾など） 

1440  10.2  35.8  35.7  8.8  6.9  0.1  - 2.5  

４．放課後クラブ 929  14.6  28.8  25.2  4.7  22.8  0.9  - 2.9  

８．その他 45  13.3  17.8  17.8  4.4  37.8  2.2  - 6.7  

 

 

 

 

放課後クラブ（区立小学校内）の利用終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 36.0％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 24.7％、「19時台」の割合

が 23.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 929 ％

15時より前

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

0.1

0.3

4.3

24.7

36.0

23.6

3.2

0.6

0.2

0.0

0.1

6.9

0 20 40 60 80 100
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問 29 問 27または問 28で「４．放課後クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、土曜日に、放課後クラブの利用希望はありますか。

当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内に

（例）０９時～１８時のように２４時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

「利用する必要はない」の割合が 56.4％と最も

高く、次いで「低学年（１～３年生）の間は利用

したい」の割合が 20.5％、「高学年（４～６年生）

になっても利用したい」の割合が 16.0％となって

います。 

 

 

 

 

（ア）利用開始時刻 

 

「９時台」の割合が 48.9％と最も高く、次いで

「８時台」の割合が 14.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,417 ％

低学年（１～３年生）の間は利用
したい

高学年（４～６年生）になっても
利用したい

利用する必要はない

無回答

20.5

16.0

56.4

7.1

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 517 ％

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.2

0.2

2.1

14.5

48.9

6.4

0.2

0.6

3.7

5.0

8.9

3.1

0.6

0.2

0.0

5.4

0 20 40 60 80 100
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（イ）利用終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 37.5％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 19.5％、「19時台」の割合

が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 30 問 27または問 28で「４．放課後クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中

の放課後クラブの利用希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてくだ

さい。また利用したい時間帯を、□内に（例）０９時～１８時のように２４時間

制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

「高学年（４～６年生）になっても利用したい」

の割合が 41.1％と最も高く、次いで「低学年（１

～３年生）の間は利用したい」の割合が 32.8％、

「利用する必要はない」の割合が 10.2％となって

います。 

 

 

 

  

回答者数 = 517 ％

11時より前

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

0.4

0.2

3.5

1.4

2.1

6.2

8.1

19.5

37.5

14.9

2.7

0.8

0.0

0.0

0.2

2.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,417 ％

低学年（１～３年生）の間は利用
したい

高学年（４～６年生）になっても
利用したい

利用する必要はない

無回答

32.8

41.1

10.2

15.9

0 20 40 60 80 100
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（ア）利用開始時刻 

 

「９時台」の割合が 57.2％と最も高く、次いで

「８時台」の割合が 30.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 1,047 ％

６時より前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

無回答

0.0

0.1

2.1

30.5

57.2

4.9

0.1

0.2

0.9

0.2

1.0

0.3

0.1

0.1

0.2

2.3

0 20 40 60 80 100
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（イ）利用終了時刻 

 

「18 時台」の割合が 40.9％と最も高く、次い

で「17時台」の割合が 21.0％、「19時台」の割合

が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 31 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得

しましたか。母親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけ、該

当する□内に数字をご記入ください（数字は一枠に一字）。また、取得していな

い方はその理由をご記入ください。 

ア 母親 

 

「取得した（取得中である）」の割合が 51.5％

と最も高く、次いで「働いていなかった」の割合

が 31.5％、「取得していない」の割合が 15.8％と

なっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「取得した（取

得中である）」の割合が増加しています。 

 

  

回答者数 = 1,047 ％

11時より前

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時台

24時以降

無回答

0.4

0.0

1.1

0.5

1.2

5.1

5.1

21.0

40.9

19.1

3.1

0.4

0.0

0.0

0.2

2.0

0 20 40 60 80 100

％

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

31.5

51.5

15.8

1.2

0.0

34.4

45.8

18.0

1.7

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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取得していない理由 

 

「育児休業制度がない職業のため（自営業、フ

リーランス等）」の割合が 43.6％と最も高く、次

いで「子育てや家事に専念するため退職した」の

割合が 17.6％、「仕事が忙しかった又は（産休後

に）仕事に早く復帰したかった」の割合が 15.3％

となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「職場に育児休

業を取りにくい雰囲気があった」「仕事が忙しか

った又は（産休後に）仕事に早く復帰したかった」

「子育てや家事に専念するため退職した」「職場

に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めが

なかった）」の割合が減少しています。 

 

 

※平成 25 年度調査には「児童休業制度が無い職業のため（自

営業、フリーランス等）」の選択肢はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

 

「取得していない」の割合が 87.2％と最も高く

なっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

  

％

職場に育児休業を取りにくい雰

囲気があった

仕事が忙しかった又は（産休後
に）仕事に早く復帰したかった

育児休業制度がない職業のた
め（自営業、フリーランス等）

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだっ

た

収入減となり、経済的に苦しくな
る

保育所・認定こども園などに預
けることができた

配偶者が育児休業制度を利用

した

配偶者が無職、祖父母等の親

族にみてもらえるなど、制度を
利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に育児休業の制度がな
かった（就業規則に定めがな

かった）

有期雇用のため育児休業の取
得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知

らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、
産後８週間）を取得できることを

知らず、退職した

その他

無回答

7.8

15.3

43.6

10.1

0.7

10.4

3.9

0.0

3.3

17.6

7.5

4.2

0.0

2.6

14.3

7.5

15.7

23.0

-

9.3

1.5

15.2

4.5

0.0

3.5

23.7

19.4

7.1

1.3

0.5

33.3

1.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 307)

平成25年度調査

(回答者数 = 396)

％

働いていなかった

取得した（取得中である）

取得していない

無回答

1.1

6.4

87.2

5.2

0.0

2.0

3.0

85.9

9.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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取得していない理由 

 

「配偶者が育児休業制度を利用した」の割合が

32.3％と最も高く、次いで「職場に育児休業を取

りにくい雰囲気があった」の割合が 29.7％、「仕

事が忙しかった又は（産休後に）仕事に早く復帰

したかった」の割合が 21.8％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「仕事が忙しか

った又は（産休後に）仕事に早く復帰したかった」

の割合が減少しています。 

 

 

※平成 25 年度調査には「児童休業制度が無い職業のため（自

営業、フリーランス等）」の選択肢はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

職場に育児休業を取りにくい雰

囲気があった

仕事が忙しかった又は（産休後
に）仕事に早く復帰したかった

育児休業制度がない職業のた
め（自営業、フリーランス等）

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだっ

た

収入減となり、経済的に苦しくな
る

保育所・認定こども園などに預
けることができた

配偶者が育児休業制度を利用

した

配偶者が無職、祖父母等の親

族にみてもらえるなど、制度を
利用する必要がなかった

子育てや家事に専念するため

退職した

職場に育児休業の制度がな
かった（就業規則に定めがな

かった）

有期雇用のため育児休業の取
得要件を満たさなかった

育児休業を取得できることを知

らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、
産後８週間）を取得できることを

知らず、退職した

その他

無回答

29.7

21.8

20.3

4.8

9.2

20.6

2.1

32.3

17.1

0.4

6.6

0.2

1.2

0.0

6.8

5.7

29.4

45.5

-

4.6

8.2

24.9

1.3

30.7

20.8

0.3

10.6

0.3

1.0

0.0

10.9

5.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,696)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,885)



 

81 

問 31－１ 子どもが原則満１歳（保育所における保育の実施が行われないなど一定の要

件を満たす場合は最長２歳）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子

どもが満３歳になるまでの育児休業等（法定の育児休業及び企業が法定を上

回る期間設けた育児休業に準ずる措置）期間について健康保険及び厚生年金

保険の保険料が免除になる仕組みがありますが、そのことをご存じでしたか。

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「育児休業給付、保険料免除のいずれも知って

いた」の割合が 46.8％と最も高く、次いで「育児

休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」

の割合が 27.4％、「育児休業給付のみ知っていた」

の割合が 21.9％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「育児休業給付、

保険料免除のいずれも知っていた」の割合が増加

しています。 

 

 

 

問 31－２ 問 31で「３．取得していない」と回答した方ににうかがいます。 

育休を取得しない理由が解消された場合、希望として育児休業を何歳何ヶ月

のときまで取りたいですか。 

ア 母親 

 

「７か月～12 か月」の割合が 19.2％と最も高

く、次いで「31か月～36か月」の割合が 18.9％、

「19か月～24か月」の割合が 16.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 307 ％

６か月以下

７か月～12か月

13か月～18か月

19か月～24か月

25か月～30か月

31か月～36か月

37か月以上

無回答

6.2

19.2

10.7

16.0

1.6

18.9

1.6

25.7

0 20 40 60 80 100

％

育児休業給付、保険料免除の
いずれも知っていた

育児休業給付のみ知っていた

保険料免除のみ知っていた

育児休業給付、保険料免除の
いずれも知らなかった

無回答

46.8

21.9

1.5

27.4

2.5

0.0

41.0

25.5

1.2

28.0

4.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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イ 父親 

 

「６か月以下」の割合が 20.3％と最も高く、次

いで「７か月～12 か月」の割合が 19.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 31－３ 問 31で「２.取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

ア 母親 

 

「育児休業取得後、職場に復帰した」の割合が

83.0％と最も高く、次いで「現在も育児休業中で

ある」の割合が 10.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「育児休業取得

後、職場に復帰した」の割合が増加しています。

一方、「現在も育児休業中である」の割合が減少

しています。 

 

イ 父親 

 

「育児休業取得後、職場に復帰した」の割合が

87.2％と最も高くなっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「育児休業取得

後、職場に復帰した」の割合が増加しています。 

 

 

 

  

回答者数 = 1,696 ％

６か月以下

７か月～12か月

13か月～18か月

19か月～24か月

25か月～30か月

31か月～36か月

37か月以上

無回答

20.3

19.6

5.5

6.5

0.5

6.4

0.8

40.4

0 20 40 60 80 100

％

育児休業取得後、職場に復帰し
た

現在も育児休業中である

育児休業中に離職した

無回答

83.0

10.4

5.8

0.8

0.0

52.6

41.7

3.7

2.0

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,002)

平成25年度調査

(回答者数 = 1,005)

％

育児休業取得後、職場に復帰し
た

現在も育児休業中である

育児休業中に離職した

無回答

87.2

1.6

0.8

10.4

0.0

81.8

4.5

0.0

13.6

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 125)

平成25年度調査

(回答者数 = 66)
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問 31－４ 問 31-3で「１.育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 

育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミング

でしたか。あるいはそれ以外でしたか。どちらか１つに○をつけてください。 

ア 母親 

 

「年度初めの入所に合わせたタイミングだっ

た」の割合が 73.3％、「それ以外だった」の割合

が 25.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「年度初めの入

所に合わせたタイミングだった」の割合が増加し

ています。一方、「それ以外だった」の割合が減少

しています。 

 

イ 父親 

 

「年度初めの入所に合わせたタイミングだっ

た」の割合が 9.2％、「それ以外だった」の割合が

87.2％となっています。 

平成 25 年度調査と比較すると、大きな変化は

みられません。 

 

 

問 31－５ 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。 

また、希望として、何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。 

□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

ア 母親 

（ア）実際の取得期間 

 

「７か月～12 か月」の割合が 42.7％と最も高

く、次いで「13か月～18か月」の割合が 24.8％、

「６か月以下」の割合が 21.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「７か月～12か

月」「19か月～24か月」の割合が増加しています。

一方、「６か月以下」「13 か月～18 か月」の割合

が減少しています。 

 

  

％

年度初めの入所に合わせたタ

イミングだった

それ以外だった

無回答

73.3

25.4

1.3

0.0

63.1

34.0

2.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 832)

平成25年度調査

(回答者数 = 529)

％

年度初めの入所に合わせたタ

イミングだった

それ以外だった

無回答

9.2

87.2

3.7

0

5.6

83.3

11.1

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 109)

平成25年度調査

(回答者数 = 54)

％

６か月以下

７か月～12か月

13か月～18か月

19か月～24か月

25か月～30か月

31か月～36か月

37か月以上

無回答

21.4

42.7

24.8

6.7

1.4

1.0

0.4

1.7

0.0

59.2

0.4

29.9

0.0

1.1

0.0

0.0

9.5

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 832)

平成25年度調査

(回答者数 = 529)
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（イ）希望の取得期間 

 

「７か月～12 か月」の割合が 30.6％と最も高

く、次いで「13か月～18か月」の割合が 22.6％、

「19か月～24か月」の割合が 16.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 父親 

（ア）実際の取得期間 

 

「６か月以下」の割合が 72.5％と最も高くなっ

ています。 

平成 25 年度調査と比較すると、「６か月以下」

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 832 ％

６か月以下

７か月～12か月

13か月～18か月

19か月～24か月

25か月～30か月

31か月～36か月

37か月以上

無回答

7.5

30.6

22.6

16.2

2.2

12.3

2.2

6.5

0 20 40 60 80 100

％

６か月以下

７か月～12か月

13か月～18か月

19か月～24か月

25か月～30か月

31か月～36か月

37か月以上

無回答

72.5

9.2

5.5

0.0

0.9

0.0

0.0

11.9

0.0

57.4

7.4

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

33.3

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 109)

平成25年度調査

(回答者数 = 54)
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（イ）希望の取得期間 

 

「６か月以下」の割合が 55.0％と最も高く、次

いで「７か月～12 か月」の割合が 18.3％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 31－６ 問 31-5で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。 

希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 

ア 「希望」より早く復帰した方 

（ア）母親 

 

「希望する保育所・認定こども園等に入るため

（希望の時期まで育休を取得した後では希望す

る保育所・認定こども園等に入ることができない

と考えたため）」の割合が 83.6％と最も高く、次

いで「収入が減るなど経済的な理由で早く復帰す

る必要があったため」の割合が 18.5％、「職場に

おいて昇任や人事評価に影響があると考えたた

め」の割合が 13.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 = 109 ％

６か月以下

７か月～12か月

13か月～18か月

19か月～24か月

25か月～30か月

31か月～36か月

37か月以上

無回答

55.0

18.3

6.4

1.8

0.0

0.9

0.0

17.4

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 567 ％

希望する保育所・認定こども園
等に入るため（希望の時期まで育

休を取得した後では希望する保育

所・認定こども園等に入ることがで

きないと考えたため）

仕事のスキルが低下すると考
えたため

職場において昇任や人事評価
に影響があると考えたため

配偶者や家族の希望があった
ため

収入が減るなど経済的な理由
で早く復帰する必要があったた
め

人事異動や業務の節目の時期
に合わせるため

その他

無回答

83.6

12.7

13.9

2.3

18.5

9.3

11.3

1.9

0 20 40 60 80 100
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（イ）父親 

 

「収入が減るなど経済的な理由で早く復帰す

る必要があった」の割合が 37.9％と最も高く、次

いで「職場において昇任や人事評価に影響がある

と考えたため」の割合が 36.2％、「仕事のスキル

が低下すると考えたため」の割合が 19.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 「希望」より遅く復帰した方 

（ア）母親 

 

「希望する保育所・認定こども園等に入れなか

ったため」の割合が 77.3％と最も高く、次いで

「子どもをみてくれる人がいなかったため」の割

合が 12.1％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、「子どもをみて

くれる人がいなかったため」の割合が減少してい

ます。 

 

 

 

 

（イ）父親 

 

「職場の受け入れ態勢が整っていなかったため」が 2件となっています。 

 

  

平成30年度調査

(回答者数 = 66)

平成25年度調査

(回答者数 = 34)

％

希望する保育所・認定こども園

等に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思
わしくなかったため

配偶者や家族の希望があった
ため

職場の受け入れ態勢が整って
いなかったため

子どもをみてくれる人がいな

かったため

その他

無回答

77.3

7.6

3.0

4.5

12.1

10.6

12.1

0.0

73.5

5.9

2.9

2.9

17.6

8.8

17.6

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 58 ％

希望する保育所・認定こども園
等に入るため（希望の時期まで育

休を取得した後では希望する保育

所・認定こども園等に入ることがで

きないと考えたため）

仕事のスキルが低下すると考
えたため

職場において昇任や人事評価
に影響があると考えたため

配偶者や家族の希望があった
ため

収入が減るなど経済的な理由
で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期
に合わせるため

その他

無回答

13.8

19.0

36.2

6.9

37.9

12.1

20.7

3.4

0 20 40 60 80 100
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問 31－７ 問 31-3で「２.現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。 

あて名のお子さんが１歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１歳

になるまで育児休業を取得しますか。または、預けられる事業があっても１

歳になる前に復帰しますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

ア 母親 

 

「１歳になるまで育児休業を取得したい」の割

合が 95.2％、「１歳になる前に復帰したい」の割

合が 2.9％となっています。 

 

 

 

イ 父親 

 

「１歳になるまで育児休業を取得したい」が 1

件、「１歳になる前に復帰したい」が 0 件となっ

ています。 

 

 

 

 

問 32 回答いただいている方の渋谷区に居住している年数について、当てはまる番号１

つに○をつけてください。 

「５年～１０年」の割合が 34.6％と最も高く、

次いで「１０年以上」の割合が 31.5％、「２年～

５年」の割合が 23.9％となっています。 

 

 

 

 

  

回答者数 = 104 ％

１歳になるまで育児休業を取得
したい

１歳になる前に復帰したい

無回答

95.2

2.9

1.9

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 2 ％

１歳になるまで育児休業を取得
したい

１歳になる前に復帰したい

無回答

50.0

0.0

50.0

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,945 ％

１年未満

１年～２年

２年～５年

５年～１０年

１０年以上

無回答

3.3

6.1

23.9

34.6

31.5

0.8

0 20 40 60 80 100
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問 33 居住地として渋谷区を選んだ理由について、当てはまる番号１つに○をつけて下さい。 

「子育て環境以外の理由」の割合が 80.9％と最

も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 34 お子さんが何歳位になるまで渋谷区に住んでいたいと思いますか。 

当てはまる番号１つに○をつけてください。 

「子どもの年齢とは関係ない」の割合が 75.4％

と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 34－１ 問 34で１～３※に○をつけた方にうかがいます。 

その理由はなんですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「子どもの成長に合わせた住み替え」の割合が

57.9％と最も高く、次いで「居住費が高い」の割

合が 52.3％、「子どもの進学」の割合が 32.8％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

※１～３とは、「小学校入学頃まで」から「中学校卒業頃まで」に該当します。  

回答者数 = 1,945 ％

保育料が安いため

保育所・認定こども園等に入所
しやすいと考えたため

子育てサービスが充実している
ため

教育環境が整っているため

子育て環境以外の理由

無回答

1.0

2.8

3.1

5.9

80.9

6.3

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 375 ％

居住費が高い

子どもの成長に合わせた住み
替え

他自治体のサービスに魅力を

感じる

子どもの進学

住まい周辺の環境が良くない

その他

無回答

52.3

57.9

6.1

32.8

9.1

8.0

3.5

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,945 ％

小学校入学頃まで

小学校卒業頃まで

中学校卒業頃まで

その他

子どもの年齢とは関係ない。

無回答

6.8

5.8

6.6

3.7

75.4

1.6

0 20 40 60 80 100
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問 35 子どもや親子で遊べる場所として、どのような場所、内容、機能を望みますか。

ご自由にご記入ください。 

アンケート調査票の問 35 の自由記述欄において、合計 1,369 件の意見を寄せていただきまし

た。意見の内容を分野に応じて整理したところ、主な意見は下記のとおりになります。なお、意

見については延べ件数でまとめています。 

 

分類回答 件数 

（１）遊具がある 194 

（２）整備された安全な場所 126 

（３）室内の施設 123 

（４）体を動かせる、ボール遊びできる 86 

（５）広い、大きい施設 84 

（６）雨の日や季節に関わらず利用できる 77 

（７）スポーツや適度な運動ができる 61 

（８）土日・祝日利用できるところ 57 

（９）どの年齢でも利用しやすいところ 56 

（１０）自然が豊かなところ 50 

（１１）こどもの城のようなところ 43 

（１２）交通の便が良い、利用しやすい公共施設 40 

（１３）イベントに参加できる、体験できる 37 

（１４）学ぶこと、通うことができる 34 

（１５）アスレチックや遊園地など 32 

（１６）子どもを預けることができ、親の代わりに見守る人がいる 32 

（１７）公園を増やしてほしい 26 

（１８）ショッピングモール、レストラン、カフェなど 24 

（１９）プール、水遊びができる 22 

（２０）昼食をとるスペースがある 22 

（２１）かぞくのアトリエのようなところ 21 

（２２）きれい、明るいところ 19 

（２３）親子の交流がしやすい 19 

（２４）バリアフリーが整い、小さい子どもも連れて行きやすい施設 16 

（２５）家の近くにある 13 

（２６）不審者の問題がなく、安心できるところ 10 

（２７）現状に満足している 7 

（２８）その他 38 
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問 36 渋谷区の子育ての環境や支援への満足度について、当てはまる番号１つに○をつ

けてください。 

「満足」と「やや満足」をあわせた“満足”の

割合が 67.4％、「どちらともいえない」の割合が

21.4％、「やや不満足」と「不満足」をあわせた“不

満足”の割合が 9.4％となっています。 

平成 25年度調査と比較すると、“満足”の割合

が増加しています。また、「やや不満足」の割合が

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

【母親の就労状況別】 

母親の就労状況別でみると、他に比べ、、フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中

ではない、パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中であるで「やや満

足」と「満足」をあわせた“満足”の割合が、これまで就労したことがないで「やや不満足」と

「不満足」をあわせた“不満足”の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満
足 

不
満
足 

無
回
答 

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護
休業中ではない 

922  24.0  49.1  18.3  4.6  2.4  1.6  

フルタイムで就労しているが、産休・育休・ 
介護休業中である 

182  24.2  42.3  19.8  8.8  3.8  1.1  

パート・アルバイト等で就労しており、産休・
育休・介護休業中ではない 

236  17.8  44.5  22.5  7.6  3.4  4.2  

パート・アルバイト等で就労しているが、 
産休・育休・介護休業中である 

15  13.3  60.0  26.7  － － － 

以前は就労していたが、現在は就労して 
いない 

534  15.9  45.3  26.0  8.1  3.2  1.5  

これまで就労したことがない 30  13.3  33.3  33.3  13.3  6.7  － 

 

 

  

％

満足

やや満足

どちらともいえない

やや不満足

不満足

無回答

20.8

46.6

21.4

6.5

2.9

1.9

0.0

13.6

41.7

24.1

11.8

6.0

2.8

0 20 40 60 80 100

平成30年度調査

(回答者数 = 1,945)

平成25年度調査

(回答者数 = 2,195)
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問 37 子育て関連情報を現在、どこ（誰）から得ていますか。 

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「しぶや区ニュース」の割合が 65.2％と最も高

く、次いで「子育て施設での掲示やお知らせ」の

割合が 45.4％、「知人」の割合が 43.2％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 38 子育て関連情報を今後、どこ（誰）から得たいですか。 

当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

「しぶや区ニュース」の割合が 61.5％と最も高

く、次いで「渋谷区 LINE 公式アカウント」の割

合が 52.6％、「子育て施設での掲示やお知らせ」

の割合が 40.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 = 1,945 ％

しぶや区ニュース

ホームページ

渋谷区LINE公式アカウント

ＳＮＳ（Twitter 、Facebook）

子育て施設での掲示やお知ら
せ

知人

家族

その他

無回答

65.2

26.8

27.4

7.7

45.4

43.2

9.2

6.9

1.7

0 20 40 60 80 100

回答者数 = 1,945 ％

しぶや区ニュース

ホームページ

渋谷区LINE公式アカウント

ＳＮＳ（Twitter 、Facebook）

子育て施設での掲示やお知ら
せ

知人

家族

その他

無回答

61.5

36.9

52.6

17.4

40.3

26.8

7.8

5.0

2.7

0 20 40 60 80 100
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問 39 渋谷区では、「子育てを切れ目なく支援する街」を実現するため、渋谷区版「ネウ

ボラ」構想を進めています。 

フィンランド発祥の「ネウボラ」とは、妊娠から出産、子どもが就学するまでに

かけて、専門知識を持った保健師が担当となり、子どもとその家族を切れ目なく

サポートする子育て支援制度のことです。 

渋谷区版「ネウボラ」を『渋谷区子育てネウボラ』と称して、フィンランドのネウ

ボラを参考に、妊娠期から 18歳まで切れ目のない支援を充実させるため、子育

ての総合的な相談場所として相談機能を集約した複合施設を開設し、誰もが集い、

地域とつながる場所を目指します。 

この『渋谷区子育てネウボラ』に対して、どのような機能・役割を期待しますか。 

ご記入ください。 

アンケート調査票の問 39 の自由記述欄において、合計 1,134 件の意見を寄せていただきまし

た。意見の内容を分野に応じて整理したところ、主な意見は下記のとおりになります。なお、意

見については延べ件数でまとめています。 

 

分類回答 件数 

（１）相談できる 299 

（２）サービスや支援を受けられる 121 

（３）情報を得られる 79 

（４）医療面や保健師によるサポートがある 74 

（５）魅力ある事業が多い 66 

（６）集いの場として交流できる 61 

（７）安心して遊べる 46 

（８）子育ての良い環境として 44 

（９）現状の機能を充実させる 39 

（１０）条件が良く使いやすい 38 

（１１）親のサポートをする役割として 36 

（１２）保育施設の機能として 34 

（１３）いつでも預けることができる 31 

（１４）イベントで集える 29 

（１５）地域や近所とつながれる 28 

（１６）公共施設の各種機能として 21 

（１７）習い事ができる 21 

（１８）小学校の教育をサポートする 10 

（１９）学童の役割をサポートする 5 

（２０）その他 52 
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Ⅲ 自由意見 

アンケート調査票の自由記述欄において、合計 956件の意見を寄せていただきました。意見の

内容を分野に応じて整理したところ、主な意見は下記のとおりになります。なお、意見について

は延べ件数でまとめています。また、特定の事象・個人を特定するものは一部表現を変更し、取

りまとめのうえ、掲載しております。 

 

 

  （１）幼稚園に関すること 

ア 子どもの受け入れ体制について 

・区立保育園を３年保育にしてほしい。（同様のご意見 外５件） 

・預かり保育を実施してほしい。（同様のご意見 外６） 

・長期休み中に預かり保育を実施してほしい。（同様のご意見 外２件） 

・区立幼稚園を３年保育にしてほしい。 

・病後保育を充実させてほしい。 

・私立幼稚園の預かり保育を自由に利用できるようにしてほしい。 

イ 利用料金（保育料）について 

・共働き家庭への支援を充実させてほしい。 

ウ 補助・助成について 

・幼稚園バスの補助を出してほしい。 

エ 情報提供について 

・保育園、幼稚園の合同説明会を開催してほしい。 

・不審者情報の共有を改善してほしい。 

・他区の幼稚園に通っていても区内のイベント情報が入手できるようにしてほしい。 

オ その他 

・職員が有事の際にサポートできる人員の確保をし、労働環境を改善してほしい。 

・発達障害について周知させ、早めの対処ができるようにしてほしい。 

・幼稚園の預かり保育や給食を充実させるために区から園に補助を出してほしい。 

 

（２）保育所に関すること 

ア 保育所の整備について 

・保育園やこども園の数が足りていないので増やしてほしい。（同様のご意見 外５件） 

・私立保育園よりも区立保育園を増やしてほしい。（同様のご意見 外５件） 

・保育園の立地が偏っているため通いづらい。（同様のご意見 外４件） 

・待機児童問題を解決してほしい。（同様のご意見 外３件） 

・夜間保育を充実させてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・保育園が新設されたおかげで入園でき、感謝している。 

・人気のある保育園の経営者が経営する園が増えるように働きかけてほしい。 

・渋谷区にシュタイナー園をつくってほしい。 
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イ 延長保育について 

・産休・育休中は保育時間が短くなるのを改善してほしい。（同様のご意見 外２件） 

・延長保育が順番待ちで利用しづらいので改善してほしい。 

・公立の保育園の延長を２０時までにしてほしい。 

ウ 保育士について 

・専門知識がない保育士が目立つようになったと感じる。（同様のご意見 外１件） 

・職員の増員や補助で、園による質の差を減らしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・制度は充実してきたが、それに携わる職員たちがついていけていないように感じる。

（同様のご意見 外１件） 

・保育園の対応が雑だと感じる。 

・保育スタッフのサポートもよく、保育園に楽しく通えている。 

・職員が足りていないので増員してほしい。 

・晩婚、晩産で援助してくれる人が少ない中、保育園の先生には助けられている。 

・私立園の意識が低いように思う。公立園と同じように研修、チェックを行ってほしい。 

エ その他 

・保育園でも幼稚園のような教育が受けたい。（同様のご意見 外４件） 

・保育園の増園による質の低下が気になる。（同様のご意見 外３件） 

・保育時間がもう少し融通が利くようにしてほしい。（同様のご意見 外３件） 

・渋谷区の保育園の対応に感謝している。（同様のご意見 外２件） 

・西原ほほえみ保育室が閉園してしまうのが残念だ。（同様のご意見 外２件） 

・次年度も同じ園に通う場合は慣らし保育をなくしてほしい。 

・兄弟が病気で休んだ時に保育時間が短縮されてしまうのを改善してほしい。 

・平日休みのときに３歳児未満だと預けられないのを改善してほしい。 

・隣接する小・中学校の校庭が借りられるようにしてほしい。 

・病院に連れて行った後に登園したい場合などでも、保育園のスケジュール的に昼食頃

（11 時頃）以降になってしまうと預かってくれないため、結果的に半日ではなく１日

仕事を休む必要がある。 

・設備不良で子どもがけがをしたのできちんと安全管理してほしい。 

・もっと親子イベントがあるとよいと思う。 

・散歩に行く回数を増やしてほしい。 

・保育園に対する不満や悩みを相談できる第三者機関があるとよい。 

・仕事をしている人が多いのに保護者会や保育参観が平日なので困っている。 

・日祝関係なく仕事があるので、認可保育園でも日祝に預かってほしい。 

 

（３）地域型保育事業に関すること 

・小規模保育は友だちが少なく子どもにはつまらないようなので集約してほしい。 

・小規模保育や「保育ママ」を推進すべき。 

・小規模保育だけでは子どもに良くないので、他の園との交流をしてほしい。 
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（４）制度や基準等に関すること 

ア 保育所入所に関する制度について 

・年度の途中でも預けられる制度をつくってほしい。（同様のご意見 外５件） 

・保育園に入れない。（同様のご意見 外３件） 

・収入や就労状況に関係なく、希望の園に入る機会を平等に与えてほしい。 

・渋谷区に納税している人の入園ポイントを加算してほしい。 

・入園ポイントを稼ぐために勤務日数を増やして報告している人もいて不平等だ。 

・保育園に入りやすくしてほしい。入園ポイントがいやだ。 

・認可保育園の内定通知が来る時期が２月では遅すぎる。 

・保育室にすぐに入ることができて職場復帰できた。 

・家に近い保育園に通わせたい。 

・１歳もしくは２歳で必ず保育園に入れるようにしてほしい。 

・早生まれの子ども向けの入園枠を設置してほしい。 

・兄弟で同じ園に通えるようにしてほしい。 

・入園に関わる就労証明の確認をきちんとしてほしい。偽の申告をしている人がいる。 

・現状を考慮せず書類のみで入園の優先順位が決まってしまうので改善してほしい。 

・園による差があるのに入園できるかどうかが統一したポイントで決まるのは不公平だ。 

イ 保育所入所基準について 

・渋谷区に長く住んでいる家族が入園しやすいとよい。（同様のご意見 外１件） 

・保育園の入園基準を透明化してほしい。（同様のご意見 外１件） 

・自営業だと保育園に入りづらい。（同様のご意見 外１件） 

・上の兄弟が小学校に入学すると兄弟ポイントがなくなるのを改善してほしい。 

・在宅勤務のため保育園が利用できないといわれた。 

・フルタイムで働いていないため保活をあきらめた。 

・フルタイムでの就労の有無にかかわらず入園できるようにしてほしい。 

・フレックスや時短といった働き方でも入園できるようにしてほしい。 

・子どもはほしいが、妊娠・出産しても子育てができる環境が整っていないと不安だ。 

・通園が大変で仕事に支障がでる。希望する園に入園できるようにしてほしい。 

・１歳からでも入園できるようにしてほしい。 

・４月に入園できず、しばらく片道一時間かかる職場の保育室に通わせていた。 

・入園の判定基準に居住歴が使われていてよい。 

・利用者には育休中の人も多く、本当に必要な人が利用できていないように思う。 

・子どもが多い場合は父母が就労していなくても入園できるようにしてほしい。 

・産休・育休が取得できない人のほうが入園ポイントが低いのは不公平だ。 

・ワンオペで育児をしている場合は所得にかかわらず入園できるようにしてほしい。 

・２年間待機児童なので、待機年数も考慮してほしい。 

・納税額によって入園の優先順位や費用に差がありすぎると思う。 
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ウ 保育士の処遇について 

・保育士の給与をあげてほしい。（同様のご意見 外４件） 

・保育士の待遇改善をしてほしい。（同様のご意見 外３件） 

・保育士が増えるように助成してほしい。 

エ 保育料について 

・保育料が安く助成もあり助かっている。（同様のご意見 外１件） 

・保育料の関係で仕事をあきらめた。 

・所得が一定以上になると保育料が高すぎると感じる。 

・保育料が高く家計への負担が大きい。 

・フルタイムの保育料が専業主婦に比べて安く驚いた。 

・相続の関係で保育料が上がってしまう。実際の収入で計算してほしい。 

オ 補助・助成について 

・保育料の補助が他区に比べて少ない。 

・認証保育園に通うことができ、また補助もでて大変ありがたい。 

・保育園に通っていない世帯に対する支援が不足している。 

・認可外補助があるため助かる。 

カ 無償化に関することについて 

・保育料の無償化よりも保育園の質を向上させてほしい。（同様のご意見 外８件） 

・保育料の無償化よりも医療費無償化に税金をつかってほしい。（同様のご意見 外１件） 

・幼児教育が無償化されたがそもそも受け皿がない。（同様のご意見 外１件） 

・保育の無償化はありがたいが、お金がかかるのは小学校高学年以降なのではないか。 

・無償化よりも公平化を先にしてほしい。 

・０歳から無償化してほしい。 

・今まで払ってきた人がいるのだから保育料は無償化しなくてよい。 

キ その他 

・新しい施設ではなく、今ある施設の質の向上を優先させてほしい。 

・渋谷区内での転園がもっと自由にできるようにしてほしい。 

・遅番の子どもに補食ではなく給食を提供してほしい。 

・保育園の強制的なＩＴ化をやめてほしい。 

・現状の保育日では子育てできない。 

・兄弟で同じ保育園に通わせたい。 

・母親の病気が発生したため保育園に通わせたい。 

・子どもを安心して預けられる環境づくりをしてほしい。 

・園庭がない保育園から転園したいが、受理されない。 

・入園希望者数の概算をだしてほしい。 

・入園できる期間に制限があり期間後は退園せざるを得なかった。 

・０歳児は親が育てるほうがよいので保育施設の拡充よりも所得補助の拡充が必要だ。 

・考え方が古い保健師が多いように思う。 

・保育園に預ける時間と働く時間がマッチする職場が増えるとよい。 

・通院の関係で無認可保育園に預けたが質が悪かった。 
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（５）その他の保育サービスや地域子ども・子育て支援事業に関すること 

ア 定期利用保育について 

・定期利用保育枠を拡充してほしい。（同様のご意見 外２件） 

イ 一時保育について 

・保育園の一時保育の枠がとれない。（同様のご意見 外９件） 

・一時間から気軽に預けられる施設を増やしてほしい。 

・一時保育の利用料が高いように感じる。 

・一時保育は室内での預かりになってしまうが、室外でも遊ばせてほしい。 

・日曜日に区の施設で預かってもらえるとありがたい。 

・一時保育できる提携企業などを増やしてほしい。 

ウ 一時預かり保育について 

・リフレッシュのために一時的に預かってくれる施設がほしい。（同様のご意見 外７件） 

・一時預かりできる場所を増やしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・一時預かりを利用しようと登録や面談したがハードルが高く利用に至っていない。 

・利用したいと思ったときに利用できるようにしてほしい。 

エ 緊急一時保育について 

・親の体調不良時など緊急で利用できるようにしてほしい。（同様のご意見 外２件） 

・緊急で利用できる公的施設がなくて不便。（同様のご意見 外１件） 

・緊急時に手続き不要で預けられる場所がほしい。（同様のご意見 外１件） 

・支援センターの緊急短期保育が土曜日も使えるようにしてほしい。 

・支援センターの緊急短期保育も本当に緊急のときに枠が足りていない。 

・緊急で利用できるシッター制度があるとよい。 

オ 休日・夜間保育について 

・土日や夜間に預けられる場所がほしい。（同様のご意見 外５件） 

・理由があれば土曜日でも通っている保育園に預けられるようにしてほしい。 

カ 子育てひろばについて 

・保育園の園庭が小さく仕方ないのもわかるがもう少し外で遊ばせる時間をとってほしい。 

・区外、都外からも集まるような開けた遊び場ができるといいと思う。 

キ 病児・病後児保育について 

・病児保育の施設・枠をもっと増やしてほしい。（同様のご意見 外１３件） 

・小学生でも病児保育が使えるようにしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・病児保育がもっと気軽に使えるようにしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・病児保育施設が遠いので偏りがないように増設してほしい。（同様のご意見 外１件） 

・病児保育が本当に使えるときに使えるようにしてほしい。 

・病児保育の補助金は助かる。継続してほしい。 

・病児保育の補助対象がベビーシッターのみなので改善してほしい。 

・とにかく病児保育の体制が弱い。 

・病児保育やベビーシッターになるべくお金がかからないようにしてほしい。 

・病後、保育園に通わせるのは不安な時に緊急で預かってくれる施設をつくってほしい。 
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・小学生以上の病児保育も手厚くサポートしてほしい。 

ク ファミリー・サポートについて 

・出張所で登録できるとよい。（同様のご意見 外２件） 

・ファミサポに助けられている。（同様のご意見 外１件） 

・サポート外で利用を諦めた。 

・サポートメンバーが近所の方なので今後のことを考えてしまい利用しづらい。 

・ファミサポの活動についての制限を規制しないでほしい。 

・習い事の送り迎えにも利用できるようにしてほしい。 

・利用料金の補助があるとよい。 

・もう少し高くてもよいので使い勝手を向上させてほしい。 

・ファミサポに登録しているが職員の対応が悪かった。 

・ファミリーサポートセンターをもう少し使いやすくしてほしい。 

ケ 障がい児への支援について 

・療育の施設が少ない。（同様のご意見 外１件） 

・子どもに障害があり今後の子育てが不安だ。 

・療育を受けていると言ったら園側の態度がかわりつらい思いをした。 

・発達検査を義務化してもよいのではないか。 

・発達相談センターが半年しか相談できず困っている。 

・支援センターへの相談をメールでも受け付けてほしい。 

・渋谷区の障害や医療ケアの支援が先進的であることを望む。 

・支援センターで単に親子の交流だけでなく、相談できる環境があればよかった。 

・障がい児の子育て・教育をさらに充実させてほしい。 

・学童などでも発達障がいの専門の人を置き、理解を深めてほしい。 

・病的ケア児を受け入れられる児童発達施設がないのでつくってほしい。 

コ 学童クラブについて 

・講習や教室を土日にも開催してほしい。（同様のご意見 外３件） 

・学童のレベルを上げてほしい。（同様のご意見 外３件） 

・放課後クラブに給食を導入してほしい。（同様のご意見 外２件） 

・学童の数を増やしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・開催校が登校日でも終日放課後クラブを開校してほしい。（同様のご意見 外１件） 

・小学校入学後も長く預かってもらえる場所がほしい。 

・学童を土曜日や長期休暇の際に自由に使えるようにしてほしい。 

・放課後クラブの時間が長く助かっている。 

・放課後クラブが他の地域と比べ充実している。 

・放課後クラブの特別延長を高学年でも利用できるようにしてほしい。 

・放課後クラブの職員不足が気になる。 

・放課後クラブの充実。 

・学校閉鎖になると放課後クラブに預けられず困る。 

・放課後デイサービスとその送迎を増やしてほしい。 

・民間学童を誘致してほしい。 
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サ その他 

・プレスクールが少ないので集団で遊べる場がほしい。 

・体を動かして遊べる場所が少ないと感じる。 

・小学生以上の預け先の拡大を期待する。（同様のご意見 外１件） 

・子どもを気軽に預けられる場所が欲しい。（同様のご意見 外１件） 

・数時間でも子育てから離れて作業や仮眠できる環境があるとよい。 

・短時間、定期的に預かってくれる施設をつくってほしい。 

・妊娠、出産、子育てと環境がかわるなか、気軽に相談できる機会が増えてほしい。 

・働く女性向けの託児サービスを充実させてほしい。 

・各施設に出向かなくてもサービスを知ることができればよい。 

・にこにこママに料理の作り置きと水回りのそうじをサポートメニューに加えてほしい。 

・本当は働きたいが、パートだと幼稚園まで預けられる場所がない。 

・家事のサポートがしてほしい。気軽に試せるサービスを提供してほしい。 

・訪問型のサポートがほしい。 

・目黒区のヒーローバスの導入のような、外遊びの充実化を図ってほしい。 

・地域の高齢者との交流が幼児期に大切だと思う。 

・育児学級は堅苦しい話も多く気疲れした。気軽な話の場などあればよかった。 

・日本語がわからなくても子どもを預けられる場所がほしい。 

・イギリスの「ナニー」のような子育てのプロが集まる場所がほしい。 

・渋谷区独自の塾のようなものがあればよいと思う。 

・地域のみんなで子育てをする意識が高まる場があると嬉しい。 

・スポーツセンターで習い事をしていなくても遊べる場所があるとよい。 

・小学生が遊べる場所に高齢者も立ち寄れると異世代交流ができると思う。 

・レッジョエミリア・モンテッソーリ・シュタイナー等の教育機関が身近にあるとよい。 

・子育て世代が互いに面倒を見たり食卓を囲めたりする場があるとよい。 

 

（６）イベント・講座に関すること 

・入園前に同年代の子どもやその親と交流する機会が親子共々ほしい。 

・「すぽっと」で小学校中学年以上が参加できる教室を増やしてほしいい。 

・小中学生の親とも交流できる機会があるとよい。 

・親が働いていると行けないイベントが多い。 

・子ども向け以外の公演も子連れで鑑賞できるようにしてほしい。 

・サイズアウトした服をリユースできるイベントがあるとよい。 

・色んなイベントに年齢、時期関係なく参加できるとよい。 

・イベントを多数計画してくれてありがたい。 

・子育てに関するイベントをもっと開催してほしい。 
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  （７）小・中学校に関すること 

・公立でも学習環境を整えてほしい。（同様のご意見 外３件） 

・居住地からの距離で自由な施設、学校選びができるとよい。（同様のご意見 外１件） 

・小学校の校庭を広くしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・小学校でいじめがないか不安だ。（同様のご意見 外１件） 

・区立小学校の教師の質を上げてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・英語の授業をもっと増やしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・モンスターペアレント対策をしてほしい。 

・不登校児が学校という枠にとらわれずに学習、体験できる場があるとよい。 

・公立ではなく私立を利用すると区からのサービスが受けにくいのではないかと不安。 

・小学校入学後の見通しが立たないので早めに情報がほしい。 

・小学生になると放課後の過ごし方の問題がある。 

・小学校の教室が足りない。 

・小学校の受入れ時間を早くしてほしい。 

・学校希望選択制を導入するなら希望者全員を受け入れられるようにしてほしい。 

・選択制であるにもかかわらず近い学校に行くべきという圧力がある。 

・隣の学区のため抽選になるが、家庭の状況と希望を考慮してほしい。 

・中高一貫校の開設。 

・生徒数が減少していて学校に空き教室があるので有効活用してほしい。 

・熱中症の危険性があるので夏場のスポーツ少年団の練習試合を規制してほしい。 

・学童で希望者には有料でよいので長期休業期間中の昼食のサポートがあるとよい。 

・小学校で放課後にクラブがあるとよい。 

・小学校でキッズケータイを配布してほしい。ＧＰＳがあると安心。 

・中学以降の方が金銭的負担が大きいので補助してほしい。（同様のご意見 外１件） 

・小学校の行事が平日なので共働きだと参加できない。 

・欠席連絡などはメールやアプリでもできるようにしてほしい。 

   

  （８）経済的支援に関すること 

ア 現行の手当や助成等について 

・予防接種サポートがありがたい。（同様のご意見 外４件） 

・医療費が無償なのは助かる。（同様のご意見 外３件） 

・子ども手当や保育料の所得による差を改善してほしい。（同様のご意見 外２件） 

・無償化よりも先にすべきことがあると思う。（同様のご意見 外１件） 

・子どもの数に応じて補助を増やしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・自営業にも育休制度をつけてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・出産に関する補助が少ないので都内では産めなかった。 

・集団検診に時間がかかるのでもう少し回数を増やして分散させてほしい。 

・定期健診の回数を増やして行政がもっと子どもの状況を把握できるようにしてほしい。 

・ベビーシッターの補助金がほしい。 
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・ベビーシッターの補助金制度がありがたい。 

・保育園の補助を区が出してくれてありがたかった。 

イ 妊娠・出産について 

・出産にかかる費用の助成を増やしてほしい。（同様のご意見 外２件） 

・妊娠する前から制度やサービスについて知る機会が必要だ。（同様のご意見 外１件） 

・父親学級の参加を強制にしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・妊娠、出産、子育てに対する夫の無理解がつらかった。 

・出産後に長期入院したことを考えると補助があったほうがよい。 

ウ ひとり親世帯について 

・家事や病気の時にサポートしてくれるサービスがほしい。（同様のご意見 外１件） 

・母子家庭で子どもに障害があり、不安だ。 

エ 多子世帯について 

・第三子以降を考えた際に補助があると産みやすい。（同様のご意見 外１件） 

オ その他 

・家賃補助や、ファミリー物件があるとよい。（同様のご意見 外５件） 

・健診が平日で行きづらい。待ち時間も長い。（同様のご意見 外３件） 

・３歳児健診以降も発達障がいの相談や健診があるとよい。（同様のご意見 外１件） 

・夜間や休日診療を充実させてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・専業主婦へのサポートも手厚くしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・助産師訪問や乳幼児健診で助産師の対応が悪かった。（同様のご意見 外１件） 

・千駄ヶ谷の近くに休日診療してくれる施設があるとよい。 

・病院の予約が取りやすくなってほしい。 

・ネウボラよりも金銭的補助やヘルパーの定期的な派遣がほしい。 

・不妊治療に対する理解が得にくい。 

 

  （９）区施設等に関すること 

ア 児童館について 

・フレンズ本町のような青少年向けの施設を増やしてほしい。 

・児童館の職員の対応が悪かった。 

・児童館のような年の離れた子が集える施設がほしい。 

・児童館は大きくなると行きづらいので大きい子どもが遊べる施設があるとよい。 

イ 子育て支援センターについて 

・支援センターはありがたい。もっと増やしてほしい。（同様のご意見 外３件） 

・職員の対応が悪い。（同様のご意見 外３件） 

・支援センターで預かってほしい。（同様のご意見 外２件） 

・支援センターでの預かりをもっと気軽に利用したい。（同様のご意見 外１件） 

・子どもが大きくなると行きづらい。（同様のご意見 外１件） 

・支援センターの一時預かりにお世話になり非常に助かった。 

・冬季はインフルエンザなど感染が心配で預けられない。 

・もっと生涯学習を開講してほしい。 
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・気軽に利用、相談できる場所であってほしい。 

・支援センターと保育園が同じ場所にあるともっと利用しやすい。 

・すでに輪ができていて馴染めなかった。 

・おもちゃが少なく古いので新しくしてほしい。 

ウ その他 

・家と学校以外の子どもの居場所、施設を増やしてほしい。（同様のご意見 外１２件） 

・こどもの城のようなあそび場を増やしてほしい。（同様のご意見 外５件） 

・家族のアトリエやスポットなど人気施設は抽選になるので、利用しやすくしてほしい。

（同様のご意見 外３件） 

・スポーツ関係の施設をつくってほしい。（同様のご意見 外３件） 

・室内で天候を気にせず遊べる場所をもっと増やしてほしい。（同様のご意見 外２件） 

・条件や制限などあり利用しづらいので改善してほしい。（同様のご意見 外１件） 

・平日しか利用できない施設が多いので改善してほしい。（同様のご意見 外１件） 

・同じ区内でも充実度に差を感じる。（同様のご意見 外１件） 

・持ち込みで飲食でき、人と交流ができる施設があるとよい。（同様のご意見 外１件） 

・芸術や知的好奇心を育める施設をつくってほしい。（同様のご意見 外１件） 

・乳児、幼児が安全に利用できる施設が増えるとよい。（同様のご意見 外１件） 

・施設が安全、また健全に利用できるようにしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・子育て関連施設が遠いので近くにほしい。 

・延長保育の充実と質の高い教育を兼ね備えた施設がほしい。 

・スポーツセンター内の託児所が便利だ。 

・幼児期に親子で通える遊びの場が少ないと思う。 

・区役所の隣に建つマンションにもう少し子育て関連施設を導入してほしかった。 

・安全に遊べる場所が増えてほしい。 

・ボールを使って遊べる場所がほしい。 

・ケアコミュニティ原宿の丘を子どもにも開放してほしい。 

・小学校高学年の子どもが利用しやすい施設(図書館、工作室など)を増やしてほしい。 

・スポーツセンターでの監視の目が行き届いておらず不安。 

・区立プールは子どもと行きづらく、スクールも制限があるので改善してほしい。 

・親子で使いやすい入浴施設があるとよい。 

・もっと気軽に子育てに関して地域交流できる場があるとよい。 

・特別な施設やイベントよりも、広いスペースが自由に使えるとよい。 

・図書館に子ども向けの英語の本を増やしてほしい。 

 

  （10）都市整備に関すること 

ア 道路等の整備について 

・段差やガードレールなど環境整備してほしい。（同様のご意見 外２件） 

・ベビーカーにはちょっとした段差や亀裂が不便だ。（同様のご意見 外１件） 

・住宅街でスピードを出す車がいて危険だ。 

・歩道を走行する自転車が危険なので、自転車レーンを整備し利用を徹底してほしい。 
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・現状の自転車レーンでは危険で子どもを乗せて走行できない。 

・子どもが自転車で安全に走れるよう道路を整備してほしい。 

イ 公園等の整備について 

・もっと公園を増やしてほしい。（同様のご意見 外２７件） 

・ボールが使えるような場所をつくってほしい。（同様のご意見 外３件） 

・公園内の喫煙所を撤廃してほしい。（同様のご意見 外３件） 

・公園の公衆トイレの治安が悪く子どもだけで遊ばせられない。（同様のご意見 外２件） 

・みどり公園、あおい公園があまりよい環境でなく利用できない。 

・点検後整備されていない遊具が多い。 

ウ その他 

・バリアフリーをすすめ、またルートマップを配置して欲しい。（同様のご意見 外２件） 

・子どもが小さいうちの移動手段の整備や補助がほしい。（同様のご意見 外２件） 

・駐輪場を整備してほしい。（同様のご意見 外１件） 

・公的施設の駐車場を無料にしてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・犬のフンやごみが目立ち気になる。 

・ビルや歩道の整備で保育園の園庭が狭くなった。 

・同じような商業施設ばかりで飽きる。 

・家庭用防犯カメラの補助金があるとよい。 

・ちょっとした場所でも人が集まれる仕掛けがあるとよい。 

 

  （11）周知に関すること 

ア 公式ウェブサイトについて 

・子育てに関する情報が簡単にみられるようにしてほしい。（同様のご意見 外５件） 

・保育園の情報をホームページにまとめてほしい。 

・ボーイスカウトに入団させたいがホームページがわかりづらいので工夫してほしい。 

イ 渋谷区のお知らせについて 

・行政サービスの情報を積極的にインターネットやアプリで配信してほしい。 

（同様のご意見 外３件） 

・情報が得づらくサービスが利用しきれない。（同様のご意見 外１件） 

・ＳＮＳで施設やイベントの情報を流してほしい。 

・イベントの申し込みがＳＮＳ経由でできるようにしてほしい。 

・ＬＩＮＥ公式アカウントに登録しているが新着情報が流れてこない。 

・不審者情報がメールでわかるのはありがたい。 

・公園の遊具が今後撤去されるのか整備されるのか、区ニュースで知りたい。 

・役に立つ情報はＨＰに公開してほしい。 

・区内の病院リストがあるとよい。 

・ＬＩＮＥで複数の支援センターの情報を受け取りたい。 

  



 

104 

ウ その他 

・産後に必要なサービスが産前から把握できるようにしてほしい。 

・しぶや保育メールと渋谷区教育委員会メールを統合してほしい。 

・情報が散らばっていて集めにくい。 

 

  （12）就労・就労先に関すること 

・職場復帰しやすい環境をつくってほしい。 

・就職活動のために一時預かりがもっと気軽に利用できるとよい。 

・職場が遠方のため就学後に働き続けるのが難しいので支援してほしい。 

 

  （13）地域や区政について 

ア 地域について 

・防犯カメラの設置や登下校時の見守りをしてほしい。（同様のご意見 外４件） 

・街全体がより育てやすい環境になってほしい。（同様のご意見 外３件） 

・子ども用品を買える店がもっと身近にあるとよい。（同様のご意見 外１件） 

・子育て世代以外にも理解が得られる環境をつくってほしい。（同様のご意見 外１件） 

・その時々で悩みがあるので都度相談できる様な場所があるとよい。 

・産科が少ないのが気になる。 

・保育園の近隣からの苦情が多く、園庭で遊ばせられない。 

・ご近所間の育児支援をサポートしてほしい。 

・ある程度成長すると子どもだけで動くことも増えるが誘拐や通り魔事件など不安だ。 

・治安が不安なので通学路の安全を徹底してほしい。 

・街宣車を規制してほしい。 

イ マナーについて 

・路上喫煙、歩きたばこをなくすように指導してほしい。（同様のご意見 外１１件） 

・どこに行っても周りの目や非難が気になり育児がしづらい。（同様のご意見 外６件） 

・ベビーカーでバスの運転手に嫌な顔をされつらかった。 

・子どもの面倒を見てくれる大人が敬語を使えない。 

・路上喫煙が多く危険だ。 

ウ 子育て支援全般について 

・渋谷区の子育て環境に満足している。（同様のご意見 外５９件） 

・相談できる場がもっとあるとよい。（同様のご意見 外１９件） 

・地域を挙げての子育てを推進してほしい。（同様のご意見 外１６件） 

・子育て世代が住みやすい街になることを期待している。（同様のご意見 外１６件） 

・子どもと参加できるイベントを積極的に開催してほしい。（同様のご意見 外１５件） 

・育児は母親のものであるという意識を変えてほしい。父親の育児参加に理解がほしい。

（同様のご意見 外１１件） 

・働く人をサポートする体制を整えてほしい。（同様のご意見 外１０件） 

・待機児童問題を解決してほしい。（同様のご意見 外７件） 

・虐待をなくすための取り組みに力をいれてほしい。（同様のご意見 外６件） 
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・渋谷区は子育てしづらい。（同様のご意見 外５件） 

・子育てにかかる出費が大きいので金銭的な補助がほしい。（同様のご意見 外４件） 

・好きなサービスを選べるような体制を整えてほしい。（同様のご意見 外３件） 

・働いていなくても利用できるサービスがほしい。（同様のご意見 外３件） 

・子育ては親と子の関わりが大切である。（同様のご意見 外３件） 

・病児保育室や医療補助が手厚い。（同様のご意見 外２件） 

・公的なサポートがほしい。（同様のご意見 外２件） 

・海外を手本によりよい環境をつくってほしい。（同様のご意見 外２件） 

・わかりにくい制度が多い。また書類が煩雑だ。（同様のご意見 外１件） 

・育休の取得期間をフレキシブルにしてほしい。（同様のご意見 外２件） 

・祖父母との同居で補助が減るのを改善してほしい。（同様のご意見 外１件） 

・有償でよいのでサポートや延長保育などを充実させてほしい。（同様のご意見 外１件） 

・すぐに虐待と言われてしまい子どもを叱ることもできない。（同様のご意見 外１件） 

・負担が偏らず、多くの人で支えられるシステムがあるとよい。（同様のご意見 外１件） 

・斬新でかっこいい教育よりも子どもの健やかな育成に必要な教育をしてほしい。 

・英語やプログラミング、お金に関する授業に力を入れてほしい。 

・子どもも自分も体調が悪いときにサポートしてもらえるとうれしい。 

・日曜や祝日に診察してもらいたい。 

・祖父母や近隣の力を借りず夫婦だけで子育てする前提での仕組みづくりをしてほしい。 

・専業主婦の肩身が狭い。 

・出産時に無職の人へのセーフティネットが不足しているように思う。 

・遠方の祖父母が育児に協力できるよう、宿泊場所や金銭的に補助してほしい。 

・知人、親戚がいない家庭へのソフト面でのサポートがほしい。 

・収入が高くなるにつれて負担が大きくなるのが不愉快。 

・より柔軟で本質的な対応をしてほしい。 

・民間の子育てサービスに助成金を出し、選択肢を増やしてほしい。 

・教育機関と保育機関は時間なり場所なり人なりできちんと分けて欲しい。 

・世田谷区と比べて子育て世代にやさしくないように感じる。 

・事情があり子育て環境が変わってしまった際のフォローが薄いように思う。 

・子育てに関して情報を得づらいので、区から積極的にアプローチしてほしい。 

・祖父母や親族の協力が得やすい環境づくりをしてほしい。 

・子育てに関する相対的な情報がほしい。 

・隣接する区と連携してサービスを受けられるようにしてほしい。 

・子どもが多いほど優先的にサービスが利用できるような制度を導入してほしい。 

・シルバー人材センターが利用できず紹介されたシッターを利用したがひどかった。 

・子育て当事者や、専門家の意見を取り入れ、ネウボラ計画を進めてほしい。 

・恵比寿３丁目など、港区と隣接する地域へのサポートがなく不満だ。 

・外国人でも子育てしやすい環境であってほしい。 

・今の区長は子育て支援に協力的でありがたい。 

  



 

106 

エ 区政全般について 

・渋谷区の今後に期待している。（同様のご意見 外５件） 

・色々な事情の家庭へ目を向けられる区であってほしい。（同様のご意見 外１件） 

・渋谷区に期待していない。（同様のご意見 外１件） 

・必要な支援と、そうでないものを行政としてきちんと判断し、提供してほしい。 

・子育て相談事業の窓口が平日のみなので、改善してほしい。 

・出張所で申請できるようにしてほしい。 

・役所の手続きの際に、短時間子どもが遊べるプレイルームなどあればよい。 

・防犯にもっと力をいれてほしい。 

・渋谷区は変化が多く、定住しづらい。もっと愛着の持てる地域にしてほしい。 

・子育てに限らず、何か申請するにしても、区役所まで出向かないとならない場合があ

り、オンラインや出張所で手続きができるようにしてほしい。 

オ 接遇について 

・保育課の対応が悪かった。 

・ルールを作ったらそれを徹底してほしい。 

・区役所の母乳相談に行ったが対応が悪かった。 

・保育園入園の相談で親身に相談にのってもらい助かった。 

 

  （14）アンケートに関すること 

・アンケートが長すぎる。（同様のご意見 外２件） 

・アンケートをとる意味がない。（同様のご意見 外１件） 

・アンケートをとっていることに感心した。（同様のご意見 外１件） 

・就労の有無でアンケートの集計をわけてほしい。 

・アンケート結果だけではその選択肢を選んだ背景まではみえてこない。 

・アンケートを封筒に入れる際に目安になる線を入れてほしい。 

・アンケートを電子化してほしい。 

 

  （15）その他 

・行政に過度な期待はせず、今あるサービスを活用したい。（同様のご意見 外１件） 

・現状満足しているが今後を考えると不安もある。 

・やむを得ない事情があったが駐車違反をとられ、子育てしづらいと感じた。 

・連絡ツールのアプリ化やタブレット導入など、急で先進的すぎて戸惑いを感じる。 

・提案から反映までに時間がかかっては必要な時は過ぎてしまう。 

・子どもを他人に簡単に預けられない。 

・父親が育児に協力的ではない。レンタルお父さんがあればよいと思う。 

・専業主夫をしたが、よい経験になった。 

・病院の予約が取りやすくなってほしい。 

・子育てがこんなに大変だとは思わなかった。 

・子どもを連れてゆっくり外食できる場所がほしい。 

・残業で遅くなったときなどに子どもが食べやすい惣菜を買える場所がほしい。 
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Ⅳ 調査票 

 

 

渋谷区子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査 

 
 

皆さまには、日頃より区政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

渋谷区では、産みやすく、育てやすく、預けやすい まち 渋谷をめざして、子ども・子育て

支援新制度のもと、さまざまな子育て支援に関する取り組みを進めています。 

このため区内にお住まいの就学前のお子さんがいらっしゃるご家庭の中から、無作為に選ば

せていただいた方々にアンケートを実施させていただき、現在渋谷区が推進している「渋谷区

子ども・子育て支援事業計画」の進行管理と、2020年度を始期とする５年間の「第２期渋谷

区子ども・子育て支援事業計画」を策定する大切な資料とさせていただきます。 

調査票は、住民基本台帳の中から就学前のお子さんを無作為に選ばせていただき送付してい

ます。お答えいただいた内容は、すべて統計的に処理し、個々の回答やプライバシーに関わる

内容が公表されたり、他の目的で利用されたりすることは一切ありません。 

また、ここで回答していただいた内容（施設や事業の利用希望等）は、施設や事業を利用で

きるかどうかを決定するものではありません。将来、利用希望を変更していただいて構いませ

ん。 

お忙しい中、質問数が多く大変恐縮ですが、この調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くだ

さいますよう、お願い申し上げます。       

 

 

■ ご記入にあたってのお願い 

１．  調査票は、あて名のお子さんの保護者の方がご記入ください。 

２．  回答は、あてはまる番号に〇をつけるか、数字をご記入ください。 

３．  ご記入は、黒のボールペンや鉛筆でお願いします。 

４．  該当する質問には、すべてお答えください。 

５．  質問によっては、回答していただく方が限られる場合がありますので、

質問文をお読みいただき、ご記入ください。 

６．  この調査票は、ご記入のうえ 2月 18日（月）までに、同封の封筒に入れ

てご返送くださるようお願いいたします（差出人名は無記名で結構です）。 

 

■お問合せ先 

渋谷区 子ども家庭部 保育課  保育管理係 

渋谷区宇田川町 1－1 

電話：03－3463－2483 

FAX：03－5458－4907 
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 はじめに封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます 

問１ あて名のお子さんの生年月をご記入ください。（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一

字。） 

平成      年      月生まれ 

 

 

問２ あて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。お２人以上のお子さんがいらっ

しゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 

きょうだい数   人  末子の生年月 平成      年      月生まれ 

 

 

問３ あなたは現在どちらにお住まいですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．恵比寿１丁目 21．渋谷１丁目  41．上原１丁目  61．初台１丁目 

２．恵比寿２丁目 22．渋谷２丁目  42．上原２丁目  62．初台２丁目 

３．恵比寿３丁目 23．渋谷３丁目  43．上原３丁目  63．本町１丁目 

４．恵比寿４丁目 24．渋谷４丁目  44．西原１丁目  64．本町２丁目 

５．広尾１丁目 25．東１丁目  45．西原２丁目  65．本町３丁目 

６．広尾２丁目 26．東２丁目  46．西原３丁目  66．本町４丁目 

７．広尾３丁目 27．東３丁目  47．元代々木町  67．本町５丁目 

８．広尾４丁目 28．東４丁目  48．大山町  68．本町６丁目 

９．広尾５丁目 29．道玄坂１丁目  49．幡ヶ谷１丁目  69．千駄ヶ谷１丁目 

10．猿楽町  30．道玄坂２丁目  50．幡ヶ谷２丁目  70．千駄ヶ谷２丁目 

11．鶯谷町  31．円山町  51．幡ヶ谷３丁目  71．千駄ヶ谷３丁目 

12．鉢山町  32．神泉町  52．笹塚１丁目  72．千駄ヶ谷４丁目 

13．代官山町  33．宇田川町  53．笹塚２丁目  73．千駄ヶ谷５丁目 

14．恵比寿西１丁目 34．神南１丁目  54．笹塚３丁目  74．千駄ヶ谷６丁目 

15．恵比寿西２丁目 35．神南２丁目  55．代々木神園町  75．神宮前１丁目 

16．恵比寿南１丁目 36．神山町  56．代々木１丁目  76．神宮前２丁目 

17．恵比寿南２丁目 37．松濤１丁目  57．代々木２丁目  77．神宮前３丁目 

18．恵比寿南３丁目 38．松濤２丁目  58．代々木３丁目  78．神宮前４丁目 

19．桜丘町  39．富ヶ谷１丁目  59．代々木４丁目  79．神宮前５丁目 

20．南平台町  40．富ヶ谷２丁目  60．代々木５丁目  80．神宮前６丁目 
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問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えくださ

い。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．母 親  ２．父 親  ３．その他（            ） 

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。当てはまる番号１つ

に○をつけてください。 

１．配偶者がいる   ２．配偶者はいない 

 

問６ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみ

た関係で当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．父母ともに   ２．主に母親  

３．主に父親    ４．主に祖父母 

５．その他（                    ） 

 

 

あて名のお子さんの、子育て環境についてうかがいます 

問７ 日頃、あて名のお子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。当てはまる番号すべてに○をつ

けてください。 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

問７-１ 問７で「１.」または「２.」に○をつけた方にうかがいます。 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

１．祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもを

みてもらえる 

２．祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である 

３．祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、不安がある 

６．その他（                                    ） 

⇒ 問８へ 

⇒ 問 7-1へ 

⇒ 問 7-2へ 

⇒ 問８へ 
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問７-２ 問７で「３.」または「４.」に○をつけた方にうかがいます。 

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。当てはまる番号すべてに

○をつけてください。 

１．友人・知人の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもを 

みてもらえる 

２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である 

３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である 

４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい 

５．子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、不安がある 

６．その他（                                    ） 

問８ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、

相談できる場所はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．いる／ある  ⇒ 問８-1へ  ２．いない／ない  ⇒ 問 12へ 

問８-１ 問８で「１.いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。当てはまる

番号すべてに○をつけてください。 

１．祖父母等の親族  ２．友人や知人 

３．近所の人   ４．子育て支援施設（子育て支援センター・子育てひろば等） 

５．保健所・保健相談所 ６．子ども家庭支援センター 

７．保育所・認定こども園等の保育士  ８．幼稚園教諭 

９．かかりつけの医師  10．民生委員・児童委員、主任児童委員 

11．子ども発達相談センター 

12．渋谷区の子育て関連担当窓口 

13．その他（〔例〕ベビーシッター                           ） 

 

問９ 問８で「１.いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

相談の頻度はどのくらいですか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．年１回程度  ２．年２回程度  ３．月１回程度  ４．毎週 

 

問 10 問８で「１.いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

相談の内容はどのようなものですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．子どものこと  ２．自分のこと  ３．保育園のこと（入園相談含む） 

４．家庭のこと  ５．その他（                      ） 

 

問 11 問８で「１.いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

相談の結果、悩みは解決しましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．した     ２．しなかった   
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問 12 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポート

があればよいとお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

あて名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます 

※ここでいう「フルタイム」とは、１週５日程度・１日８時間程度の就労のことです。 

「パート・アルバイト等」とは、フルタイム以外の就労のことです。 

問 13 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をうかがいます。 

（１）母親 【父子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 

（１）-１ （１）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（休憩時間、残業時間を含む）」をお答えくだ

さい。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。

産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記

入ください。数字は一枠に一字。１時間未満は四捨五入。） 

１週当たり    日   １日当たり       時間 

 

（１）-２ （１）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンにつ

いてお答えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えくださ

い。時間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でおおよその時刻をお答えください。

（□内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字。） 

家を出る時刻       時  帰宅時刻       時 

 

  

⇒ (1)-1へ 

⇒ (2)へ 
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（２）父親 【母子家庭の場合は記入は不要です】 当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

（２）-１ （２）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（休憩時間、残業時間を含む）」をお答えくだ

さい。就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについてお答えください。

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。（□内に数字でご記入くだ

さい。数字は一枠に一字。１時間未満は四捨五入。） 

１週当たり    日   １日当たり       時間 

（２）-２ （２）で「１.～４.」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンにつ

いてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。時

間は、必ず（例）０８時～１８時のように、２４時間制でおおよその時刻をお答えください（□内

に数字でご記入ください。数字は一枠に一字）。 

家を出る時刻       時  帰宅時刻       時 

 

問 14 問 13の（１）または（２）で「３.４.」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつ

けた方にうかがいます。該当しない方は、問 15へお進みください。 

  フルタイムへの転換希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

（１）母親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

（２）父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

⇒ (2)-1へ 

⇒ 問 15へ 
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問 15 問 13の（１）または（２）で「５.以前は就労していたが、現在は就労していない」または

「６.これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。該当しない方は、問 16

へお進みください。 

就労したいという希望はありますか。当てはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□

内には数字をご記入ください（数字は一枠に一字）。 

（１）母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが      歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  →希望する就労形態 ア．フルタイム 

     イ．パートタイム、アルバイト等 

       →１週当たり   日  １日当たり      時間 

 

（２）父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが      歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

  →希望する就労形態 ア．フルタイム 

     イ．パートタイム、アルバイト等 

       →１週当たり   日  １日当たり      時間 

 

 

 

あて名のお子さんの平日の定期的な教育･保育事業の利用状況についてうかがいます 

 ※ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。 

具体的には、幼稚園や保育所・認定こども園など、問 1６-1に示した事業が含まれます。 

 

問 16 あて名のお子さんは現在、幼稚園や保育所・認定こども園などの「定期的な教育・保育の事業」

を利用されていますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．利用している ⇒ 問 16-1へ ２．利用していない ⇒ 問 16-5へ 
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問 16-1 問 16-1～問 16-4は、問 16で「１.利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

  あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定期

的に」利用している事業をお答えください。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

３．認可保育所〔区立・私立保育園〕（国が定める最低基準に適合した施設で東京都の認可を受けた施設） 

４．認定こども園〔長時間利用〕（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設において、保育所の時間帯で保育・

幼児教育を受ける枠） 

５．認定こども園〔中・短時間利用〕（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設において、幼稚園の時間帯で

幼児教育を受ける枠） 

６．区立・私立保育室、認証保育所（区が助成、運営する認可外保育施設） 

７．小規模保育事業（国が定める最低基準に適合した施設で区市町村の認可を受けた定員が概ね６～19 人のもの） 

８．事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設） 

９．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

10．家庭的保育（保育者の家庭等で子どもを保育する事業） 

11．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

12．その他の認可外の保育施設 

13．その他（                                    ） 

 

問 16-2 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用していますか。また、

希望としてはどのくらい利用したいですか。１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時ま

で）かを、□内に具体的な数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。時間は、必ず（例）０９時

～１８時のように２４時間制でおおよその時刻をご記入ください。 

（１）現在 

１週当たり   日   １日当たり      時間（      時～      時） 

（２）希望 

１週当たり   日   １日当たり      時間（      時～      時） 

 

問 16-3 現在、利用している教育・保育事業の実施場所についてうかがいます。「１.」「２.」のいずれ

かに○をつけてください 。 

１．渋谷区内    ２．他の市区町村 
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問 16-4 平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由についてうかがいます。主な理由とし

て当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもの教育や発達のため 

２．子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している 

３．子育て（教育を含む）をしている方が就労予定がある／求職中である 

４．子育て（教育を含む）をしている方が家族・親族などを介護している 

５．子育て（教育を含む）をしている方が病気や障害がある 

６．子育て（教育を含む）をしている方が学生である 

７．その他（                                    ） 

 

問 16-5 問 16で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。理由としてもっとも当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．（子どもの教育や発達のため、子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６．使用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、教育・保育の内容や場所など、納得できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため（   歳くらいになったら利用しようと考えている） 

９．その他（                                    ） 
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問 17 すべての方にうかがいます。 

現在、利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの平日の教育・保育の事業

として、「定期的に」利用したいと考える事業について、次の①、②のそれぞれについて、下の点

線枠の中から、当てはまる番号すべてを記入してください。 
 

①「幼児教育・保育の無償化（※）」が 2019年 10月

から予定されていますが、現行どおりの費用負担

がある場合、平日に「定期的に」利用したいと考

える施設等をお答えください。 
 

 ②「幼児教育・保育の無償化（※）」が 2019年 10月

から予定されていますが、費用負担が無償化また

は軽減された場合、平日に「定期的に」利用した

いと考える施設等をお答えください。 

 

１．幼稚園（通常の就園時間の利用） 

２．幼稚園の預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ） 

３．認可保育所〔区立・私立保育園〕（国が定める最低基準に適合した施設で東京都の認可を受けた施設） 

４．認定こども園〔長時間利用〕（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設において、保育所の時間帯で保育・

幼児教育を受ける枠） 

５．認定こども園〔中・短時間利用〕（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設において、幼稚園の時間帯で

幼児教育を受ける枠） 

６．区立・私立保育室、認証保育所（区が助成、運営する認可外保育施設） 

７．小規模保育事業（国が定める最低基準に適合した施設で区市町村の認可を受けた定員が概ね６～19人のもの） 

８．事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営する施設） 

９．居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

10．家庭的保育（保育者の家庭等で子どもを保育する事業） 

11．ファミリー・サポート・センター（地域住民が子どもを預かる事業） 

12．その他の認可外の保育施設 

13．その他（                                    ） 
 
 
 
※「幼児教育・保育の無償化」とは… 

消費税率が 10％に引上げされる 2019 年 10 月から実施することを目指し、

３歳から５歳までのすべての子どもたちの幼稚園、保育所・認定こども園などの

利用料が、無償化または軽減される制度です。 

 

 
   
問 17-1 問 17で「１．幼稚園」または「２．幼稚園の預かり保育」に○をつけ、かつ３～13のい

ずれかにも◯をつけた方にうかがいます。特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する

場合を含む）の利用を強く希望しますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．はい    ２．いいえ 

 

 

  

（例：1，2，4 ） 

 

（例：1，2，4，10 ） 
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問 17-2 お子さんが利用する施設を選ぶときに、どのようなことを重視しますか。当てはまる番号３つ

まで○をつけてください。 

１．家から近い  ２．職場に近い  ３．最寄駅に近い   

４．職場への通勤に便利 ５．保育時間  ６．費用が安い 

７．親族の勧め  ８．友人・知人の勧め ９．送迎バスがある   

10．公立であること  11．私立であること 12．地域で評判が良い 

13．給食がある  14．大規模で施設の設備が充実している 

15．しつけがしっかりしている 16．教育・保育の方針や内容が充実している 

17．病気や障害に対する理解がある 18．その他（               ） 

 

問 17-3 教育・保育事業を利用したい場所についてうかがいます。「１.」「２.」のいずれかに○をつけ

てください 。 

１．渋谷区内   ２．他の市区町村 

 

あて名のお子さんの子育て支援事業の利用状況についてうかがいます 

問 18 あて名のお子さんは、現在、「地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をし

たり、情報提供を受けたりする場で、「子育て支援センター」「子育てひろば」等と呼ばれています）」

を利用していますか。次の中から、利用されているものすべてに○をつけてください。また、おお

よその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．子育て支援センター（親子が集まって過ごしたり、相談をする場） 

   １週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

２．認定こども園や私立保育園で実施している子育てひろば 

   １週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

３．ひがし健康プラザや中央図書館で実施している子育てひろば 

   １週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

４．かぞくのアトリエ 

   １週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

５．その他渋谷区で実施している類似の事業（具体名：              ） 

   １週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

６．利用していない 

 

問 19 問 18 のような子育て支援センター等について、今は利用していないが、できれば今後利用した

い、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。当てはまる番号一つに○をつけて、おおよそ

の利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．利用していないが、今後利用したい 

   １週当たり   回 もしくは １ヶ月当たり   回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

   １週当たり 更に   回 もしくは １ヶ月当たり 更に   回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 
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問 20 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用したいと思う

ものをお答えください。①～⑩の事業ごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のい

ずれかに○をつけてください。 

 Ａ 
知っている 

Ｂ 
これまでに利用 
したことがある 

Ｃ 
今後利用したい 

① パパ・ママ入門学級 
地域の保健相談所で妊娠中の過ごし方や
赤ちゃんを迎えるための実技を学びます 

はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

② 産後ケア（宿泊型） 
赤ちゃんとママが助産所等に宿泊して、母
子のケアや授乳相談などを受けるための
費用を助成します 

はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

③ 母乳相談 
授乳に関する相談（集団および個別相談）
を助産師がお受けします 

はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

④ ひよこママの時間 
赤ちゃんを育てているママの不安解消の
ために、ママ同士の交流、保健師による育
児相談等を行っています 

はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

⑤ 育児学級 
乳児とその保護者を対象に、前期（4～6 か
月児）と後期（9～12 か月児）に分けて開
講しています。保健師・栄養士・歯科衛生
士が、実技や試食、スライドなどで分かり
やすく子育ての指導をします 

はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

⑥ 子ども家庭支援センター 
18 歳未満の子どもとその家庭に関する相
談を行っています 

はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

⑦ 子ども発達相談センター 

子どもの発達や育児に対する不安や悩み等

に関する相談を行っています 
はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

⑧ にこにこママ 
妊娠している人や２歳未満の乳児を養育
している人に、ヘルパーを派遣します（自
己負担有） 

はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

⑨ 渋谷スポーツ共育プラザ＆ラボ“す

ぽっと” 

スポーツを通して発達段階に合わせたプロ

グラムを実施し、体操教室や親子ふれ合い

教室、子育てセミナーなどを行っています 

はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 

⑩ 渋谷区 LINE公式アカウント はい  いいえ はい  いいえ はい  いいえ 
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あて名のお子さんの土曜・休日や年末年始の定期的な 

教育・保育事業の利用希望についてうかがいます 
 

問 21 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日、年末・年始に、定期的な教育・保育の事業

の利用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯又は利

用したい期間をご記入下さい。時間帯は、(例)０９時～１８時のように２４時間制でご記入くださ

い（数字は一枠に一字）。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

※保育・教育事業とは、幼稚園、保育所・認定こども園、認可外保育施設などの事業を指しま

すが、親族・知人による預かりは含みません。 
 
（１）土曜日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい        時から      時まで 
 
（２）日曜・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい        時から      時まで 
 
（３）年末・年始 

１．利用する必要はない 

２．利用したい      月   日から   月  日まで 

問 21-1 問 21 の（１）もしくは（２）で、「３.月に１～２回は利用したい」に○をつけた方にう

かがいます。 

毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．月に数回仕事が入るため  ２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため ４．リフレッシュのため 

５．その他（                                    ） 

 

問 22 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希望

しますか。希望がある場合は、利用したい時間帯を、(例)０９時～１８時のように２４時間制でご記

入ください（数字は一枠に一字）。なお、これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

３．休みの期間中、週に数日利用したい           時から      時まで 

 

問 22-1 問 22で、「３.週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

毎日ではなく、たまに利用したい理由はなんですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．週に数回仕事が入るため   ２．買い物等の用事をまとめて済ませるため 

３．親等親族の介護や手伝いが必要なため ４．リフレッシュのため 

５．その他（                                    ） 
  

⇒ 

利用したい時間帯 

⇒ 

利用したい時間帯 

⇒ 

利用したい時間帯 

⇒ ⇒ ⇒ 

 

 

利用したい期間 ※12 月 29 日～1 月 3 日の間でご記入下さ

い。 
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あて名のお子さんの病気の際の対応についてうかがいます 

（平日の教育・保育を利用する方のみ） 
 

問 23 平日の定期的な教育・保育の事業を利用していると答えた保護者の方（問 16で１に○を 

つけた方）にうかがいます。利用していらっしゃらない方は、問 24にお進みください。 

  直近１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで事業が利用できなかったことはありますか。 

いずれかに○をつけてください 。 

１．あった  ⇒ 問 23-1へ  ２．なかった  ⇒ 問 24へ 

 

問 23-1 あて名のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育の事業が利用できなかった場合

に、直近１年間に行った対処方法として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内

に数字でご記入ください（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてください。数字は一枠に一

字。）。 

１年間の対処方法 日  数 

ア.父親が休んだ  

イ.母親が休んだ  

ウ.父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた ｚ 

エ.（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった  

オ.病児・病後児の保育施設を利用した  

カ.ベビーシッターを利用した  

キ.子どもだけで留守番をさせた  

ク.その他（                     ）  

 

 

 

 

問 23-1で「ア.」「イ.」のいずれかに回答した方にうかがいます。 

問 23-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。当て

はまる番号１つに○をつけ、日数についても□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。

なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医

の受診が必要となります。 

１．できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒       日   ⇒ 問 23-3へ 

２．利用したいとは思わない  ⇒ 問 23-4へ 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

⇒ 問 23-2へ 

⇒ 問 23-5へ 
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問 23-3 問 23-2で「１.できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方にうかが

います。 

上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。当てはま

る番号すべてに○をつけてください。 

１．他の施設（例：幼稚園・保育所・認定こども園等）に併設した施設で子どもを保育する事業 

２．小児科に併設した施設で子どもを保育する事業 

３．ベビーシッターが自宅で子どもを保育し、利用料の一部を助成する事業 

４．地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業 

（例：ファミリー・サポート・センター（※病後児のみ対応）等） 

５．その他（                                    ） 

 

問 23-4 問 23-2で「２.利用したいと思わない」に○をつけた方に伺います。 

そう思われる理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 

２．利便性（立地や利用可能時間、日数など）がよくない 

３．利用料がかかる・高い 

４．利用方法や制度がわからない 

５．親が仕事を休んで対応する 

６．その他（                               ） 

⇒ 問 24へ 

問 23-1で「エ.」から｢ク.｣のいずれかに回答した方にうかがいます。 

問 23-5 その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われましたか。当てはまる番

号１つに○をつけ、「エ」から「ク」の日数のうち仕事を休んで看たかった日数についても数字でご

記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．できれば仕事を休んで看たい ⇒       日 ⇒ 問 24へ 

２．休んで看ることは非常に難しい   ⇒ 問 23-6へ 

 

問 23-6 問 23-5で「２.休んで看ることは非常に難しい」に○をつけた方にうかがいます。 

そう思われる理由について当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもの看護を理由に休みがとれない 

２．自営業なので休めない 

３．休暇日数が足りないので休めない 

４．その他（                                   ） 

⇒ 問 24へ 
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あて名のお子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う 

一時預かり等の利用についてうかがいます 
 

問 24 あて名のお子さんについて、平日の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期

の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。ある場合は、当てはまる番号すべてに

○をつけ、直近１年間の利用日数（おおよそ）も□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

利用している事業・日数（年間） 

１．一時保育 
（私用など理由を問わずに保育所・認定こども園などで一時的に子どもを保育する事業） 

 

２．幼稚園の預かり保育 
（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 

 

３．ファミリー・サポート・センター 
（地域住民が子どもを預かる事業） 

 

４．夜間養護等事業：トワイライトステイ  渋谷区では未実施です 
（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） 

 

５．にこにこママ 

（2歳未満の子どもの育児援助・家事援助を行う人を派遣する事業） 
 

６．ベビーシッター  

７．その他（                         ）  

８．利用していない  

 

問 24で「８．利用していない」と回答した方にうかがいます。 

問 24-1 現在利用していない理由は何ですか。当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．特に利用する必要がない    ２．利用したい事業が地域にない 

３．普段利用していない預け先に不安がある ４．事業の利便性（立地や利用可能時間・ 

         日数など）がよくない 

５．利用料がかかる・高い    ６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのかどうか  ８．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

  わからない 

９．その他（                                    ） 

 

問 25 あて名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を

利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつ

け、必要な日数をご記入ください（利用したい日数の合計と、目的別の内訳の日数を□内に数字で

ご記入ください。数字は一枠に一字。）。なお事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい  

 ア．私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、
リフレッシュ目的 

 

 イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の
通院 等 

 

 ウ．不定期の就労  

 エ．その他（                    ）  

２．利用する必要はない  ⇒ 問 26へ  
  

⇒ 問 25へ 

日 

日 

日 

日 

日 

日 

計     日 

日 

日 

日 

日 

日 

⇒問 25-1へ 
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問 25-1 問 25で「１.利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 25 の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの事業形態が望ましいと思われますか。当て

はまる番号すべてに○をつけてください。 

１．大規模施設で子どもを保育する事業（例：幼稚園・保育所・認定こども園等） 

２．小規模施設で子どもを保育する事業（例：子育て支援センター（一時預かり事業）等） 

３．地域住民等が送迎し家庭内で保育する事業（例：ファミリー・サポート・センター等） 

４．その他（                                    ） 

 

問 26 直近１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さん

を泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つからなか

った場合も含みます）。あった場合は、直近１年間の対処方法として当てはまる番号すべてに○を

つけ、それぞれの日数も□内に数字でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１年間の対処方法 日数 日数 

１．あった ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった  

 イ．短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した 
 （児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 

 

 ウ．イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を 
  利用した 

 

 エ．子どもを同行させた  

 オ．子どもだけで留守番をさせた  

 カ．その他（                    ）  

２．なかった  

 

問 26で「１.あった ア.(同居者を含む)親族・知人にみてもらった」と答えた方にうかがいます。 

⇒ア.以外を選択した方は 問 27へ 

問 26-1 その場合の困難度はどの程度でしたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．非常に困難 

２．どちらかというと困難 

３．特に困難ではない 

 

 

泊 

泊 

泊 

泊 

泊 

泊 
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あて名のお子さんの小学校就学後の 

放課後の過ごし方についてうかがいます 
 

問 27 あて名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了

後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、そ

れぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後クラブ」の場合には、利用を

希望する時間も□内に数字でご記入ください。時間は必ず（例）１８時のように２４時間制でご記

入ください（数字は一枠に一字）。 

１．自宅  

２．祖父母宅や友人・知人宅  

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）  

４．放課後クラブ（区立小学校内） 

(保護者の就労状況にかかわらず、学校施設を活用して放課後に子ども

の居場所を提供するものです。) 

 

 

５．ファミリー・サポート・センター  

６．公園・図書館（地域住民等による保育）  

７．代官山ティーンズ・クリエイティブ、フレンズ本町  

８. かぞくのアトリエ、渋谷スポーツ共育プラザ＆ラボ“すぽっと”  

９．こどもテーブル  

10．その他（具体的に              ）  

11．まだ先のことで考えられない  

※１日に２か所以上行くことも想定されますので、合計の日数は５日でなくてかまいません。 
 

問 28 あて名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了

後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。当てはまる番号すべてに○をつけ、それぞ

れの週当たり日数を数字でご記入ください。また、「放課後クラブ」の場合には利用を希望する時間も

□内に数字でご記入ください。時間は、必ず（例）１８時 のように２４時間制でご記入ください（数

字は一枠に一字）。※だいぶ先のことになりますが、現在お持ちのイメージでお答えください。 

１．自宅  

２．祖父母宅や友人・知人宅  

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）  

４．放課後クラブ 
 

 

５．公園・図書館  

６．代官山ティーンズ・クリエイティブ、フレンズ本町  

７．こどもテーブル  

８．その他（具体的に              ）  

９．まだ先のことで考えられない  

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

週   日くらい 

   →下校時から    時まで 

 

週   日くらい 

   →下校時から    時まで 
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問 29 問 27または問 28で「４．放課後クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、土曜日に、放課後クラブの利用希望はありますか。当てはまる番号   

１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、□内に（例）０９時～１８時 のように２４

時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい     利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい        時から     時まで 

３．利用する必要はない 
 

問 30 問 27または問 28で「４．放課後クラブ」に○をつけた方にうかがいます。 

あて名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の放課後クラブの

利用希望はありますか。当てはまる番号１つに○をつけてください。また利用したい時間帯を、□

内に（例）０９時～１８時 のように２４時間制でご記入ください（数字は一枠に一字）。 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい     利用したい時間帯 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい        時から     時まで 

３．利用する必要はない 

 

すべての方に、育児休業や短時間勤務制度など 

職場の両立支援制度についてうかがいます 
 

問 31 あて名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。母

親、父親それぞれについて、当てはまる番号１つに○をつけ、該当する□内に数字をご記入くださ

い（数字は一枠に一字）。また、取得していない方はその理由をご記入ください。 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

３．取得していない 

１．働いていなかった 

２．取得した（取得中である） 

３．取得していない 

  

 

１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった又は（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

３．育児休業制度がない職業のため（自営業、フリーランス等）  

４．仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育所・認定こども園などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15．その他（                                  ） 

⇒ 

⇒ 

取得していない理由（下から番号

を選んでご記入ください。いくつでも） 

⇒ 取得していない理由（下から番号

を選んでご記入ください。いくつでも） 

⇒ 
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問 31-1 子どもが原則満１歳（保育所における保育の実施が行われないなど一定の要件を満たす場合は

最長２歳）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になるまでの育児休業等

（法定の育児休業及び企業が法定を上回る期間設けた育児休業に準ずる措置）期間について健康保

険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組みがありますが、そのことをご存じでしたか。当て

はまる番号１つに○をつけてください。 

１．育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２．育児休業給付のみ知っていた 

３．保険料免除のみ知っていた 

４．育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 
 

問 31で「３．取得していない」と回答した方ににうかがいます。  
問 31-2 育休を取得しない理由が解消された場合、希望として育児休業を何歳何ヶ月のときまで取りた

いですか。 

  （１）母親     （２）父親 

    歳      ヶ月      歳      ヶ月 

 
問 31で「２.取得した（取得中である）」と回答した方にうかがいます。⇒該当しない方は、問 32へ 

問 31-3 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。当てはまる番号１つに○をつけてください。 

（１）母親     （２）父親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した 

 

 

 

１．育児休業取得後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である 

３．育児休業中に離職した 
 

問 31-3で「１.育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいます。 

問 31-4 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでしたか。あ

るいはそれ以外でしたか。どちらか１つに○をつけてください。※年度初めでの認可保育所入所を

希望して、１月～２月頃復帰して一時的に認可外保育所に入所した場合なども「1.」に当てはまり

ます。また、年度初めでの入所を希望して復帰したが、実際には希望する保育所に入所できなかっ

たという場合も「1.」を選択してください。 

（１）母親     （２）父親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミング

だった  

２．それ以外だった 

 

 

 

１．年度初めの入所に合わせたタイミング

だった  

２．それ以外だった 

 

問 31-5 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、希望

として、何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。□内に数字でご記入ください（数字は一枠に

一字）。 

（１）母親 

実際の取得期間   歳     ヶ月    希望   歳     ヶ月 

（２）父親 

実際の取得期間   歳     ヶ月    希望   歳     ヶ月 
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問 31-5で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。 

問 31-6 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 

（１）「希望」より早く復帰した方 ※当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 ①母親 

１．希望する保育所・認定こども園等に入るため（希望の時期まで育休を取得した後では希望する

保育所・認定こども園等に入ることができないと考えたため） 

２．仕事のスキルが低下すると考えたため 

３．職場において昇任や人事評価に影響があると考えたため 

４．配偶者や家族の希望があったため 

５．収入が減るなど経済的な理由で早く復帰する必要があったため 

６．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

７．その他（                                    ） 

 ②父親 

１．希望する保育所・認定こども園等に入るため （希望の時期まで育休を取得した後では希望

する保育所・認定こども園等に入ることができないと考えたため） 

２．仕事のスキルが低下すると考えたため 

３．職場において昇任や人事評価に影響があると考えたため 

４．配偶者や家族の希望があったため 

５．収入が減るなど経済的な理由で早く復帰する必要があった 

６．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 

７．その他（                                    ） 

 

（２）「希望」より遅く復帰した方 ※当てはまる番号すべてに○をつけてください。 

 ①母親 

１．希望する保育所・認定こども園等に入れなかったため 

２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（                                    ） 

 ②父親 

１．希望する保育所・認定こども園等に入れなかったため 

２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（                                    ） 
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問 31-3で「２.現在も育児休業中である」と回答した方にうかがいます。 

問 31-7 あて名のお子さんが 1歳になったときに必ず利用できる事業があれば、1歳になるまで育児休

業を取得しますか。または、預けられる事業があっても 1歳になる前に復帰しますか。当てはまる

番号１つに○をつけてください。 

（１）母親 

１．１歳になるまで育児休業を取得したい 

２．１歳になる前に復帰したい 

（２）父親 

１．１歳になるまで育児休業を取得したい 

２．１歳になる前に復帰したい 

 

渋谷区の子育て環境や子育て支援施策全般についてうかがいます 
 

問 32 回答いただいている方の渋谷区に居住している年数について、当てはまる番号１つに○をつけて

ください。 

１．１年未満  ２．１年～２年  ３．２年～５年  ４．５年～１０年 ５．１０年以上 

 
問 33 居住地として渋谷区を選んだ理由について、当てはまる番号１つに○をつけて下さい。 
 

１．保育料が安いため    ２．保育所・認定こども園等に入所しやすいと考えたため   

３．子育てサービスが充実しているため  ４．教育環境が整っているため  

５．子育て環境以外の理由 

 

問 34 お子さんが何歳位になるまで渋谷区に住んでいたいと思いますか。当てはまる番号一つに○をつ
けてください。 

１．小学校入学頃まで   ２．小学校卒業頃まで   ３．中学校卒業頃まで   

４．その他（      頃まで） ５．子どもの年齢とは関係ない。  

問 34-1 問 34 で１～３に○をつけた方にうかがいます。その理由はなんですか。当てはまる番号すべ

てに○をつけてください。 

１．居住費が高い            ２．子どもの成長に合わせた住み替え   

３．他自治体のサービスに魅力を感じる  ４．子どもの進学 

５．住まい周辺の環境が良くない     ６．その他（                ） 

問 35 子どもや親子で遊べる場所として、どのような場所、内容、機能を望みますか。ご自由にご記入

ください。 
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問 36 渋谷区の子育ての環境や支援への満足度について、当てはまる番号１つに○をつけてください。 

１．満足   ２．やや満足   ３．どちらともいえない  ４．やや不満足  ５．不満足 
 

問 37 子育て関連情報を現在、どこ（誰）から得ていますか。当てはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

１．しぶや区ニュース    ２．ホームページ 

３．渋谷区 LINE公式アカウント  ４．ＳＮＳ（Twitter、Facebook） 

５．子育て施設での掲示やお知らせ  ６．知人 

７．家族     ８．その他（             ） 
 

問 38 子育て関連情報を今後、どこ（誰）から得たいですか。当てはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

１．しぶや区ニュース    ２．ホームページ 

３．渋谷区 LINE公式アカウント  ４．ＳＮＳ（Twitter、Facebook） 

５．子育て施設での掲示やお知らせ  ６．知人 

７．家族     ８．その他（             ） 
 

問 39 渋谷区では、「子育てを切れ目なく支援する街」を実現するため、渋谷区版「ネウボラ」構想を

進めています。 

   フィンランド発祥の「ネウボラ」とは、妊娠から出産、子どもが就学するまでにかけて、専門

知識を持った保健師が担当となり、子どもとその家族を切れ目なくサポートする子育て支援制度

のことです。 

   渋谷区版「ネウボラ」を『渋谷区子育てネウボラ』と称して、フィンランドのネウボラを参考

に、妊娠期から 18歳まで切れ目のない支援を充実させるため、子育ての総合的な相談場所として

相談機能を集約した複合施設を開設し、誰もが集い、地域とつながる場所を目指します。 

   この『渋谷区子育てネウボラ』に対して、どのような機能・役割を期待しますか。 

ご記入ください。 

   

   

   

   
 

問 40 最後に、子育てに関してご意見がございましたら、ご自由にご記入ください。 

   

   

   

   

   

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご投函ください。
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